
研 究 題 目

草創期の幼稚園教育における豊 田芙雄の理論 と実践

心理 0教 育 学 専攻  人 間教 育 学 コー ス

4608002 清 水  陽子

♂ξ冤へ
394062



目 次

序 章 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 1

1 本 研 究 の 課 題

2 先 行 研 究 の 検 討

3 研 究 の 方 法 と論 文 の 構 成

第 1章  草 創 期 の 東 京 女 子 師 範 学 校 附 属 幼 稚 園 と豊 田 芙 雄 … … … 4

第 1節  草 創 期 の 東 京 女 子 師 範 学 校 附 属 幼 稚 園  … … … … … … 4

1 附 属 幼 稚 園 創 設 の 経 緯

2附 属 幼 稚 園 開 設 当初 の 主 な教 員 と保 拇

第 2節  最 初 の 日本 人 保 拇   豊 田 芙 雄  … … … … … … … … … 8

1豊 田芙 雄 の 生 い 立 ち と幼 稚 園 保 婦 に な る ま で

2女 子 教 育 へ の 志

第 3節  松 野 ク ラ ラ の 保 育 方 法 の 伝 習 形 態 と 内 容  … … … … H
l伝 習 形 態

2伝 習 され た 保 育 内 容 と方 法

第 4節  豊 田 芙 雄 筆 記 「代 紳 録 」 … … … … … … … … … … … … 14

1 三 冊 の 「代 紳 録 」 の 内 容 の 構 成

第 5節  附 属 幼 稚 園 の 保 育 内 容 に み る

フ レー ベ ル の 幼 児 教 育 … … … 18

1 附 属 幼 稚 園 規 則 に み る保 育 内 容 (明 治 9(1876)年 11月 制 定 )

2附 属 幼 稚 園 規 則 に み る保 育 内 容 (明 治 10(1877)年 7月 制 定 )

3二 つ の 附 属 幼 稚 園 規 則 の 比 較 に み る松 野 ク ラ ラ の伝 習 の影 響

第 2章  豊 田 芙 雄 筆 記 「代 紳 録 」 に み られ る

松 野 ク ラ ラ の 幼 稚 園 教 育 論 … … … 27

-明 治 9(1876)年 11月 6日

～ 明 治 10(1877)年 3月 17日 の 受 講 記 録 一

第 1節  子 ど も観 及 び 幼 児 へ の 教 育 方 針  … … … … … … … … 28

1子 ど も観

2幼 児 へ の 教 育 方 針

第 2節  子 ど も の 遊 び と援 助 方 法  … … … … … … … … … … … 31



1 遊 び と 目的

2 自然 物 に 触 れ る教 育 的 意 義

3 幼 児 と環 境

4 援 助 方 法 に お け る留 意 事 項

第 3節  幼 稚 園 教 育 の 役 割 と恩 物 の 教 育 的 意 義   … … … … 34

1 幼 稚 園 教 育 の 役 割

2 心 の 教 育 ― 畏 敬 の 念 の 育 成 一

3 恩 物 の 教 育 的 意 義

第 4節  教 授 方 法 の 特 徴     … … … … … … … … … … … … 37
1「 代 紳 録  一 の 浄 写 」 に み られ る教 授 内 容

2「 代 紳 録  全 」 に み られ る教 授 内 容

3「 代 紳 録  二 」 に み られ る教 授 内 容

第 3章 豊 田 芙 雄 の 幼 稚 園 教 育 の 実 践 的 展 開

― 「代 紳 録 」 か ら 「恩 物 大 意 」 ヘ ー  … … … 52

第 1節 「恩 物 大 意 」 の 構 成 と 内 容   … … … … … … … … … … 52

1「 恩 物 大 意 」 の 構 成

2「 代 紳 録 」 と 「恩 物 大 意 」 の 比 較

第 2節 鹿 児 島 女 子 師 範 学 校 附 属 幼 稚 園 の 開 設 と

保 育 実 践 の 特 徴  … … … 59

1鹿 児 島 女 子 師 範 学 校 附 属 幼 稚 園 の 開 設

2東 京 女 子 師 範 学 校 附 属 幼 稚 園 と

鹿 児 島 女 子 師 範 学 校 附 属 幼 稚 園 の 比 較

3鹿 児 島 女 子 師 範 学 校 附 属 幼 稚 園 の 保 育 の 特 徴

第 3節  鹿 児 島 女 子 師 範 学 校 附 属 幼 稚 園

保 育 見 習 科 に お け る 保 拇 養 成  … … … 67

1保 育 見 習 科 規 則 か らみ た 保 拇 養 成

2豊 田芙 雄 の保 拇 養 成 の 特 徴

第 4章  豊 田 芙 雄 の 幼 児 教 育 理 論 の 形 成  … … … … … … … … 73

第 1節  イ タ リ ア で の 教 育 ・ 保 育 調 査 と視 察 ・… …・… … …・73

1イ タ リア ヘ の 渡 航 と滞 在 記

2女 子 教 育 施 設 の 視 察 報 告

3幼 児 保 育 施 設 お よび 小 学 校 の 施 設 報 告

4豊 田芙 雄 が イ タ リア視 察 か ら学 ん だ こ と

第 2節  「代 紳 録 」 か ら 「保 育 の 栞 」 へ ・… … … …・… …・… 76



1保 育 内容 と方 法 の 拡 充

2「 保 育 の 栞 」 に み る豊 田芙 雄 の 保 育 者 論

終 章  豊 田 芙 雄 の フ レ ー ベ ル 幼 児 教 育 理 論

の 受 容 と展 開 ・… … … …・・86

あ とが き

年 表

現 代 語 私 訳 と資 料 1「 代 紳 録  一 の 浄 写 」

資 料 2      「代 紳 録  全 」

資 料 3      「代 紳 録  二 」



序 章

1 本研究の課題

明治初期に始まつた日本における幼稚園教育の導入は、文部大輔田中不二麿と東京女子師範学

校摂理中村正直の尽力によるものである。田中不二麿は、東京女子師範学校の摂理に中村正直を

抜擢し、明治 9(1876)年 11月 16日 に東京女子師範学校附属幼稚園開園が実現した。

中村正直は幼稚園教育の理念を紹介し、幼稚園の普及に努めた。中村は「フレーベル氏幼稚園

論の概旨」の中で、幼児は「人の苗」であり、幼児期は人間として育つ萌芽の時期であつて、良

い教育を授けることで、幼児の「自然の性」が自由に発達するような機会を造る必要があること

と、幼児の「天性」の開発のために組織的な集団保育としての幼稚園が有効であると幼稚園教育

について論じている1)。 中村の幼稚園構想に基づき、附属幼稚園の監事関信三は、アメリカの幼

稚園教育の文献を翻訳し、『幼稚園記』 (明 治 9年)の著書を発表した。それ以前に出版されたフ

レーベルの幼稚園教育の文献は、桑田親五訳『幼稚園』上巻 (明 治 9年)一冊であつた。明治 9

(1876)年 11月 に、ドイツ人の主席保拇松野クララが附属幼稚園に着任し伝習が開始されるまで

は、豊田たち日本人保拇は、この2冊の文献を読んでフレーベルの保育方法を手探りで学んだと

考える。

関信三は松野が日本人保拇たちに保育方法を伝習する際の通訳を務め、実際的な保育内容や方

法の導入にも貢献した。その松野め講義を、豊田は3冊の「代紳録」と命名した資料に残してい

る。豊田の記した著述物としてよく知られているのは、「恩物大意」と「保育の栞」である。この

二冊は作成年が記されていないため、資料の位置づけが明確にできなかつたが、本研究で着日し

た「代紳録」は、松野の伝習の期間と教授した内容が明確であるという意義を有する。本研究で

は、「代紳録」を中心に「恩物大意」と「保育の栞」の内容分析や、東京女子師範学校附属幼稚園

や鹿児島女子師範学校附属幼稚園における教育実践の検討を通して、①草創期の幼稚園教育の内

容や方法の拡充および展開の実態を明らかにすること、②豊田芙雄の事例から保育者が幼児に適

した内容や方法を選択し実践することを通して、幼児教育の理論と実践の形成過程を具体的にと

らえることを課題とする。

2 先行研究の検討

草創期の幼稚園教育や豊田芙雄に関する研究は、『日本幼児保育史』第一巻 (日 本保育学会編)、

『 日本近代教育百年史』(国立教育研究所)、『幼稚園教育百年史』(文部省)、『幼稚園の歴史』(津

守真、久保いと、本田和子)をはじめ、通史的な幼児教育史研究の中で論述されている。その中

でも『 日本幼稚園成立史の研究』(湯川嘉津美)は、「恩物大意」に着目し、「球」から「碁石」ま

での十六種の「恩物」の紹介と、「用法」として「針画」から「模型法」までの九種があげられて

いることを指摘し、松野クララがゴルダマー (GoldaIIIIller,H.)の 方法を保拇たちに伝授したと論

述している。その後、豊田が鹿児島女子師範学校附属幼稚園を開設した際に、二十恩物を導入し



たことについても言及しているが、それは『幼稚園法二十遊嬉』(関信三)の影響であるとの指摘

で、豊田の保育内容や方法の拡充および展開についての検討はされていない。

草創期の幼稚園教育に貢献した人物を中心とした研究では、『 中村正直の教育思想』(小り|1澄江)、

『 日本幼稚園史序説 関信三と近代日本の黎明』 (国吉栄)等がある。『 中村正直の教育思想』の

中で、本研究で着日した豊田芙雄については、松野クララと共に東京女子師範学校附属幼稚園の

教育を担つただけでなく、草膚1期 の幼児教育界のリーダーとして活躍したことが記されている。

『 日本幼稚園史序説 関信三と近代日本の黎明』では、豊田芙雄が明治 10(1877)年 に、東京女

子師範学校附属幼稚園において「幼稚園記」の講義を担当し、松野クララや関信三と共に保拇養

成に貢献したことが記されている。また、最初の松野クララの伝習についても論述し、松野はピ

アノ演奏の教授ができたにもかかわらず、豊田たちにピアノの指導をしなかつたことや、唱歌の

導入に関与しなかつたこと、関信三が式部寮雅楽課の伶人に音楽唱歌の作曲を依頼したのは、関

が讃美歌の影響を排除したかったので、西洋音楽の導入を拒否した結果であるという新しい見解

を述べている。国吉は、松野クララの伝習および初期の保婦養成の状況について関を中心として

描いているため、伝習された方法や内容について、伝習を受けた保拇の視点から検討したい。

松野クララ研究では、平成 22(2010)年 に出版された『松野硼と松野クララー林学・幼稚園教

育事始め―』(小林富士雄)が、クララの夫松野欄関係の資料を使用して、クララの生涯について

も詳細に記している。同年に発刊された『豊田芙雄と草創期の幼稚園教育』 (前村晃、高橋清賀

子、野里房代、清水陽子)は、豊田芙雄のライフヒス トリーを中心に草創期の幼稚園教育の実相

を詳しく描いている。この著書の中で、前村はフレーベルの幼稚園教育理論が定着していく様子

を恩物と保育唱歌を中心に解明し、「代紳録」や「恩物大意」、「保育の栞」の性格や位置付けにつ

いて言及している。この点が、これまでの研究にはない新しい視点である。また、前村は松野ク

ララの「英文テキス ト」による伝習についても指摘しているが、具体的な文献名については言及

していない。

前村の豊田芙雄に関する関係論文 のでは、幼稚園の開設前後の状況を豊田芙雄に関する新資料

を使用し、豊田が東京女子師範学校に着任することになつたいきさつを、中村正直と根本正の関

係に着目し考察している。

そこで本研究では、「代紳録」の分析を通してさらに、先行研究の課題や検討不足の諸点を指摘

する。具体的には伝習された方法や内容について、伝習を受けた保拇の視点から検討し、松野の

伝習と豊田の幼稚園教育の実践と理論形成の関連について言及したい。言い換えれば、豊田が松

野クララから学んだゴルダマーの恩物用法とその後の実践への展開について検討を加える。また、

関が考案したといわれる「恩物」等保育に関する用語についても、「代紳録」の分析を通してさら

に検証を進めたい。

3 研究の方法と論文の構成

本研究では、明治 9(1876)年から明治 23(1890)年 までの豊田の教育活動に関する資料を研

究対象とする。中でも3冊の「代紳録」は豊田芙雄が松野クララから学んだ幼稚園教育を、豊田



自身が保育の実践を通して自分の理論を形成 し、その後松野に代わつて豊田が見習生に幼稚園教

育理論や保育法を教授するための講義ノー トとなった。

前述の①、②の課題を解明するために、主として東京女子師範学校附属幼稚園規貝J、 鹿児島女

子師範学校附属幼稚園規則、「代紳録」と「恩物大意」、「保育の栞」の比較検討により分析を行 う。

第 1章の第 1節～第 4節では、先ず東京女子師範学校附属幼稚園草創期の経緯と豊田芙雄の保

拇教育の根幹をなす契機 となった松野の伝習の実像について述べる。第 5節では、仮定の幼稚園

規則 (明治 9年 H月 制定)と 幼稚園規則 (明治 10年 7月 制定)を比較し、松野の伝習が草創期

の附属幼稚園に与えた影響を明らかにする。

第 2章では、豊田が筆記 した松野の幼稚園教育理論について検討する。「代紳録 一の浄写」に

は子 ども観 や幼児 へ の教 育方針 、子 どもの遊 び と援助 方法等 が記 され てい る。 ル

β″iergarι
"(ゴ

ルダマー)の序文『幼稚園と幼児の遊びの意義』(Marenh01tz‐ Bもlow9B.B)と 比較

し、マーレンホルツ・ ビューローと松野の幼稚園教育の近似点について述べる。次に、ゴルダマ

ーの恩物の用法と比較し、松野が伝習の際に拠 り所 とした 「英文テキス ト」について解明する。

第 3章では、「代紳録」と「恩物大意」を比較することで、豊田の幼稚園教育の方法の特徴につ

いて論 じる。その後、鹿児島における幼稚園での実践と東京女子師範学校附属幼稚園との実践を

比較し、保育方法および内容の変容と拡充について考察する。

第 4章では、「代紳録」とイタリアでの保育・教育視察後に書かれた「保育の栞」とを比較し、

豊田の幼稚園教育理論の形成の過程について論述する。

終章では、豊田芙雄のフレーベル幼児教育理論の受容と展開について総括する。

尚、史料の引用は原則として原文の通 りとしたが、旧字体の漢字は新字体に改め、合字は開い

た。また、読み易さを考慮 して、句読点を加えた。         
｀

1)「 フレーベル氏幼稚園論ノ概旨」『同人社文学雑誌』第 5号 六～人丁 1876年 9月 16日

'「
豊田芙雄と草創期の幼稚園教育に関する研究(1)～ (6)『佐賀大学文化教育学部研究論文集』第

12集  第 1号イ也  2007年～2008年



第 1章 草創期の東京女子師範学校附属幼稚園と豊田芙雄

明治 9(1876)年 に増J設 された東京女子師範学校附属幼稚園は、文部大輔田中不二麿と東京女

子師範学校摂理中村正直の尽力によるものであったといわれる。小学校教育もまだ定着していな

い状況の中、近代国家への道を歩み始めた日本にとつて、行政が幼児教育をリー ドしなければ幼

稚園の開設は不可能であった。

本章では、幼稚園教育の草創期にあって、最初に保拇となった豊田芙雄を中心に附属幼稚園創

設のために尽力した人々について論述する。次に、松野クララから伝習された幼稚園の保育方法

に焦点をあて、豊田芙雄筆記の受講ノー ト「代紳録」について解説する。やがて、この「代紳録」

は受講ノー トに終わらず、豊田芙雄が保拇見習生に伝習する際の講義ノー トとしての役割も果た

すようになる。松野クララが教授した幼稚園教育の理論及び方法は、豊田らに受け継がれ定着し

ていく。そして、その伝習の影響は、正式制定された附属幼稚園の幼稚園規則にみることができ

る。松野クララの伝習の影響を実証するために、仮定の幼稚園規則 (明治 9年 11月 制定)と幼稚

園規則 (明治 10年 7月 制定)と の比較をし、松野クララの保育方法の特徴について考察した。

第 1節 草創期の東京女子師範学校附属幼稚園

1 附属幼稚園創設の経緯
明治 7(1874)年 ■月 4日 、文部大輔田中不二麿は、女子師範学校創立の伺書を太政大臣三條

賞美に提出した。設立の趣旨としては、「女子の性質」が教育者として適任であることと、「幼稚

を撫養する」役割があることの二つであった。田中不二麿は、明治 4(1871)年 ■ 月から約 1年

4ヶ 月間、文部省理事官として欧米の教育事情を視察した。そのことが後の附属幼稚園開設の構

想となったことは、『 日本幼児保育史』第一巻 D等先行研究で記されている通りである。田中不二

麿は、明治 8(1875)年 7月 7日 に附属幼稚園開設の儀の伺いを提出したが許可されず、同年 8

月 20日 に再応伺を提出した。結果として、附属幼稚園は9月 15日 に、文部省から設立許可の布

達が出されるという経過をたどつた。同年、東京女子師範学校摂理に就任した中村正直は、附属

幼稚園の開設に尽力し、幼児教育を実践するための適任者の人選を進めた。そして、監事に関信

三、主席保拇に松野クララ、保拇に豊田芙雄と近藤濱が登用された。附属幼稚園の園舎は、明治

9(1876)年に建築の意匠などを設定し、同年 11月 に竣工した。園児七十五名を迎え、東京女子

師範学校附属幼稚園が開園されたのは、竣工間もない 11月 16日 だつた。開園翌日の「読売新聞」

第 547号は、当時の幼稚園の状況を「女教師は子どもの気の向いたやうに遊ばせながら物を教え

ますが、一中略一 女教師もまだ日本の事情を知らず、何しろ始めてすることゆえ、まづ三四ヶ

月生徒を教へて見た上でなければ規貝Jや等級もわからず、いづれ三四ヶ月たちましたら、本当の

開業式があって定めて盛大になりましやう」と書いている。この記事からは、まだ規貝Jも クラス

編成も定まっていなかった開園式時の附属幼稚園の様子を知ることができる。女教師とは松野ク



ララのことだが、この記事が示す通 りこの時松野は来 日して日も浅く、日本の幼児の実態をほと

んど知 らなかった。松野クララが ドイツでは経験 したことのない大人数の幼児の集団に対 して、

幼児の主体性を尊重した遊びを通しての教育をするという方法で保育をすることに無理が生じた

と考える。そのため、園児の募集は当分の間差 し止められることになった。同校第一回卒業生で

あつた青山千世は、保拇数に対 し園児数が多かつたため、東京女子師範学校の生徒三、四人が、

裁縫の時間に附属幼稚園に保育の手伝いに行つていたと当時のことを語つている の。つまり、附

属幼稚園開園に向けて幼稚園規則は作成され、幼稚園の一日の生活の枠組みは決まっていたが、

実質的な幼稚園の内容や方法は未定の状況であつた。

2 附属幼稚園開設 当初 の主な教員 と保拇

附属幼稚園開園当初の保育内容を創 り上げることに貢献した四名について、豊田との関わりや

附属幼稚園で果たした役割を中心に論述する。

(1)東京女子師範学校摂理 中村正直

中村正直は、天保 3(1832)年 5月 26日 に、二条城交番同心中本オ武兵衛重一の長男として生ま

れ、十七歳の時に昌平坂学問所寄宿寮に入寮 し、朱子学を学んだ。慶応 2(1866)年、中村は、

三十五歳の時に幕府遣英留学生取締として十二名の留学生を引率し、イギリスに留学した。明治

元 (1868)年パ リを発 し、6月 25日 横浜に到着した。この留学で得た知見を元に、中村は、啓蒙

思想家として国民教育論を展開し、明治教育史上、女子教育や幼児教育、障害児教育などの分野

で先駆的な役割を果たした教育者 として位置付けられている。幼児教育においては、中村が『母

親の心得』めに記 した 「母親之心得序」から、母親の幼児への感化力の大きさを認識 していたこ

とは明白である。また、中村が母親の影響の重要さと母親教育の必要性を認識 していたことは、

明治 8 (1875)年 3月 16日 の明六社定例会における「善良ナル母ヲ造ル説」の演説の中で、母

親の役割と幼児の教育の重要性について述べた内容からも窺い知ることができる。

次に、中村の幼稚園教育の構想についてである。明治初期におけるフレーベルの教育理論は、

中村が紹介 した「フレーベル氏幼稚園論ノ概旨」が、『幼稚園』 (ド ゥアイ著)と『 フレーベル及

び幼稚園』(ペイン著)の二冊を翻訳 し、まとめたものであると湯川は考察している。。中村は「フ

レーベル氏幼稚園ノ概旨」に於いて、 3歳以上の幼児は、集団で教育を受けることがよいとのフ

レーベルの説に賛同している。このように幼児の集団教育施設を構想 した中村は、キリス ト教的

思想に基づき、神を敬い人を愛することを説いた 「敬天愛人説」を提唱した。以上のことから、

中村はキリス ト教を基盤とした幼児のための集団教育施設の教育的意義を認め、幼稚園開設の推

進役 となった。中村が近代国家にふさわしい新しい国民意識を形成 しようとした教育活動の背景

には、キリス ト教的な人類愛の思想があったといわれるが つ、幼児期の教育機関として附属幼稚

園開設を構想 していたと考える。附属幼稚園開設後、中村は保拇となつた豊田に「愛敬歌」を贈

つた。豊田も中村に鹿児島へ出立する前に、「拝神の辞」をかいて添削を依頼 している。この一事

から、豊田がキリス ト教に基づく保育思想の感化を中村から受け、神への畏敬の念を持っていた

ことがわかる。明治 24(1891)年 6月 7日 、中オ・llま東京女子師範学校長在職中に死去した。



(2)東京女子師範学校附属幼稚園監事 関 信三

関信三は、天保 14(1843)年 1月 20日 、三河国幡豆郡一色村の真宗大谷派の安休寺に生まれ

た。関信三については、前述の『 日本幼稚園史序説 関信三と近代 日本の黎明』に詳 しく記され

ているが、その著によると、大谷派の京都高倉学寮で学び、広瀬淡窓の成宜園で研鑽 した。明治

4(1871)年 11月 頃に太政官直属の諜者となり、安藤留1太郎と名のつて、横浜で諜報活動をして

いた。安藤は、明治 5(1872)年 2月 2日 、宣教師バラから受洗した九人の日本人の一人となっ

た。この時、安藤はバラの英語学校の生徒であり、日本基督公会の創立メンバーの一人であつた。

諜者 としてキリス ト教とのつながりを持った安藤は、プライン、クロスビー、ピアソンの二人の

婦人宣教師とも交流があり、居留地に開設された混血児の救済をするためのアメリカンミッショ

ンホーム (亜米利加婦人教授所)で、中村正直と出会つているの。 中村と関にとってアメリカン

ミッションホームで二人の婦人宣教師と出会つたことが、最初の幼児教育との出会いとなつた。

明治 5(1872)年 10月 19日 、関は海外事情視察のために東本願寺法嗣現如が洋行するにあた

つて随行を命 じられ、イギリスに約二年間滞在 し明治 7(1874)年 に帰国した。

帰国後は非常勤の英語教員 として、東京女子師範学校に雇われた後、附属幼稚園監事に抜擢さ

れた。関信三に依頼 された英語の幼稚園文書の翻訳の仕事は、中村正直が紹介 した ドゥアイ

(Douai,A.)の『幼稚園』 (乃θ府″iergarιあ)を完訳することであった。この書は創設期の幼稚園

教育の指針 となり、当時の附属幼稚園の保育見習生たちは、『幼稚園記』 (明治 9年)か ら幼稚園

教育について学んだ。附属幼稚園で ドイツ人の主席保拇クララ・ジッテルマン (Zitelmann,後の

松野クララ)を雇 うことになったが、伝習は英語で実施されたため、関信三が通訳を担当した。

続いて、関信三は、『幼稚園記附録』 (明治 10年 )、『幼稚園創立法』 (明治 H年 )、『幼稚園法二十

遊嬉』 (明治 12年)を著した。関信三は前述の『幼稚園創立法』の中で、二十恩物は幼稚園の保

育内容の中でも重要であり、遊びながら自然と幼児の知的発達を促進する知的教育の第一歩とし

て、最も適 した方法であると述べている つ。関信三は、幼児は遊びを通して学習し、学習の一つ

の方法として恩物を使用するという考え方を持つていた。関は、その優れた英語力を駆使 して海

外の幼児教育に関する文献を訳すことで、保育内容や方法を紹介 し、豊田たちに影響を与えた。

関信三の翻訳は、訳語の選択や文章の加筆、削除、誤訳、楽譜の削除など関自身の価値観が強く

現われていることを、国吉は指摘している。つまり、日本のフレーベルの幼児教育思想は、関信

三というフィルターを通して受容されたといえる。関は病弱であり、豊田が鹿児島で幼稚園開設

のために出張中であった明治 12(1879)年 H月 4日 に亡くなった (死亡年月日は墓石による)。

関は、幼児に適切な環境を与え、幼児の自発的な遊びを通 して教育が行われることにより、人

類の幸福に寄与するという幼稚園像を抱いていたが、これはアメリカの博愛主義による幼稚園運

動が目指 していた方向性と同じであり、幼児期の人間形成における重要性を認識 していたと考え

る。

(3)同国主席保拇 松野クララ

松野クララは、 ドイツ人の女性であり、ベル リンで生まれ育つた。旧姓はクララ・ジッテルマ

ン (Clara Zitelmann 1853年 8月 2日 生-1941年 )の である。明治 9(1876)年 8月 14日 、フ

ランスの郵船タナイス号で日本に来日したのは、クララが二十三歳の時であり、明治政府の官吏



であつた松野硼 と結婚するためであった。婚約者の松野硼は、明治 3(1870)年 に渡欧し、ベル

リン郊外にあったエーベルスワルデ森林アカデミーに入学した。松野硼は、明治 7(1874)年 に
ベル リンの St.」acobi教会で、クララとその姉のマ リーの立ち合いのもと洗礼を受け、キリス ト

教徒となった。硼はその翌年の明治 8(1875)年 8月 8日 に帰国している。クララはその約一年後

来日し、木戸孝允の紹介により、明治 9(1876)年 9月 26日 より翌年 1月 までの約束で、東京女

子師範学校の英語教師となる。

しかし、クララが英語だけでなく、フレーベルの幼稚園教育の方法を知つていることにより、

東京女子師範学校附属幼稚園の主席保拇として採用されることになった。クララがどこで保旭養

成の教育を受けたかは不明である。明治 9(1876)年 H月 6日 から、クララが英語で保育法を話

し、関信三が通訳する「幼稚園伝習」が始まった。クララは附属幼稚園開園の約一ヵ月後の 12月

17日 に、静養軒で松野欄と結婚披露宴をしている。そして、翌年 10月 12日 に、女児文を出産 し

た。クララは私生活においても結婚、妊娠、出産、子育てと附属幼稚園開設当初の時期に、多忙

な生活を送つていた。

附属幼稚園の開設を機に、その後いくつかの県が幼稚園に関心を持ち始めたが、その中でも大

阪府は特に熱心で、明治 H(1878)年 2月 に、府費による保拇見習生の氏原銀と木村末を派遣し

てきた。同年 3月 に、横り|1楳子も保拇見習生として選ばれ、附属幼稚園では各地の要請にこたえ

ての保拇養成事業が開始された。 しかし、クララにとっては、第二期生ともいえる保育見習生達

への伝習は、前述 したような多忙な事情により、休講が多かつたといわれている。

明治 12(1879)年、クララは宮内省式部寮雅楽課四名 (芝葛鎮 東儀季芳 奥好義 小篠秀一)

を教える最初の官雇いピアノ教師となった。伶人たちが附属幼稚園園児に「唱歌伝習」をしてい

たこともあり、同幼稚園にてクララがピアノ演奏の教授をした。伶人たちのビアノの授業は一ヵ

月の内十回 (一回の授業は一時間)で、月謝は二十円であつた。幼稚園の一台のピアノでは足ら

ず、練習用に三條賞美邸のピアノを使用 したといわれる
"。

クララは、明治 13(1880)年 2月 に幼稚園の主席保拇を辞職 し、3月 からは員外保拇となつた。

その翌月から、文部省体操伝習所でピアノ奏者として勤務 し、ピアノ技術の伝習に貢献 したと評

価されている。松野クララが残 した幼児教育関係の資料には「婦人のつとめ」(松野久良々演述「独

逸学協会婦人懇親会講演録」1888年 )と 、「小児養育実験之説」 (松野久良々述 「三條家文書」)

がある。

(4)同園保拇 近藤漬

近藤濱は、天保 10(1839)年 2月 に、松前藩江戸藩邸で生まれた。豊田より六歳年上である。

女子師範学校が開校され、寄宿舎の舎長として採用された時は、二十六歳であつた。

豊田と一緒に松野クララから最初の伝習を受けた二人の日本人保婿のうちの一人である。『保育

唱歌』の中には、豊田と共に近藤が作詞したものも多く、「山時鳥」 (明治 12年 9月 13日 )、
「山

家」(明治 12年 11月 )、
「四季」(明治 12年 12月 9日 )、

「花見ノ駒」(明治 13年 5月 20日 )等の

歌がある。明治 H(1878)年 3月 、保旭見習生制度による授業が開始されると、近藤は豊田と共

に、「手技製作」の講義を受け持つようになる。

近藤は、和歌、英学、洋算、漢籍を学んだ、当時としては教養の高い女性であつたといわれて



いる。明治 14(1881)年 10月 、近藤は附属幼稚園を退職したが、明治 16(1883)年 に松平忠恕

たち五名で共立幼稚園を設立し、生涯幼稚園教育および保拇養成に貢献した。

第 2節 最初の 日本人保拇 豊 田芙雄

1 豊田芙雄の生い立ちと幼稚園保拇になるまで

豊田芙雄は、弘化 2(1845)年 10月 21日 、水戸藩士の父桑原幾太郎と、母雪子の五女 (桑原冬)

として生まれた (図 1「豊田英雄関係略系譜」参照)。 芙雄は十人歳の時、後に彰考館総裁心得と

なる豊田小太郎と結婚する。芙雄の夫小太郎は、水戸藩の儒学者であつた父豊田天功と共に、「大

日本史」の編纂や蘭学修行を藩から命 じられた。小太郎は水戸藩の勤皇精神と進歩主義的な考え

を併せ持つていた。結婚の四年後に、夫小太郎が京都で暗殺されたため、夫の弟の遺児伴 (当 時

五歳)を嗣子として豊田家を守 り、私塾を開き女子教育の道を志す。未亡人となったのは、冬が

二十二歳の時のことであり、その時に芙雄という名前に改称したと言われる。芙雄は夫小太郎の

遺志を継いで、和漢洋学を修めて女子のための家塾を開いた。

その後、豊田芙雄は発桜女学校の教員として教鞭をとっていたが、明治 8(1875)年 11月 20

日、茨城県より辞職が承認されるとすぐに上京 した。同年 11月 25日 、東京女子師範学校出校の

通知を受けとり、翌々日に教員試験を受けて、28日 に東京女子師範学校の読書教員 として任命さ

れた。東京女子師範学校では、漢学・歴史 。地理を担当する。約一年後の明治 9(1876)年 10月

12日 に、本校訓導のまま、附属幼稚園保拇の辞令を受ける。松野クララが主席保拇として着任す

る一ヶ月間は、訓導としての仕事をしつつ『幼稚園』や『幼稚園記』等の文献を手がかりに、幼

稚園教育の勉強をした。同年 H月 6日 から松野クララの講義をうけ、同年 11月 16日 幼稚園が開

業された。



図 1

豊田芙雄関係略系譜

「第一章 豊田芙雄の

生い立ちと結婚と

学問修行」前村晃

前掲『豊田芙雄と

草創期の幼稚園教育』

(P.4)よ り抜粋

明治 H(1878)年 3月 からは、三名の保拇見習生を受け入れたため、豊田たち日本人保拇が保

拇養成においても、この時期から指導的立場になる。豊田は松野クララが担当した「保育法」と

同じ科 日である「幼稚園記並に保育法」の授業を氏原たちに教授することになった。豊田芙雄は

松野クララから伝習された内容を確実に教授 しようと、何度も松野の伝習の受講ノー トを清書し

たと考える。

明治 12(1879)年 2月 に、鹿児島からの要請を受け鹿児島女子師範学校附属幼稚園開設のため、

約一年四ヵ月の期間出張する。豊田は藤田東湖の姪であり、学問好きの少女であったといわれる

が、自分が保拇養成の時期に学んだ内容を丁寧に書き残 している。特に、松野の伝習は翻訳文で

あったため、繰 り返し推敲した跡も「代紳録」には残されている (表 1「豊田芙雄の残した著述

物」参照)。

2 女子教育へ の志

明治 13(1880)年 6月 、豊田は鹿児島での幼稚園開設と保婦養成の仕事を終えて、帰京 した。
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豊田が鹿児島を離れる日には、幼稚園関係者や園児、保護者等多くの人々が見送りに来たという。

帰京後の明治 18(1885)年 3月 、豊田は幼稚園保育法と家庭科教員免許状を取得し、9月 に東京

女子師範学校助教諭の辞令を受けた。翌年の明治 19(1886)年まで、豊田は東京女子師範学校及

び附属幼稚園の職務を続けた。同時期に、東京女子師範学校の旧職員と共に、女子職業学校 (現・

共立女子学園)の発起人となり、嘱託として舎監を任された。豊田にとつて、女性の自立のため

に職業学校を開設することは、本格的な女子教育への志の現われであつたといえる。

明治 20(1887)年から3年間、旧水戸藩主徳川篤敬がイタリア公使として渡欧するにあたり、

豊田は総子夫人のお相手役として随行することになつた。帰国後の豊田の教育活動の概略を、次

に記すことにする。明治 27(1894)年 4月 に、小学高等科卒業程度の学力を持つ女子を対象とし

て、家事整理等実用のための高等の学科を修めるという目的で、寄宿舎方式の私塾翠芳学舎を開

いた。翠芳学舎が軌道に乗つた頃、文部大臣西園寺公望から宇都官女学校の再建を依頼された。

同時に栃木県尋常師範学校教諭も兼任し、宇都官で約六年間を過ごした。明治 34(1901)年豊田

五十七歳の時に茨城県立水戸高等女学校教諭として赴任し、同年に『女子家庭劃』 (上下)を出版

している。この書には、女性にとって必要な教養の修め方、育児の方法、夫や家族に対する態度、

看護や育児の方法等家庭の管理全般に渡る女子のための修養論が書かれている。前述したように、

この書には幼児教育に関する記述があり、大人の言葉や行動が幼児に与える影響の大きさについ

て述べられている。

豊田芙雄は、七十人歳まで水戸高等女学校講師の職にあつた。昭和 16(1941)年、九十七歳の

時に水戸の自宅でその生涯を開じた。

表1 豊田芙雄の残した著述物

著述物の作成年 著述物の名称 著述物の性格 作成場所

明治 9年 11月 4日 一明

治 10年 3月 17日

「幼稚園日録」 61日 分の松野クララの伝習の記

録 (日 記)

東京女子師範学

校附属幼稚園

明治 9年 11月 4日一明

治 10年 3月 17日

「幼稚 園聞書

稿」

松野クララが英語で口授 した幼稚

園教育の素原稿であり、伝習の一

部のみ現存する。

推定 明治 12年 「代紳録 一の

浄写

幼稚園教育理論

松野クララロ授

聞書」

「幼稚園聞書稿」を浄写し、豊田

の保育に関する考察も記されてい

る。

同上

明治 10年 3月 8日一明

治 11年 3月 1日

「代紳録 全」 松野クララからの伝習聞き書きノ

ー ト

明治 12年 1月 22日 「代紳録 二」 松野クララからの伝習聞き書きノ

ー ト

推定 明治 10年代後

半

「恩物大意」 明治9年から10年にかけて書かれ

た「恩物法原書 」を基に書かれた。
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明治 12年 11月 25日 「代紳録 三」 講義ノー ト

※内容が未確定のため本稿では取

り上げない。

鹿児島女子師範

学校附属幼稚園

明治 13年 5月 18日 「代紳」 鹿児島を離任する前に書き置きし

た保育の備忘録

イタリア視察から帰

国後 (推定 明治 20年

代後半)

「保育の栞」 幼児教育理論 東京女子高等師

範学校

明治 34年 3月 10日 『 女子家庭訓

上下』

女子の修養論 (教養の修め方、育

児の方法、家族に対する対応、看

護の基本等)

水 戸

第 3節 松 野 ク ラ ラ の保 育 方 法 の伝 習 形 態 と内 容

1 伝習形態

最初に、ここで使用する「伝習」について定義しておきたい。『 日本国語大辞典』 (小学館)に

よると、「伝習という意味は、学問や技術を師から教えられて習うこと。また、習つたことを受け

伝え、さらに他人に教え学ばせること」と記されている。つまり、伝習には保育理論や実践方法

を習い、それを他の見習生に伝えるという二つの目的があり、教授とは異なる指導形態を含む言

葉として使用されている。それは、実際の幼児の反応から指導法を見つけて学ぶという幼児教育

の独自性によるものであり、保拇が幼児と関わる姿をみて、保育方法を学びとる要素を含む。

フレーベルは、恩物の使用法や保育の実践的知識を養成学校の生徒に口伝方式で教授したため、

「生徒たちのノー トや覚書・フレーベルとの書簡の中に実践的な手引きが記され、日伝方式はル

イゼ夫人やミッデンドルフによってフレーベルの死後も養成学校で続けられていた」1の。松野の

伝習においてもこの方法がとられたと考える。

松野による最初の講義は、東京女子師範学校附属幼稚園の開園十日前の明治 9(1876)年 H月

6日 である。その後は附属幼稚園での保育を行いながら、実践とほぼ同時進行で実施された。豊

田が残した幼稚園日誌 「幼稚園日録」には「伝習の行われた場所、その日の天候と温度、来訪者

の名前、伝習を受けた者の名前」11)な ど事務的な記述のみで、保育内容そのものは一切記されて

いないことや、伝習を受けたのは豊田芙雄、近藤濱、山田、大塚の四人の名前が記録されている。

来訪者には、摂理中村正直、大政大臣三條賞美等の氏名が記されている。上記の記録は、いわゆ

る業務 日誌的な内容であり、松野クララに関しても、「先生来ル」「クララ氏昇園」「偉習アリ」と、

何種類かの記載があり、松野が概 して二つの役割を果たしていたことが窺える。一つは、主席保

旭 としての保育の監督 。指導の役割であり、もう一つは保拇養成の講師としての役割である。松

野の伝習が開始 した十日後、保育実践も併行するとい う状況で実施された伝習のスタイルは、次



の二つに分けることができる。

①幼稚園の保育中に保拇が幼児に関わりつつ、松野から助言を受けて学ぶ参加学習スタイル.

②松野が英語で保育法を話し、関信三が通訳する講義スタイル。

①は幼稚園の保育時間中、松野自身が恩物を使つて日本人保拇たちに、子どもと関わる松野の

姿を見せたり、ピアノをひいて遊戯の指導の援助をしたり、一緒に遊戯の輪に入つて遊んだりす

る実地保育の指導スタイルである。松野が幼児と一緒に唱歌遊戯にカロわり指導する際に、中村正

直の娘たかや、勝海舟の娘目賀田夫人が英語の通訳をした 121。 武本十耕需筆「幼稚鳩巣戯劇之図 (複

製)は 「家鳩」の遊戯図である。上の洋装の外国婦人が松野クララ、右婦人が近藤濱、下方婦人

が豊田芙雄といわれるが、ピアノを使用せず、唱歌だけで遊戯をしている。

団 え 晨 象 幕 鳩 推 勁

武村耕露筆

「幼稚鳩巣戯劇之図 (複製)

前掲『豊田芙雄と

草創期の幼稚園教育』(表紙)

より抜粋

②の講義は、明治 9(1876)年 11月 から明治 10(1877)年 3月 17日 までの四ヶ月十 日間に渡

り、六十一回実施された。この講義数の内訳は、11月 は十七回、12月 は十四回、 1月 は十二回、

2月 は十四回、 3月 は四回である。 したがって、松野クララの教授方法は、日本人保拇と共に保

育をする中での指導や、保育時間以外で保育方法を口授する等様々であつた。松野が日本人保拇

にピアノの演奏法を教えたとい う記録はないが、豊田はピアノの鍵盤や音階等を筆記し、「旅人」

や 「民草」等の数種類の唱歌を記 したノー トと共に保管 していた。これは松野がピアノを保育に

使用 していた姿をみて、豊田が保育におけるピアノ演奏を学習する必要を認識 し、主体的に学習

していたためと考えられる。

９

“



豊田のビアノの学習に関する資料 (高橋清賀子氏所蔵)

2 伝習 された保育内容 と方法

(1)保育内容

松野が教授 した内容を分類すると、次の通りである。①子どもへの関わり方、②子どもの遊び

に対する考え方と援助、③遊戯の指導 (「家鳩」の遊戯の例)、 ④戸外での遊び (土遊びの例)、 ⑤

唱歌の指導法、⑥お話 (小型の舟の図の例)、 ⑦恩物の指導法 (恩物の指導例)。

松野が「フレーベル曰く」という言葉で始めた伝習の内容は、テキス ト的なものを拠り所とし

て話していると考える。前述の講義内容の順番に伝習が進められたので、開園前には、フレーベ

ルの幼稚園教育学の主な理論と、第一恩物から第四恩物までは実際例を交えての内容が教授され

たと考える。松野は遊戯や運動遊びを重視 したので、第一恩物を使用してボール遊びの方法を教

えている。13)

(2)保育方法

松野が恩物の指導の際に、第一恩物から実演をまじえ恩物の教授をしたことは、方法を伝達す

るのに効果的であった。特に、第下恩物の指導法の事例に見られるように、「幼稚園」上巻には書

かれていない運動遊びの指導方法等の多様な遊び方を教授 した。

また、「物体教科」(恩物)と 「事業教科」(作業具)についての解説や、第二恩物の教授におい

て、「営生式、修学式、摘美式」の身近な例をひきつつ説明をカロえてその実際を見せたことは、豊

13



田たち日本人保拇が、理論と実践を統合した方法を獲得することに寄与したといえる。結果とし

て、お話や歌で子どもの想像力を豊かにしながら、恩物で様々な形をつくり表現を楽しむ方法を

伝習した。松野の伝習が開始される以前に出版された幼稚園教育書は、『幼稚園』上巻 (桑田親五)

と『幼稚園記』(関信三)の二冊であった。豊田たちは恩物の使用法が絵入りで記されている『幼

稚園』で独習したり、幼稚園教育の目的等の概要については、『幼稚園記』を読んで学習できたが、

具体的な指導法を理解するには不十分であつたと考える。松野の伝習は、豊田たちがフレーベル

の幼稚園教育学の理論と方法を結び付け、保育の実践力を養うことができた点において効果的で

あった。

第 4節 豊 田芙雄筆記 「代紳録」

「代紳録」の言葉の由来については、前出の『 日本国語大辞典』等の辞書では見出すことがで

きない。この「代紳録」という名称について、前村
14)は北海道大学に「代紳録」という古文書が

あり、資料の中に「備忘録」の文言があることを指摘 している。また、「代紳録」に類似 した言葉

に「書紳」があり、「紳 (太帯)に書きつけること」とい う意味であると記している。この「代紳

録」は、豊田が松野から講義を受けたノー トを、豊田が付記した 「浄写」という言葉が示すよう

に、清書を重ね自分の実践事例や考察を忘れないように書きつけた 「備忘録」であり、メモ的な

性格をもつ講義ノー トであつた。この点が、「恩物大意」や 「保育の栞」とは違 う「代紳録」の特

徴であり、明治初期における実践および実際の保育内容を窺い知ることができる第一級の資料で

あると考える理由である。

「代紳録」の資料の性格を簡潔にまとめるならば、その名称が示すように、先生 (=紳)松 野

クララに代わつて、豊田芙雄が保育方法の講義をするために清書し作成 したノー トであつた。特

に、鹿児島に出張する直前に清書された 「代紳録 一の浄写」は、松野クララの幼稚園教育理論

が多く記載されているとい う特徴がある。ここでは、この代紳録を松野が講義をした順番に解説

を加える。

1 三冊の 「代紳録」の内容 の構成

豊田芙雄が筆記 した松野クララの伝習に関する最初の記録は 「幼稚園伝習聞書稿」である。

この資料は、英語の通訳を日本語としての文章に何度も修正した筆跡が残されている。また、

残つている資料は部分的なもので、完全な形では残つていない。「代紳録」は、この記録を基に、

豊田が推敲し作成 した松野クララの伝習内容の記録である。

豊田筆記の 「代紳録 一の浄写」、「代紳録 二」、「代紳録 全」の名称は、豊田が各ノー トに

記載 したタイ トルである。この三冊は下記のような内容の構成になっている。尚、この三冊の「代

紳録」のページ番号は、筆者が別冊資料につけたページ番号である。
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(1)「代紳録 一の浄写 幼稚園教育理論 松野クララロ授聞書」

―明治 12(1879)年 作成 (推定)一
作成 日は記されていないが、「代紳録 一の浄写」というタイ トルから、明治 9(1876)年 11

月 6日 より実施された最初の松野の伝習と考えられる。縦 12.5cm横 17cmの 和紙のこより綴 じで

五十一枚にわたっていて、毛筆を使用し文語調で書かれている。

松野が話した講義の前半部は、二十一則に渡る。この 「則」とは項目を表す。一則の長さは書

かれている文章の長さによって様々である。また、豊田は「代紳録」の中で、「則」だけでなく「条」

を項目に使用している箇所もある。項目番号等に修正が加えられる等未整理になつていて順序が

混乱 している箇所もあつたので、原文を尊重し筆者が番号を整理した。

記録内容をみると、子ども観および子どもへの関わり方、子どもの遊びと援助の方法、幼稚園

教育の役割と恩物の教育的意義が記されている。これはフレーベルの幼稚園教育理論だけでなく、

松野自身の育児に対する考え方も含まれている。

豊田が松野の幼稚園教育理論に付記した感想部分は、明確に「実際に就て之れを証すべし」(六

則 図 2)と 「英雄経験に因つて之れを証す」(十二則 図 3)と 記され、二箇所のメモ風の記述

がみられる。豊田は、実践を通して、松野が教授 したとおり幼児の五感は遊びによつて発達する

ことを確信 した。第六則では 「家鳩」の遊戯を例に挙げて、幼児が 「家鳩」の歌を歌つたり動作

で表現 したりすることで、鳩のイメージを持ったことを確認 したと記している。十三則には、恩

物の基本的な並べ方を教えると、その後幼児が自分で試 したり考えたりしながら面白い形を創 り

だすようになることが、遊びの教育的意義であることを自分の経験から実証できたと記している。

図 2「代紳録 一の浄写 六則」
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図 3

「代紳録 一の浄

十三則」

つまり、これは豊田が保育実践の経験によって確信を得たとの意味で記されている。前述 した

恩物の教育的意義に続いて第一恩物が教授されていることから、この書は松野クララの最初の講

義内容と確定できる。

後半部の内容は、第一恩物から第二恩物までの使用法等について記されているが、フレーベル

の幼児教育の理論をまじえて、恩物の使用法の実践例が記されている。この中で松野は「フレー

ベル氏の定むる所の法則に於いて、二十の恩物を要す」10と 、フレーベルが定めた法則において、

二十恩物は幼稚園の教育に必要であると述べている。松野がどこで二十恩物を知つたかは不明で

あるが、伝習の初期 (明治 9年)にすでに二十恩物の重要性を伝えたことは明らかである。

(2)「代紳録 全」 ―明治 11(1878)年 3月 1日 作成 一

この書は、豊田芙雄が明治 H年 3月 1日 から明治 12年 1月 14日 まで、見習生に「幼稚園記」

及び保育法を講義する予定で、作成したものである。「一の浄写」と同じく和紙五十六枚のこより

綴 じの資料であり、毛筆を使用し文語調で書かれている。

「代紳録 全」の構成とその概要について述べると、下記の通 りである。幼稚園の創始者フレー

ベルの略歴や幼稚園教育の目的、保拇の資質や恩物の使用法について記されている。幼児の教育

施設である幼稚園は、「ゲルマン国のフレーベル氏」が考案し、その目的は、幼児の様々な能力を

伸ばすことであると記 している。 3月 1日 の記録は、講義記録に加えて豊田自身の幼児教育観に

ついての記述もみられる。それは、幼児の教育は農作物を育てる方法と同じであるという独自の

表現を用いたものである。豊田はフレーベルのことを「樹木学者」と記 し、幼児を育てることは

植物の育て方と共通点があると述べている。また、簡単なフレーベル伝も記載されている。

恩物の使用法は、第一恩物から第七恩物までが記録されている。この書には、「代紳録 一の浄
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写」と同じ内容が重複 して記録されている。重複している内容は、第一恩物 (六色球)、 第二恩物、

反対一致結合の理、第二恩物 (置方)、 物体教科・事業教科の箇所である (「代紳録 全」pp.39-40 )。

新しく加わった恩物の教授は、第四恩物から第七恩物である。ここでは第五恩物が甲乙に分かれ

ていて、一つは「当園に今之を欠く」けれども、「等しく固形体」つまり同じ積木であるという記

載から、第五恩物と第五恩物 Bの ゴルダマー積木と推定される(「代紳録 全」p.50図 4)。

図 4「代紳録 全 」 p.50

(3)『代紳録 二」―明治 12(1879)年 1月 22日作成一

この書は、豊田芙雄が明治 12(1879)年 1月 21日 から同年 2月 4日 までの講義に使用するた

めに作成 したものである。前述の「代紳録」と同様縦 12.5cm横 17cmの 和紙のこより綴 じで二十

九枚にわたり、毛筆を使用し文語調で書かれている。

第七恩物から第十一恩物までの解説が記されていることから、松野クララの後半部の講義内容

であることがわかる。松野は、第七恩物を並べて形を作る「置形」は、多種類の構成方法がある

が、最初に正方形の恩物から幼児に与えるように解説している (「代紳録 二」p.2 図 5)。 次

に、第人恩物は三角形の板を置くとい う教授から始まり、第十恩物までの教授法が記されている。

粘土模型法や濡れ糸についても教授 している。
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図 5「代紳録 二」 p.2

第 5節 附属幼稚園の保育内容にみるフレーベルの幼児教育

この章の第 1、 2節では、東京女子師範学校附属幼稚園開設に関わつた主な教員や保拇の役割

について述べ、最初の日本人保旭豊田芙雄の誕生について論述する。また、附属幼稚園開設当初

は、幼稚園教育の枠組みは決まつていたが、実質的な幼稚園の内容や方法は未定であつた状態か

らスター トした。そのような状況の中で、松野クララは恩物の使用法や実践的知識を保拇に伝習

した。第 3、 4節では、松野クララの伝習内容から、草創期のフレーベルの幼稚園教育学の受容

について考察を進める。

本節では、草創期の幼稚園におけるフレーベルの幼稚園教育学の受容の実態を解明するために、

松野の伝習との関連について着日し、附属幼稚園の二つの幼稚園規則 (明治 9年 11月 制定と明治

10年 7月 に制定された規則)の比較検討を試みる。

従来の研究では、明治 10(1877)年 6月 27日 に改正された 「東京女子師範学校附属幼稚園規

則」 (以下、正式制定規則と記載する)が取 り上げられることが多いが、実際には附属幼稚園開園

の明治 9年 11月 の段階で、仮定と付記されているが規則 (以下、仮定規則 と記載する)が作成され

18



ていた。この仮定規則に着目した研究は、『 日本幼稚園成立史の研究』と『豊田芙雄と草創期の幼

稚園教育』があり、草創期の幼稚園の状況が報告されている。それによると、附属幼稚園開園当

日 (明治 9年 11月 16日 )、 東京府は文部省に対して、東京府でも幼稚園の設置を検討していたの

で、参考のために附属幼稚園規則の照会を行つた。「東京府では天馬町の獄舎跡に幼稚園を設置し

たいという構想まで持っていたようであるが、府の要請に対 し、文部省学務課は、府側の要望を

了解するが、まだ幼稚園は試行の状態であって規則等も不完全であるので、それを承知の上で仮

定の規則及び時間割表を受け取って欲 しい」
16)旨の説明をつけて、H月 28日 付で東京府に送付

した。この仮定規貝Jは、「第一章 幼稚園ノ趣旨」「第二章 通則」第一条から第五条までの 「幼

稚園規則」と、第一条から第二条までの 「保育規則」、「保育時間表」で構成されている。

この仮定規則について前村は、発足当時の附属幼稚園において、中村正直、関信三、松野クラ

ラ、豊田芙雄、近藤濱たちがどのような保育を目指し、実践したかを知ることができる貴重な資

料であると指摘 している。本章では、発足時の附属幼稚園においてフレーベルの幼稚園教育学の

受容の実態について、松野の伝習との関係の点から検証してみたい。

1 附属幼稚 園規則 にみ る保育内容 (明 治 9(1876)年 11月 制定 )

(1)幼稚園の規則

「第一章 幼稚園の趣旨」として、幼稚園は学齢未満の幼児の「天賦の知覚」を発達させ、「固

有の良心」を啓発 し、自由に運動することができる「強固健全」な身体にすること、母親が幼児

を教育する上で困難を感 じている点を援助 し、「不良の習慣」に染まることがないようにすること

の三つの目的があると記している。

入園の対象年齢は、原則として満三歳以上満六歳以下の幼児となっているが、満二歳以上や満

六歳以上を一、二年過ぎた幼児も入園対象 とするという緩やかなものであつた。

入園後、幼児が慣れるまでは付添人が必要であることや、在園時間は一日六時間と記されてい

るが、保育時間表をみると実際の保育時間は、九時から十二時までの三時間と、午前中で終了す

るように短縮されていた (表 2参照)。

表 2 明治 9年 H月 仮定    東京女子師範学校

時 間 月 同 火 同 水 同 木 同 金 同 土

九 時 ヨ リ

九時半迄

揃 ヒ 同 揃 ヒ 同 揃 ヒ 同 揃 ヒ 同 揃 ヒ 同 揃 ヒ

九 時 半 ヨ リ

十時迄

数へ方 同 話 シ 同 唱 歌 同 画解キ 同 詩ノ誦 同 修 身 ノ

話シ

十時 ヨリ十

一時迄

建 方 同 画 同 箸細工 同 紙織 同 紙畳 ミ 同 針画

繍モ ノ

十一時 ヨリ

十二時迄

遊戯

運動

同 遊戯

運動

同 遊戯

運動

同 遊戯

運動

同 遊戯

運動

同 遊戯

運動

十二時 ヨリ

ー時迄

保拇受業 同 保 拇 受

業

同 保拇受業 同 保 拇 受

業

同 保 拇 受

業

同 保 拇 受

業
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表3 東京女子師範学校附属幼稚園の二つの規則にみる保育内容の比較 (一部抜粋)

比較する項目 附属幼稚園規員1

明治 9(1876)年 H月

附属幼稚園規則

明治 10(1877)年 7月

幼稚園開設ノ主旨 第一章 本園ハ学齢未満ノ小児ヲシ

テ天賦ノ知覚ヲ発達シ固有ノ良心フ

啓発セシムル ト、身体ヲ自由二運動

シ強固健全ナラシムル ト、慈母教保

ノ及 ヒ難キ所ヲ補綴シ、不良ノ習慣

二浸染セシメザル ト、此三要旨フロ

的 トス。

第一条 幼稚園開設ノ主旨ハ学齢未満ノ

小児ヲシテ、天賦ノ知覚ヲ開達シ、固有ノ

心思フ啓発シ、身体ノ健全ヲ滋補シ、交際

ノ情誼フ暁知シ、善良ノ言行ヲ慣熟セシム

ルニ在 り。

保育規則

クラス編成

保育規則 第一条 入園ノ小児ヲ分

テ三組 トシ、日第一年生、日第二年

生、日第二年生 卜区別ス。

第九条 入園ノ小児ハ年齢二由リコレフ

分ツテ三組 トス。

但シ満五年以上ヲーノ組 トシ、満四年以

上フニノ組 トシ、満三年以上ヲ三ノ組 ト

ス。

保育時間 保育規則 第二条 在園時限ハー日

几六時間 トス。

但、六時間内 卜雖モ、当分都合ニヨ

リ帰宅スルモ妨ケナシ。

第十条 小児保育ノ時間ハ毎日四時 トス。

但シ当分ノ内保育時間内卜雖モ、小児ノ

都合二由り退園スルモ妨ケナシトス。

保育 日 第十一条 小児在園ノ時間ハ、六月一日ヨ

リ九月十五日マテ、午前第八時ヨリ正午十

二時二至り、九月十六日ヨリニ月二十一日

マデ、午前第九時ヨリ午後第二時二至ル。

保育内容 遊戯

運動

談話

唱歌

開誘

五彩球ノ遊ビ 三形物ノ理解 形体ノ

積 ミ方 形体ノ置キ方 木箸ノ置キ方

環ノ置キ方 剪紙 剪紙貼付

針画 縫画 石盤図画 織紙 畳紙 木

箸細工 粘土細工

木片ノ組ミ方 紙片ノ組ミ方

貝ノ遊ビ 鎖ノ連接 計数 博物理解

説話 唱歌 体操 遊戯

(2)保育内容

保育内容は、「遊戯 運動 談話 唱歌 開誘」(第二条)であり、「開誘」は、恩物を使用する

内容であった。月曜日の例をあげると、朝九時から九時三十分までは「揃ヒ」といういわゆる集

会活動で開始され、九時三十分から十時までは「数へ方」、十時から十一時まで「建方」、十一時



から十二時までの「遊戯 運動」で終了するとい う内容であつた。園児が帰つた後は、十二時か

ら十三時まで「保拇受業」となっていて、松野クララによる伝習が実施されたと考えられる。日々

の保育内容は、月曜日に「数へ方」(数の計算 )、
「建方」(積木 (恩物)の構成遊び)、 火曜日に「話

シ」 (談話)、 「画」 (絵をかく)、 水曜 日に「唱歌」 (歌 を歌 う)、 「箸細工」 (箸の構成遊び)、 本曜

日に「画解キ」(談話 )、
「紙織」(折紙 )、 金曜日に「詩ノ誦」(詩の暗誦)、

「紙畳ミ」、土曜日に「修

身ノ話シ」、「針画」、「繍モノ」と計画されていた (表 4参照).

保育時間表をみると、フレーベルの著書に記されている第一～第六恩物を使用する時間が週に

一回しか計画されていないことから、この仮定規貝Jは、二十恩物を目指しつつも充分揃えること

ができない状況下で計画されたと考える。

松野の伝習内容と比較すると、保育規則第二条に記された保育内容は、松野が伝習した内容と

共通している。 しかし、保育時間表には、「建方」以外は、松野が教授 した内容が入つていない。

これをみると、仮定規則はフレーベルの著書に依拠して保育内容を作成したため、松野の伝習は

反映されなかったと考える。

次に、この保育内容に『 幼稚園創立法』に記載されていた二十恩物がどの程度使用されている

かとい う視点でみると、「建方」→第二恩物～第六恩物、「画」→第十図画法恩物、「箸細工」→第

人置箸法恩物、「紙織」→第十四織紙法恩物、「紙畳ミ」→第十人摺紙法恩物、「針画」→第十一刺

紙法恩物と考えられる。

恩物の中でも、第一および第二恩物は、この規則には取 り上げられていない。フレーベルの著

書によればこれらの恩物は乳児向けであって、三歳以上の幼児を対象とする幼稚園には適当でな

いため、導入 しなかったのは当然のことであろう。「数へ方」、「詩ノ誦」、「修身ノ話シ」等は小学

校に準じた内容であり、詳細な内容は不明だが、幼稚園教育に対する理解がまだ不十分であつた

ととらえられる。

表 4 二つの保育時間表にみる保育子目の比較

※東京女子師範学校附属幼稚園規則 (明治9年 H月 と明治 10年 7月 制定)の保育時間表より抜粋

保育子 目 附属幼稚園規則

(明治 9年 H月 )

附属幼稚園規則 第一ノ組 小児満五年以上満六年以下

(明治 10年 7月 )

恩物に関

す る子 目

(作業 も

含む)

建方

画

箸細工

紙織

紙畳ミ

針画

繍モノ

形体積 ミ方 (第五箱、第六箱)及 ヒ小話

形体置キ方 (第七箱ヨリ第十一箱二至ル)

木箸細工 (木箸ヲ折リテ四分ノー以下分数ノ理フ知ラシメ或

ハ文字及ヒ数字フ作ル)

木箸細工 (豆ヲ用ヒテ六面形及ヒ日用器物等ノ形体ヲ模造ス)

環置キ方

剪紙及ヒ同貼付

針画 縫画  織紙 畳紙

木片組ミ方及ヒ粘土細工

図画及ヒ紙片組ミ方
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恩物以外

に関す る

子 目

揃ヒ

数へ方

詩ノ誦

話シ 修身ノ話シ

唱歌

画解キ

遊戯・運動

室内会集

計数 (一 ヨリ百二至ル )

博物修身等ノ話

唱歌

遊戯

歴史上ノ話

2 附属幼稚園規則 にみ る保育内容 (明治 10(1877)年 7月 制定 )

(1)幼稚園の規則

明治 10(1877)年 7月 に正式に制定された幼稚園規則は整備が進み、第一条に掲げられた幼稚

園の教育目的は、文言の修正が入り、「天賦ノ知覚ヲ開達シ、固有の心思ヲ啓発シ、身体ノ健全ヲ

慈補シ、交際ノ情誼ヲ暁知シ、善良ノ言行ヲ慣熟セシムルニ在り」の五つが併記された。最初の

二つは仮定規則と同じ内容であって、知・徳・体の調和的発達を図るという点は変更ないが、「発

達」という近代的な用語が「開達」に、「良心」が「′心思」に変更されたのは、幼稚園普及のため

により理解されやすい表記に変更されたと推察する。

仮定規則に加えられた幼稚園の二つの趣旨は、友達との関わり方を知り、その中で人間らしい

情愛を育むことや、良い言動をとることが習慣となるようにするという、積極的な意味あいのあ

る表現に変更された。

入園の対象年齢や、保育料、保育料免除規定も、仮定規則と比較して変更がない。保育時間が

四時間に短縮されたのは、当時の附属幼稚園の不慣れな保婦や幼児の実態に応 じた変更であつた

と考える。保育時間は、時間表によると九時に開始され、午後一時二十分までとなっていて幼児

の実態に即した設定となり、幼稚園教育の理解が進んだことが窺える。

幼児が保拇に慣れない時以外は、付添い人は必要ないと記されていることや、定員が百五十人

と記されたことから、適正規模も明確になり保育が軌道にのってきたといえる。

(2)保育内容

保育科目は、仮定規則には記載されていなかったが、正式な制定規貝Jには記載されている。下

記に示したように、関信三が、松野の講義の時に使用し、また『幼稚園記』においても使用した

訳語の「営生式」「摘美式」「修学式」が、「物品科」「美麗科」「知識科」に変更されている。しか

し、その内容には変更はなく、「物品科」は日用品や身の回りのものの性質や形状を知る、「美麗

科」は美しいと感じる彩色等を知る、「知識科」は恩物を使用して立方体の構造について知る等の

保育の目的を表している (表 5参照)。

表 5 保育科 目 (明治 10(1877)年 7月 の幼稚園規則より抜粋)

第一 物品科 日用ノ器物即チ椅子机或ハ花、蝶、牛、馬等ノ名ロヲ示メス。

第二 美麗科 美麗 トシテ好愛スル物、即チ彩色等ヲ示メス。

第二 知識科 観玩二由テ知識ヲ開ク、則チ立方体ハ幾個ノ端線、平面幾個ノ角ヨリ成り、

其形ハ如何ナル等ヲ示メス。
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また、この三科目はフレーベルの恩物による表現の三形式を踏まえたものであつて、二十五の

子目が含まれる構成となつている。仮定規貝Jになかった保育子目をあげると、「五彩球ノ遊ビ、三

形物ノ理解、貝ノ遊ビ、鎖ノ連接、環ノ置キ方、粘土細工、本片ノ組ミ方、紙片ノ組ミ方」であ

る。これをみると、約一年間で日本の伝統的な遊びである鎖の連接 (輪つなぎ)な ども取り入れ

られて、保育内容が多様化し三歳から五歳の幼児にあつた保育内容に改善されたといえる。「五彩

球ノ遊ビ」と「三形物ノ理解」を取り入れたのは、フレーベルの第一、第二恩物を受容し変容し

た例である。

仮定規則との比較のために、「第一の組」 (五～六歳児)の月曜日の保育時間を例にあげると、

下記の通りである。

室内会集 (三十分)一博物修身等ノ話 (三十分)一形体置キ方 (第七箱ヨリ第九箱二至ル)(四

十五分)一図画及ヒ紙片組ミ方 (四十五分)一遊戯 (一時三十分)

この保育時間表には、「第十一箱」と記載されているが、第十一恩物と考えることができる。こ

れをみると恩物がかなり購入されてはいるが、「恩物」という言葉がこの時期にはまだ使用されて

いなかつたことがわかる。

3 二つの附属幼稚園規則の比較にみ る松野クララの伝習の影響

松野は幼稚園教育の目的について、幼児が二、三歳の頃から幼稚園で保育を受けることは「社

会の悪習」の防止になると教授 したが、仮定規貝Jの 「幼稚園開設ノ主旨」にあるように「不良の

習慣に浸染せしめざる」、つまり悪い習慣から幼児を守るという点で、共通点を見いだすことがで

きる。松野は、前述の文章に続いて「之れに加えて凡そ人類の最も好み、且つ最も関係ある社会

の交際の階梯群衆遊戯中より自ら呼起し」と、幼児が身近な社会において年齢に応じた集団での

遊びによつて、自分自身を発揮するように保育することを保拇たちに伝習した (図 6「代紳録 一

の浄写」p.23-24)。

図6「代紳録 一の浄写」
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正式制定規則の幼稚園教育の目的をみると、仮定規則が幼児を「不良の習慣」から守るという

消極的表現であつたが、正式制定規員Jでは「交際の情誼を暁知し」という表現に変更された。こ

れはフレーベルの幼稚園教育理論の遊びの教育意義が受容された一端を示すものであり、松野の

伝習や保育実践による影響が背景にあったと考える。

仮定規則の保育内容をみると、フレーベルの幼児教育の中心的な活動である遊戯、お話、歌、

恩物が取り入れられ、「遊戯 運動 談話 唱歌 開誘」とい う内容で計画されていた。保育時間

表をみると、恩物は「建方」の遊び方のみであり、他は紙や木の棒、糸などを使つた「作業」が

記載されている。仮定規則の「数へ方」、「詩ノ誦」、「修身ノ話シ」等小学校的な内容は、正式に

制定された規則 (明 治 10年)では、「詩ノ誦」は削除され、「数へ方」は「計数」 (一 ヨリ百二至

ル)へ、「修身ノ話シ」は「説話」 (博物修身等ノ話)へ と変更された。保育内容が、具体的に示

された点は、保育内容に対する理解が進んだことに伴い、保育環境が整えられた様子が窺われる。

しかし、計数の例に見られるように、百まで数えられることが五歳児にとつて適切な保育内容で

あるか等の問題が残つており、小学校的な教育の色彩は、正式制定の規則にも継承されたといえ

る。

最初の規則にはなかった五彩球 (第一恩物)と 二形物ノ理解 (第二恩物)が取 り入れられ、正式

制定規則ではフレーベルの考案した最初の内容とは異なって、六つの球から「五彩球の遊び」ヘ

と球の数が減少 した。このように内容の変更を伴い、五彩球として第一恩物が導入された理由を、

松野クララの伝習内容と比較して考察 してみたい。附属幼稚園開園の十日前から開始された松野

の保育方法の伝習では、第一恩物や第二恩物は乳児向けの恩物であると説明しつつも、これらを

通してフレーベルの幼稚園理論を詳 しく教授 し、幼稚園では年少児に色を教えることに用いるよ

うにと提言 している。五彩球の遊びと名称を変更したのは、日本的な表現ではあるが、五彩つま

り赤、青、黄、緑、紫の五色を知ることを、主要な保育の目的で使用されたためではないかと考

える。

第二恩物は、まず、第一恩物と素材の違 う球の性質を理解 し、次に三つの形 (球、円筒、立方

体)の違いを理解させるために有効であることから、「三形物の理解」とい う名称に変更したと考

える。つまり、色や形を認識するとい う知的教育に特化した形で、第一と第二恩物が名称を変え

て、正式制定規則の保育内容に導入された。これらは、仮定規則にはなかったため、松野クララ

の保育法の伝習と保育実践による影響と考える。

また、正式制定規則の保育内容の変容に関する要因として、明治 9(1876)年 、アメリカ独立

百周年を記念 して開催されたフィラデルフィア万国博覧会に、文部省から文部大輔田中不二麿を

はじめ五名が派遣され、併せて幼稚園の視察をしたことがあげられる。その視察の報告書である

『米国百年期博覧会教育報告』の幼稚園の記事は①「バ リット(Baritt,R.)に よるフローベル (フ

レーベル)氏法幼稚園」② 「米国法幼稚園」③「公立幼稚園」の三種に大別される r)。 この報告

によると「米国法幼稚園」でフレーベルの恩物を用いつつも、読み書きを重視 したコー (Coe,Eo M.)

の保育法に文部省の一行は好意的な立場を示していることと、ハ リス(Harris,W.T.)の幼児教育論

に田中不二麿が共感 し「就学の階梯」としての幼稚園政策の推進 lめ をするために幼稚園教育の整

備をしたことも、正式制定の規則に反映されたと考える。
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に田中不二麿が共感し「就学の階梯」としての幼稚園政策の推進 郎)をするために幼稚園教育の整

備をしたことも、正式制定の規貝」に反映されたと考える。

その後、明治 11(1878)年 2月 の附属幼稚園の規則改正では、保育課目の用語の変更程度であ

つたが、明治 14(1881)年 7月 の保育課目から「五彩球ノ遊ビ、三形物ノ理解、貝ノ遊ビ、木片

ノ組ミ方、紙片ノ組ミ方」が削除された。その結果、明治 14(1881)年 7月 制定の附属幼稚園規

則の保育課目は「会集、修身ノ話、庶物ノ話、雛遊ビ、本ノ積立テ、板俳べ、箸」Fべ、鎧Jトベ、

豆細工、土細工、鎖繋ギ、紙織り、紙櫂ミ、紙刺シ、縫取り、紙剪り、結ビ物、画、数へ方、読

ミ方、書キ方、唱歌、遊嬉、体操」の二十四課日となつた。第一恩物はその後球の遊びとゴムボ

ールの遊びとに分れて展開されることになるが、保育課目には入つていない。新しく加えられた

のは「会集、雛遊ビ、結ビ物、読ミ方、書キ方」であった。以上のことから、保育内容は就学前

教育を意識した知的な内容重視の傾向を持つように変容していつたと言える。
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第 2章 豊田英雄筆記 「代紳録」にみられる

松野クララの幼稚園教育論

一明治 9(1876)年 11月 6日 ～明治 10(1877)年 3月 17日 の受講記録一

松野クララが豊田芙雄たちに教授 した幼稚園教育論は、第 1章で述べたように、附属幼稚園開

園の 十 日前にあたる明治 9(1876)年 11月 6日 から開始された。松野クララは、最初の伝習で

フレーベルの幼稚園教育の理論を講義 した後、第一恩物の用法から伝習 している。

松野の保育方法の伝習の概観を述べると、二十恩物を導入することを目指しつつも、実際には

ゴルダマーの恩物の用法を教えた。松野がゴルダマーの恩物の用法を教授 したことは、湯川が「恩

物大意」の分析から指摘 している。それによると、「フレーベルの遊具遊びと作業の体系を「恩

物」と「用法」に分けて説明し、「恩物 として球から碁石までの十六種が、また用法 (作業のこ

と)と して針画から模型法までの九種があげられ、その実践方法が示されるのである。こうした

恩物と用法の区別は、前述のゴルダマーの幼稚園書に近似」。していることを根拠としての指摘

であるが、「代紳録」の講義内容の分析からゴルダマーの書を拠 り所として教授 されたことが検

証する。明治 10(1877)年 3月 文部省が入手した ′θr府″iergarι
"rTル

ダマー)に よると、

ゴルダマーはフレーベルの遊具遊びと作業の三つのグループに分け、遊具遊び十六種と作業十二

種について解説しているの。この著書の第一分冊は 「遊具」についての解説であり、第二分冊は

「作業」についてである。ゴルダマーが三つのグループに分けた遊具と作業は、以下のように分

類 されている。

The Gifts   (通塵」塾)

Gift l.The Ball.   (ラR)

Gift 2.Globe,Cylinder,Cube.(球 、円柱、立方体 )

Gift 3. First Building―box. (病責ノト)

Gift 4. SecOnd Building―box. (濁責フト)

Gift 5. Third Building―box. (莉責フト)

Gift 6. Fourth Building― box。  (濁責フト)

Gift 5B. Fifth Building― box。  (滑責ノド)

Surfaces (板並べ
)

Gift 7.Squares。 (正方形 )

Gift 8.Right― angled isosceles triangles.(直 角二等辺三角形 )

Gift 9.Right― angled scalene triangles.(直 角 (不等辺)三角形 )

Gift 10.Equilateral triangles.(正三角形 )

Gift ll.Obtuse― angled isosceles triangles.((鈍 角)二等辺三角形 )

Gift 12.Slats for lnterlacing,(組 板)

Gift 13. Laying― sticks. (牟韓i立
′ミ

)

Gift 14.Rings. (輪 並べ
)

Gift 15.The Thread.(糸 )

Gift 16. Stones. (石 )  Shells. (貝 )
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The Occupations  (イ 乍業∋

1.Pattern Pricking。  (411糸氏)

2.Pattern Stitching. 轍 糸氏)

3.Drawing。 (線画)

4.The lnterlacing of Paper Bands. (剰 1痢氏)

5.Plaiting。 (織紙 )

6.Straw― wOrk。 (わ ら細工)

7.F01ding.(折紙 )

8.Clipping.(切紙 )

9.Pasting。 (貼紙 )

10.Pea―work。 (豆細工)

11.Cardboard―wOrk. (婿犀和鴫糸田]E)

12.Clay modeling.(粘 土細工)

(GoldalIEIler,H.′ ar肋あでπι" ドイツ語第3版の英訳第2版 (1895年版)1877年 P.13)

本章では、松野が英語で講義した幼稚園教育理論の拠所となったテキス トや、松野が ドイツで

学んだフレーベルの幼稚園教育学の伝習内容との関連から考察を進めた。研究の方法として、三

冊の 「代紳録」を中心に、松野クララが最初の日本人保拇に伝えた幼稚園教育理論と恩物の教授

法について、フレーベルの 「幼稚園教育学」に関する出版物と比較検討した。

三冊の「代紳録」の内容を分析 した結果、「第 1節 子ども観及び幼児への教育方針 1 子ど

も観 2 幼児への教育方針」、「第 2節 子どもの遊びと援助方法 1 遊びと目的 2 自然物

に触れる教育的意義 3幼 児と環境 4援 助方法における留意事項」、「第 3節 幼稚園教育の役

割 と恩物の教育的意義 1幼 稚園教育の役割 2心 の教育―畏敬の念の育成- 3恩 物の教

育的意義」、「第 4節 教授方法の特徴  1「代紳録 一の浄写」にみられる教授内容 、 2「代

紳録 全」にみられる教授 内容、 3「代紳録 二」にみ られる教授 内容」の項 目に分けて以

下に記 した。

また、この三冊の 「代紳録」から、関信三が考案 したといわれる「恩物」や 「保婿」、「保育」

の用語の使用時期を解明し、フレーベルの幼稚園教育学の定着について考察した。以下、三冊の
「代紳録」の出典を示す際は、「代紳録」を省略して 「一の浄写」「全」「二」と略す。これらの

「代紳録」に記載 したページ番号は、筆者が資料に付記したページ番号である。

第 1節 子ども観及び幼児への教育方針

松野クララは、初回の講義で幼児の育て方について教授 している。フレーベルの難解な「自然

及び生命の法則」のは省略され、実際的な子どもへの関わり方を中心に教えた点が松野の講義の

特徴といえる。

また、関信三が「保育」という用語を用いたのは、『幼稚園記附録』(明治 10年 7月 )であつた

と国吉は指摘している。。それによると、「保育」という語が導入されたのは、幼稚園の開設後で

あり、「保育」と共に「保拇」の用語も使用されたと記されている。明治 11(1878)年 3月 に作
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成された「代紳録 全」と明治 12(1879)年 1月 に作成された「代紳録 二」には、「幼稚園教

育者」「幼稚園教師」「園師」「師」が使用され、「保育」と「保拇」は使用されていない。それ以

降に浄写されたと推定される「代紳録 一の浄写」には、「母師」、「保拇」、「保育師」の用語と「保

育」の用語が初めて使用されている。このことにより、「保育」と「保拇」の用語は、明治 12年

以降に定着したと推定する。

また、『幼稚園』上巻では恩物は玩器という用語で表現されている。恩物という用語がいつ出現

したかを文献からみると、関信三著『幼稚園記』(明治 9年 7月 )が最初であり、ギフトという読

み仮名がつけられている D。 この用語は、関信三によって「恩恵により仏や父母から賜つた物」

と意訳されたと言われる。。明治 9(1876)年 11月 の松野クララの講義では、関は第一恩物を「六

色球玩器」と訳しているが、第二恩物や第二恩物を教授する段階では「恩物」という用語を使用

している。                              図 1「全」p.10図 1「全」p.10

明治 11(1878)年 4月 12日 の講義でも、豊田芙雄は第一恩物を「六色球」、第二恩物の用語を

使用 し、保育見習生に教授 した。「恩物」の使用について、附属幼稚園規貝Jを みると、最初の仮定

規貝Jか ら恩物の種類が増加 した明治 14(1881)年 の規則においても、「恩物」という用語は使用

されていない (「全」p.10図 1)。 「恩物」の用語は、関が『幼稚園記』や『幼稚園創立法』等自

分の著書で使用することに限定されていたが、松野の伝習によって関の訳した用語が保拇に伝わ

り、恩物の教育的意義と共にその名称が普及した一面もあつたと考える。

1 子 ども観

松野は、「どの幼児も各々の幼児の性質によつて導くようにし、その性質をまげて急によくしよ

うとしてはならない」 (「一の浄写 一則」)と 教えた。そして、「最も大切に育むべきことは、幼児

が自主的、主体的に穏やかに発達すること、特に平L児 はゆつたりと教育するという情緒の安定が

大事である」(「―の浄写 一則」)と 教授 している。また、「幼児が生まれてすぐ手足を動かすのは、

自然の摂理であり、心身の発達に伴い、援助することが発達の順序にあつている」(「一の浄写 三

則」)こ とを述べ、教育的な視点を持ち幼児の世話をすることを強調 している。また、同様に「幼

児が遊んだり、物を壊 したりするのは、普通のことであって、子どもが活発に遊ばない時は、病

気ではないかと考えるべきだ」(「一の浄写 三則」図 2)と 述べ、おとなしい子どもがよい子ども

であるような大人に都合のよい考え方をしないように戒めている。

この記述はマーレンホルツ.ビューロー (Marenh01tz‐ Bもlow9B.B。以下、M.ビューローと記載 )



が、遊びは自然発生的なもので、健康な子どもは活発に遊ぶという記述と近似 している。M.ビュ

ーローは、幼児期の自由な活動が、幼児を成長させるための自然な手段であるというフレーベル

の自発性の原理を紹介 している。『幼稚園と幼児の遊びの意義』 0び府″iergarι
"の序文)の 中

で、M.ビ ューローは、子どもにとっての遊びと幼稚園教育の重要性について、次のように述べて

いる。「健康な子どもは遊ぶ。そして、これが子どもの自然発生的な活動であるがゆえに遊ばなけ

ればならない。遊ばないあるいは、遊びを妨げられた子どもは全く子どもといえない。活動なし

に発達はない。」のこのM.ビ ューローの記述に類似 した松野の記述は、「幼児が生まれて約 2ヶ 月

を経過する頃には、母親は子どもの教育を開始しなければならない」こと、つまり「生まれてす

ぐ知覚は発達する」ことに着目し、「母の笑顔が子どもの顔を始めて照らす時から、子どもを教え

る機会が始まる」と乳児への関わり方の基本を教え、乳児との遊びの教育的意義について解説し

た。 (「一の浄写」図 3)

図 2「一の浄写 三則」         図 3「―の浄写」

2 幼児への教育方針

幼児のしつけの中でも、松野は最初に挨拶について挙げている。そして、「幼稚園の保育室やそ

れ以外の場所でも、関係の長官 のや、その他の客が出入りする時、幼児に必ず立礼をさせるよう

に指導する」ことを教えている。その理由として、挨拶が「万物の霊長である人間だけがするも

のである」と人間の品格に関

わることを示 し、「一朝一夕に

は身につけることは難 しいの

で、母や保拇は、毎日この目

的を忘れないように徐々に導

く」(「一の浄写 二則」図 4)

ことを勧めている。
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図 4「一の浄写 二則」
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また、「幼児がもしわがままをいうならば、たびたび言い聞かせること、それでもやめない時は、

部屋の外に連れ出すか、または遊戯の中に入れないようにして、静かな場所で幼児自身に考えさ

せるような叱 り方をする」(―の浄写 第十四則)よ うに具体的に教えた。この挨拶と自己抑制力
の育成に関するしつけは、M.ビ ューローやフレーベルの著述物では、近似の表現を見出せなかっ

たので、松野クララ独自の子育て論と考えられる。

第 2節 子 どもの遊び と援助方法

1 遊びと目的
松野は、幼児の遊びの指導法について、「自然目的の立つべき様誘導すべし」(「一の浄写 第七

則」 図5)と 、子どもが主体的、自主的に遊べるように指導することの大切さを述べている。例

えば「家鳩」の遊戯をする時は「その遊戯に内包される基本的なイメージが、必ず幼児の心に生

まれる」(「―の浄写」第六則)と 述べて、次のようにその教育的意義を解説した。「①幼稚園で遊
んだり遊戯をしたりすることや、幼児に様々な素材を見たり触れたりさせることは、五官の機能
を刺激する、②唱歌を歌う時は、幼児の心が歌の中に入るように導き、最も大切な五官の作用が

敏捷になるように遊戯を有効に構成する、③それぞれの発達の領域において幼児が楽しいと感じ

遊戯をしている時に、幼児が目的を発見するように援助すること」 (第六則)。

以上が、母や保育者の遊びの指導の目的であると述べる。類似 した内容であるが、第十一則に

は、「遊戯中に特に事物を見たり触ったりする行為を通して、幼児の思考が深められるように導く

こと」を重視するように教えている。松野は、「遊びの中で幼児の想像力を育成」する点を強調し、
「小型の船の絵から大きな蒸気船の話にも展開できるように、幼児の想像力を喚起」 (第十一則)

するような指導の必要性について述べている。

図 5「―の浄写 七則」

また、積木遊び (恩物)の具体例をあげて、「幼児が、

正方形の積木、或いは長方形の積木などを並列に並べる

方法を学んだ後、各自が好む面白い様々な物体等を造 り

出そ うとする」姿から、幼児の思考力や、工夫する力が

発達 した実践例を示 し、幼児の遊びの意義を教授 した。

2 自然物 に触れ る教育的意義

松野クララは、子 どもの遊びの見方についても、具体

的な事例を引いて、次のように述べている。「幼児が園庭

でどろんこ遊びを喜ぶのは、自然のことであるが、多く

の父母は、これを危険だと考えたり、悪いことと捉えた

りして、幼児のどろんこ遊びを制止 しがちだ」。(「一の浄

写 五貝1」 図 6)と 指摘する。おとなが制止する理由に

ついて理解を示しつつ、はっきり「非に近し」という表

現で幼児にとってよくないと述べる。
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図 6「一の浄写 五則」

「―の浄写 五則」の続き

為
“
い
十
デ

「幼児は土を掘つたり、草木に触れたりすることで、石や草木の性質を発見する。幼児がこの

ような探索行動をすることで、知的な面も発達することを理解 し、幼児が思 うように楽しんでい

る時にこそ、草木の性質を教える」 (「―の浄写 五則」の続き)こ とを保拇に勧めた。 しかし、
「幼児が草木や果実などを取つたり、壊 したりするのを勧めているのではない。幼児に、すべて

の動植物に命があり、人間と同じであるので、むやみに摘んだり壊したりするべきではない」(「一

の浄写 五則」の続き)こ とを、その時の状況に応 じて言つて聞かせること、そしてそれを聞き

入れない幼児には「あなたはこれを造ることができますか」と諭 して、「(神の)信1造の御業」の

すばらしさを話すべきであると、キリス ト教を基盤 とした道徳教育を教示 した。

M.ビ ューローも、フレーベルが自然との関わりを通 して、子どもを創造主である神に導く方法
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を示していることを角牢説 している。M.ビューローの文章には、宗教教育 (キ リス ト教)的な内容

が多い。松野の教授内容と近似 しているのは、次の文章である。「フレーベルは自然現象を通して、

子 どもの心に精神的なことを象徴によって示す方法、つまり、被造物から創造主へ徐々に子ども

を導く方法を教えた。初めての庭造 り、自然の芽と花の観察、月と星空、日の出と日暮れ、動物

や植物の世話、これらのことすべてを通して、子どもたちは天の父を知 り愛す」
"。

フレーベルの著書には 「幼稚園における子ども達の庭」 (第 17章)に、幼児各自の小花壇の観

察という内容で記述されている。氏原銀は、松野に自然に親 しむように教えられ、幼児と畑作り

をしたことを手記に書いている。氏原は明治 11(1878)午 2月 大阪から派遣された府費による保

拇見習生であった。その当時、松野は附属幼稚園で大豆を植えて試食をさせる等の保育も実践し

ている 1の
。

3 幼児 と環境

松野は、幼児にとつての環境が大切であることを、「総て幼稚の視覚に触るる毎々に、決 して其

の精神を疎漏に経過せ しむべからず」(「一の浄写 十三貝J」 )と 教えている。幼児の目に入るもの

すべて、つまり環境は幼児に影響を与えるので、幼児が自分を取り巻く環境をどのように感 じて

いるか、よく観察する必要性があることを教えた。その理由として、松野は「大人にとっては些

細なことであっても、幼児にとつては大切な知的発達の機会であるので丁寧に導き、幼児が楽し

みながら新しい発見や発明をする」(「―の浄写 十三則」)よ うに教育的な援助の方法について解

説 した。

M.ビ ューローは、人類が創造した文化の発達と子どもの発達の共通性について論じ、子 どもの

自由な活動をよく観察し、最初は目的を持たない幼児の遊びや行動を、次第に目的のある活動ヘ

と導くように述べている 1り
。

図 7「一の浄写 十五則」

4 援助方法 にお ける留意事項

幼稚園での保育方法及び留意点について、松野は 「事あ

る毎に説明し、丁寧に関わるように」指導している。 しか

し、「活動内容の説明が細かすぎて、幼児が飽きてしまうよ

うな時は、幼児にとつて益がないため、保拇はよく注意を

して、幼児に適切な言葉で、簡単に話す」ように教えてい

る (「一の浄写 十五則」図 7)。 これは恩物の教授の場面

と思われるが、その具体的な角旱説から、松野の体験から得

た知見も含まれた指導と考える。また、松野は「幼児の能

力が未熟である」ことを「自然の理」と理解するように指

導し、「温良優長」つまり穏やかに根気強く幼児を導くよう

に、保拇に諭 した (「一の浄写 九條」)。

松野はピアノが得意であつたといわれるが、唱歌は必ず

正しい旋律で歌うように勧めている。「一般に母親や乳母は、

乳幼児を快く寝かせるために、子守唄を歌 う例をひき、こ

のことが自然の理にかなつているように、運動遊戯をする時は、必ず唱歌を使用する必要がある」

(「一の浄写 十七則」 図 8)と 指導 している。M.ビ ューローも子守歌を例に挙げ、ほとんどの

遊戯に歌を併用し、幼児の心を喜びで満たすことを勧めている。歌と遊戯の関係については、松



野の教授した内容と、『幼稚園と幼児の遊びの意義』の事例の引き方が近似していることから、松

野自身がこの本を伝習の拠所としていたと考える。一例を挙げると、 M.ビューローは、前述した

序文の中で、音楽を遊戯に用いる効用について次のように述べる。「幼稚園のほとんど全ての遊戯、

特に運動遊戯は子どもたちの歌を伴う。子どもの性質には、歌で喜びを感じることがある。」
la

また、幼児が「事業科 (作業具)に従事する時は、一人では充分にできないことがたくさんあ

るが、傍らから教師が幼児を援助することはよくない」と述べている。その教育的意図として、
「幼児の怠け心や依頼心が増幅しないように配慮し、できるだけ励まして幼児が自主的な創造ヘ

の意欲を伸ばすように導く」ことを教授した (「一の浄写 十條」 図 9)。

保拇の言葉の使い方にも言及し、「幼児には簡単でわかりやすい言葉を使つて、繰り返し話すこ

とが適していること、幼児の年齢が進むにつれて、教育的な話を交えて話す」ように解説した。
「一つの物質についての説明も、子どもの視点に立って簡単な言葉で説明することや、物質の作

用や変化などその性質を説明する」ように教授した (「―の浄写 六則」)。

第 3節 幼稚園教育の役割と恩物の教育的意義

幼稚園教育の役割については、第 1章で中村正直や田中不二麿の幼稚園構想を背景として、附

属幼稚園の仮定規則 と正式制定規則の比較を中心に論 じた。その中で、フィラデルフィア万国博

覧会や松野クララの伝習内容の影響について指摘 した。ここでは、さらに松野クララのフレーベ

ルの幼稚園教育と恩物の教育の理解について、フレーベルの著書及びゴルダマーや M.ビ ューロー

の著書等と比較 し論述する。

1 幼稚 園教育 の役割

松野は、三歳以降の教育について、「幼児が幼稚園で保育を受け、社会の悪習に染まることなく、

「一の浄写 十七則」 図 8
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年齢別の集団遊びにおいて自分自身を発揮し、どのような活動においても、幼児自身が各自の個

性に応じて、主体的に目的を見つけるように保育する」ことを、幼稚園教育の目的として教えた。

幼児にはそれぞれの個性があり、「いわゆる器用不器用といわれる性質を持つているが、それにと

らわれず、幼稚園に入園した以上は、どの幼児も器用さや敏捷性が身につくように教育しなけれ

ばならない」と述べる (「 一の浄写」 p.9 図 10)。 つまり、恩物を使つて遊ぶことを通して、手

先の器用さが発達し、ひいては幼児期の発達課題が達成できるという視点から、幼稚園の教育施

設として意義があることを説いた。

図 10「一の浄写」p.9 図 H「一の浄写」p.8

2 心の教育― 畏敬 の念の育成一

松野は、キリス ト教的色彩の強いフレーベルの幼稚園教育学を教授するにあたって、神の存在

について次のように教えている。「真実なる神さまはいつも私たちと共にいて、学んでいる時も遊

んでいる時も、私たちをいつも守ってくださるので安心です。人間として、神 さまを尊敬するベ

きことを諭 してきかせなさい。倉」造主と被造物という神と人間の関係から、どの人もみんな祖先

がいたので、現在の自分が存在 します。心や手足を使つて、勉強をしなければ、生活することは

できません。」 (「一の浄写 人則」p.8 図 H)と 簡単な言葉で、幼児が理解しやすいように、自

分の存在の意味を話してきかせるように教えている。

次に、父母を敬愛することを幼児に教えることについては、「神は日々私達の父母をはじめ、私

たちをいつも守 り平安を与えている」 (図 12「一の浄写」p.18)と 、父母も同じ人間として神さ

まに守られていることと、父母の恩を忘れないように丁寧に諭すように松野は教えているが、M.

ビューローの著書にも類似の内容を見ることができる。

3 恩物 の教育的意義

松野はフレーベルが考案した幼稚園教育理論によると、「二十の恩物が必要であり、すべてのも

のは自然の法則に基づく」 (第 1章 図 5参照)と 述べている。フレーベルの説によると、「幼稚

園の教育は、大きく分けて二つの科から成立する。その一つは物体教科であり、一切の物体に関
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ることで恩物を指す。もう一つは、事業教科であり、

る」 (「一の浄写」p.25 図 13)いわゆる工作や工芸、

であると角峯説 している。第六恩物までが、「物体教科」

諸事業諸工芸によつて百般百物の模型を造

手工に関わる活動を指す「用法」(作業具)

にあたる。

図 12「―の浄写」p.18 図 13「一の浄写」p.25

フレーベルは、幼児が恩物や作業具等での遊びを通 して、自然と生命の法則にあわせて、多面

的な発達を遂げることを意図していた。そして、幼児の遊びには、三つの意味を見出していたが、
「代紳録」には次のように記されている。「営生式―身のまわりにある生き物や、生活の中の物の

模倣である生活の形、適美式―統一された美の形、修学式―形や大きさや状態を比較する認識の

形」
1⇒ が造 り出される。

松野が教授 している内容の中でかなりの頻度で出てくるフレーベルの幼稚園教育論は、「対立

物の統一」であり、「私たちの住む世界には反対物が存在し、その中間には中分質 (中媒)が必

ず存在 し、この中分質が反対にあるもの同士を結びつけるという考え方である。つまり、幼児が

身近な物への理解を深め、その中に美 しさを見つけ、物の性質や構造を知るという知的な発達を

促す」 (「 一の浄写」pp.16-17 図 14)と いう視点を大切にして保育するように松野は指導してい

た。

松野は様々な事例をあげて指導しているが、様々な素材を取り入れて保育内容を充実する方向

を目指していたと考える。M.ビ ューローも対照の法則 として、一般的な特性は完全な対照ではな

く、中間の形をつなぐものとの関連で相対的に論じられることを挙げている 10。 例えば、物質、

大きさ、形、色、重さ、音、数、方向や位置などの対照に存在するもの、また中間に存在するも

のやその関連を見つけることも必要な保育内容に入れていた。松野も、具体的な例をいくつか挙

げてこれについて教授 し、幼児が前述 したような 「対立物の統一」の考え方や、身近な物に対す

る知識を得ることで新しいことを発明したり、創造したりできると考えた。それは、恩物を使用

した幼児の構成遊びの指導に必要な知識であり、幼児の認知の発達を援助するために、保拇が理



図 14「一の浄写」
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解しておく必要があると考え教授 したと思われる。

第 4節 教授方法の特徴

1 「代紳録  一 の浄写」 にみ られ る教授 内容

(1)六色球の玩器の教授

松野は、フレーベルの説を引き、「幼児は生後三ヶ月の頃より、五感が発達し、球や 日用器具や

玩器等についてたずねることがあるが、この時に母親は細心の注意をし、自分で物の形を観察し

たり、音にも聞き入ることができるようになつた幼児が啓発される要因となることを、見つける

こと」 (「一の浄写」p.19)を勧めている。第一恩物についての記述は、恩物の形と大きさに関す

る説明と色の教授から始まる。つまり、第一恩物は、直径二寸 (約 六センチメー トル)の六色の

ボールで、「一つ目は赤色、二つ目は青色、二つ目は黄色で、この三色を基本の色。四つ日は柑色、

五つ日は緑色、六つ目は紫色」 (「一の浄写」p.27)と 色の名前を教える。

次に、恩物が象徴する色の提示方法について記 している。最初に幼児に赤いボールを見せて、

「赤色は太陽を、黄色は大地を、青色は空間を表すことと、赤色と黄色の混色が柑色、黄色と青

色の混色が緑色、赤色と青色の混色が紫色である」 (「一の浄写」pp.27-28図 15)こ とを説明し

ている。「代紳録 全」では、前述の教授内容に加えて、「球に黒と自の糸を半分ずつ巻くと鼠色

になるなど、糸の混色方法で様々な色ができる」 (「全」P,10)こ とも説明している。

子どもに色を教える以外の恩物の使用法については、様々な物の形を比較 したり説話を通して、

想像力を喚起させたりする使用法があると述べている。ここでの説話は、幼児向けの短い話や歌

のことである。

松野は豊田に第一恩物に関する歌詞の訳についても助言している。それは、豊田が六色球の唱

歌の中の赤色の球の歌詞の件で、松野に問い合わせ、それに対 してクララの夫松野欄代筆による
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豊田への返信書簡で応えたものである。それは、豊田が作詞した赤い球を太陽に見立てた日本語

表現が、原由の本意からずれないようにとい う助言であつた。

その書簡の中で、松野クララは、豊田の作詞を全般的によくできていると褒めて、「赤」の次の歌

詞は「天津 日の」の方が「天つ照る」より適切であると指摘している。以上のような助言を受け

て、豊田が完成 した開誘歌 「六の球」の 「赤色」の歌は、以下のような歌詞である。

「のぼるひに かたどるいろの あかきをぞ たまのあそびのはじめとはする」
5)

この歌詞をみると、豊田が松野の助言を受けてさらに歌詞を改善し、子どもに理解 しやすい表

現に修正 したことがわかる。この歌は、開誘歌つまり恩物を使用する時に歌つていた唱歌であつ

たが、明治 12年頃には附属幼稚園では歌われなくなったといわれる。

これまでの研究では、唱歌の指導はしなかつたと言われてきた。 しかし、この書簡から松野は

豊田たち保拇が唱歌の作成をする際の相談に応 じ、指導 していたことがわかる。また、松野の書

簡の最後に「お暇がございましたら、私宅にちょつとお立ち寄り願えませんか」と記されており、

共に日本の保育を創 り上げた松野と豊田の親密な協力関係を窺わせる一文と言える。 (「赤色の球

に関する松野クララから豊田への返信書簡」参照)

図 15 「一の浄写」
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「赤色の球に関する松野クララ

から豊田への返信書簡」

(高橋清賀子氏所蔵)

フレーベルは、第一恩物を乳児用のおもちゃとして考案 したため、松野は、幼稚園では最も幼

い学年に与えて、「色のみを教える」ことに使用するように勧めている。しかし、当時の日本の一

般の家庭では、球で遊ぶことはめったにないという現状を省みて、幼稚園の初級の学年の幼児に

は、球を使つて遊ぶことは大変よいとの意見も述べている。

フレーベルは、自然と幼児の関係においては、同一の生命の法則が働いていて、最初は 「球の

法則」から始まると記している。松野は「生後三ヶ月を過ぎた乳児には、糸製の六色のボールを

与え、七、人ヶ月を過ぎる頃には、異質の球に変えた方がよい」と述べている。松野の伝習内容

とフレーベルの著書とを比較検討すると、松野は球を小鳥や子猫に見たてて用いるのがよいとは

述べているが、小動物に見立てて遊ぶ方法は教授 していない。それは第一恩物が乳児向けに製作

された遊具であり、三歳以上の幼児には、色の名称を教授するという知識を授けることに重点を

おいた方法をとったためと考える。第一恩物に関する記述の量が多いのは、松野がフレーベルの

「球の法則」を日本人保旭に伝えることを意図して、第一恩物の使用法に伝習の中で多くの時間

をとつたためと考える。

また、「代紳録」では、第一恩物を運動遊びとして使用する方法は記載されていないため、この

方法は伝習の初期には教授されなかったと考える。

(2)第二思物 (木製の球と立方体)の教授

第二恩物は、木球、立方体、円柱であり、木球は第一恩物と同形ではあるが、毛糸で作られた

第一恩物とは素材は異質である。立方体は、球とは全く相反する形で、円柱は球と立方体の 2つ

の性質から成立した中立の性質を持つ。松野は、フレーベルの教育の意図、いわゆる「反対一致

終始結合」の理論を示 していると説明する。また、物質にはすべて中立質があることを教えるよ
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うに勧める (「一の浄写」 図 16)。 この理論は、前述の「対立物の統一」と同じ意味であり、幼

児に恩物を使つて構成遊びを指導する際に、保拇が理解 しておくべき基本的な知識であつたと考

える。

図 16「―の浄写」

次に立方体の特性として、「六面があるが、四面あるいは五面以上は見えないことや、立方体を

測量する時は、中心の直径と辺の中心と角からの中心、直径はそれぞれ長短があること。このよ

うに三ヶ所の中心の直径へ木線を通し、または糸や紐等をつけてたらす時は、円柱となり、車輪

或いは独楽或いは二重独楽となる性質をもつている」と説明している (「全」P.17 図 17)。 「代

紳録 全」には、「立方体を初め手で隠した後、一つの面だけをみせて立方体の性質を理解させる」

方法が書いてある (「全」P。 16図 18)。

図 17「全」P。 17 図 18「全」P.16
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また、第二恩物は、幼児に球と立方体の形の違いを比較させたり、第一恩物との素材の違いを

理解させる目的で使用された。ごつこ遊びと幼児の想像力の発達の関係を、フレーベルは幼児の

年齢が進むと、「立方体と球を並べて人形になぞらえて遊ぶようになり、この時人間的な象徴の働

きが発達しはじめる」10と 遊びの変容の見通しを持つて指導する必要についても角早説している。

松野は、恩物で構成遊びをする際に想像力が育つことは解説しているが、みたて遊びやごつこ遊

びにおける想像力の育成に関してはほとんど触れていない。

(3)第三思物 (立方体と直方体の積木)の教授

第二恩物は人個の立方体の積木である。松野は、「満二歳から三歳の幼児に、人個の第二恩物を

使つて、遊ばせるのを原則とする」と述べている。その教育的意義は「反対一致の想像をする心

を喚起し、知恵を磨く基礎」となると教えた (「一の浄写」p.25)。

松野は、フレーベルの説によると第二恩物は積体 (積んで形を造る)と 、置形 (並べて形を造

る)の二種類の遊び方の規則があると述べている。第二恩物を使用する際には十五の決まりがあ

ると松野は述べているが、主な決まりを要約して以下にあげる (「全」pp.34-35)。

①人個の木片をもつて、一つも残さず物体を造る。

② 次に、一つの物体を他の形に変える時は、これを壊し、あらかじめ造ることをしないこと。

もし、幼児が自らこれを破壊し、あるいは保拇の指示をきかないで、思いのままに物体を造る

時は、指示通りにさせること。このようなことから、自負傲慢の心が芽生えるので、注意を怠

らないこと。

③幼児に第二恩物に取り組ませる時は、必ず規則を整頓すること。幼児にどのような考えがあ

つても、規貝Jを守ることは自然なことである。その一例として、たとえば「置形」の場合、左

右の区別がなく、位置が錯乱する時は、「置形」の意味がない。あるいは、保拇が、我がままな

幼児の気持ちに向かい合うことを嫌って、幼児が規則通りにしない時にほめることは教育上よ

くない。たとえ幼児といつても決まりを守らず我がままなことをすれば、善悪がわかるように

適切な説話を用いて、気づかせるように教えること。

④六個の立方体から構成されている一個の井戸を作成したとき、二個の積み木が余る。このよ

うな場合に、二個の積み木を不用だと考えないで、残りは左右に並列に置き、或いは手桶つる

べ、或いは汲み水の人などと適当に関係のある名前をつけて会話をする時は、大変想像力がか

きたてられ、遊びがおもしろくなる。

⑤保拇は人個の積み木で手本を造り、幼児に模倣して造らせること。あるいは、簡単なものは、

幼児に自主的に造らせることもできる。しかし、幼児が適した年齢になるまでは、教師が手本

を造り、この方法を示すこと以外にない。幼児が作成したものに関して様々なお話をつくるこ

とが、最も重要な要点である。

⑥幼児に人個の積み木で、なにかを模倣して造らせる時は、その説明はもちろん必要だが、そ

の物について小さなお話を交えてすることも一つの方法である。幼児が上手に作品を造った時

は、これを鑑賞するのに面白く、しかも適したお話で幼児の心を喜ばせるように教える。幼児

の中に教師の命令を聞かず、勝手に正しくない物等を造つた時は、再び造る際の補正等をさせ、

子どもに良くないことをしたことを自覚させるように関わることも伝えている。

⑦幼児が自分の物体の作成を完全にしようとして、隣りの幼児の積み木を取つて補うことを禁

止すること。

③人個の積み木で物体を造ることに成功した後は、必ず積み木の整頓を幼児にさせること。

⑨幼児が木片で物体を造る時、整頓せずにばらばらな形を表現する時は、その幼児のために一
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つの教訓を含んだお話で諭すこと。 (下記に一例を示す。)

【子どもに恩物の決まりを教えるためのお話例】(図 19-①,② 「一の浄写」参照)

「ここに甲乙丙丁の四人の幼児がいます。甲児は、まず、一つの家を造りました。乙児は一

つの井戸を造りました。丙児は一つの園庭を造りました。丁児は一つの机椅子を造ります。

その時、甲児の家屋は大変弱くて、大風で壊されてしまいました。よい天気で暖かく、散歩

に適したよい日でした。四人は、心をあわせ、野を歩き、草を摘んだり花を見たりしました。

四人が楽しさのあまり帰ることを忘れ、そこで楽しんでいる真最中のことでした。北方に一

帯の黒雲と風が生じました。光が目を遮り、暴雨は獅子のようでした。四人はとてもこわが

つて、どうしたらよいかわからなくなりました。四人は茅葺きの小さな家があるのを見つけ

ました。

これは天が与えたものと四人の幼児は立ち寄り、雨を避けようとしましたが、これは本当

に粗悪な茅葺きの小屋でしたので、すでに雷雨のために屋根が壊れ、今すぐに崩れ落ちそう

な状況でした。そのため、大変がっかりして疲れたので、自分の家に帰ろうとしました。み

なさんも注意しましょう。これは、みなさんと関係のない話ではありません。このように家

を造る時は、堅固に造れば、雷や風雨をこわがることはありません。しばらくここにとどま

つて、雨が止み風が穏やかになるのを待つて、帰路につけばよいのです。今みなさんがして

いる家造りは、ほとんどこれと似ています。よく注意することが大切です」。

【第二恩物の決まりと実践例に関する考察】

第二恩物の使い方の決まりを要約すると、人個の積木を有効に使用し、保拇の指示をよく聞

いて手本通りに造ることである。それを通して、幼児が左右の位置関係を理解したり、決まっ

た位置に置いてできた形を認識したりすることを保育の目的としていた。

恩物で遊んだ後は、積木の整頓をすることも重視した。これは遊びを通して、秩序や規範意

識を育成する教育的意義のためと考えられる。

松野の伝習の中で、現代の保育に継承したい保育方法として、次の二つを挙げる。

①恩物の使い方が乱暴であつたり、他の子どもの邪魔をするなど決まりに反することをした

時は、前述の説話例のように善悪がわかるような説話を選び、幼児に気付かせるように指導す

る方法である。

②幼児が様々なものに恩物を見立てて、構成遊びが楽しくなるような話や会話をするように

教授する方法である。

この二つに共通しているのは、お話を通して幼児自身に考えさせたり判断させる機会を与え

ることで、幼児の思考力や自己決定能力を伸ばすことにつながる。これは現代においても幼児

期に大切にしたい保育方法と考える。
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図 19-① 「一の浄写」
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2 「代紳録 全」 にみ られ る教授 内容

幼児の遊びに、フレーベルは次のような二つの意味を見出していたが、それは「代紳録」には

次のように記 されている。営生式とは、「身のまわりにある生き物や、生活の中の物の模倣である

生活の形」、適美式とは「統一された美の形」、修学式とは 「形や大きさや状態を比較する認識の

形」が造 り出される。

「代紳録 全」には、この二つは次のように記されている。「総て美麗修学営生の三式を、心に

運転し以つて教育するときは、恐らくは誤 りなからん。営生式、修学式は、其の最も注意する所

なり」。積木遊びは総て、「美麗 修学 営生」の三つの目的を心にとめて教育する時は、誤 りは

ないと述べている。 (「全」P.41図 20)



図 20  「全 」 P.41

(1)第 四思物 (直方体の積木)の教授

第四恩物は人個の長方形の積木である。この大きさは 「横一寸、竪 (た て)に其の三倍。積木

一寸の半、之を分割するときは、竪一直線横三片」 (「全」P。 34)である。

第四恩物は、第二恩物に比較すると、殊に営生式の点からは種類が増えて、幼児もこれを一層

楽 しむことができるという、構成遊びの発展の説明をしている。

(2)第 五思物 (立方体の積木)の教授

第五恩物は第二恩物を発展させた積木遊びである。それは、二十一個の立方体と、一つの対角

線によつて分割された三個の三角柱 (六個)と 、更に三個は二つの対角線によつて分割された十

二個の三角柱から成っている立方体で、総計二十九個になると解説 している (「全」P.41 図 21)。

第五恩物が 2種類あるというのは、ゴルダマーの Gift 5と Gift 5 Bの ことを指している。これは

「遊びの恩物」と称されるものである。松野は第五恩物には甲乙の二種類があることと、その内

の一つは現在の附属幼稚園にないが、同じ「固形体」(積み木)であると解説 している。(「全」P.50

図 22)

図 21「全」P.41 図 22「全」P.50
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第五恩物の二種類の内の一つがない状況は、豊田芙雄が明治 12(1879)年 1月 14日 の講義の

時にも同様の説明をしているので、そのままの状況が続いていたと考える。

(3)第六思物 (直方体の積木)の教授

第六恩物は第四恩物を発展させた積木遊びである。「十人個のレンガ型直方体と十二個の半直方

体、六個の角柱体で、総計二十六個である。第一から第六恩物までは立方体の恩物つまり、積み

木である」 (「全」P。 43)と 松野は解説 している。

全体的な恩物の使用法の解説の中でも、第一恩物から第六恩物までの指導法の説明は、特に詳

しくされているため記録の量が多い。

(4)第七思物及びその他の教授

第一から第六恩物までは、立方体の恩物であるが、第七からは「形」を示すいわゆる「作業具」

と呼ばれるもので次の 5種類があつた。 (「全」P.50 図 22)それは、置箸法、置環法、置板法、

連板法、湿糸 (置 き糸)の遊びであると松野は解説をしている。 しかし、明治 12(1879)年 1

月 14日 の講義では、「但し此法当園に欠く」と記されているため、実際にはこの時点でも、前述

の五種類総ての作業具が揃つていなかつたと考える。木片を組む等の「線」の遊びの解説の次は、

「点」の遊びであるが、貝遊び、石遊び及び刺紙法等が該当することを述べている (「全」P.51

図 23)。

図 23「全」P.51

十

.hミヽ

ここでは「恩物」という言葉が使用されているが、フレーベルの著書によればこれらは作業具に

分類されている。作業具には二つの方法があつて、一つは′点→線→形→立体と構成させていく方

法である。もう一つの方法は、恩物の立体から、面→線→点を抽出してそれぞれの取り扱いにな

れることを目的とする。

松野は、幼児に恩物や作業具を指導する時は、必ず子どもの自発性を尊重し、下記のようにフ

レーベルの自然の法則にそった「自然法」に留意するように述べている。
「一例を掲ぐるに一粒の種子を播くごとし。天地の大気に化して一木を生ず。初生には、根を

生じ、幹を生じ、而め枝を生ず。是則ち一の体なり、然而葉を生ずの形なり。ヘレーベル (フ レ

ーベル)氏の所謂自然法と称する所、此の恩物所謂此のごときものなり。初め其の方形体を示し、



次には形のみを示すに、天然順序に因て、此の法制をも形体よりして、漸 く形に線に点に移る」

(「全」P.49 図 24)。

図24 「」と」 P,49

これは、幼児の成長を植物にたとえて語 り、援助のあり方について論じたものである。これを

みると、松野はフレーベルが教授 した「種子と子ども 一つの比較」
1つ を引用 して、恩物や作業

具の指導法を豊田たちに解説 したことがわかる。

最後に、松野は第七恩物は二種類に分けられることを教えている。その一つは、二等辺三角形、

正三角形、不等辺三角形等で、もう一つは正方形の板で第二恩物の立方体に由来するものである

と教えている。その後、分割 してできる三角形の形と色の種類について教えている。「代紳録 二」

には「第七恩物は四十人個。すなわち、其の第二恩物より生成せ しもの也」「第七号置形方多種類

有 りと雖も、第十二正方形を以て小児に与るをなす」(「二」pp.2-3)と記されている。つまり、

第七恩物にはいろいろな形の板並べがあることが紹介されているが、ゴルダマーの用法の特徴が

見られる (表 1参照)。

表 1 幼稚園規則の恩物に関する保育子日とウィーブ、ゴルダマーの恩物との比較

保育子 目

(り弓濯ゴ10 (1877)

年 7月 の幼稚園規

則より抜粋 )

二十恩物

(ウ ィープ)

『幼稚園法二十遊嬉』

の表記に準 じた

力 κ bあ留 r"コ

(ゴルダマー)ドイツ語第 3版の英訳第

2版 (1895年版)よ り抜粋。 ( )内の

表記は筆者による訳

恩物に関する

保育子目

五彩球ノ遊ヒ

三形物ノ理解

員ノ遊ヒ

鎖ノ連接

形体ノ積 ミ方

形体ノ置キ方

第一恩物六球法

第二恩物三体法

第二～第六恩物

第七恩物置板法

Gi■ 1.The Ball.(球 )

Gift 2.Globe,CylindeL Cube.

(球、円柱、立方体 )

Gift 16.Stones.(石)Sheus.(員 )

G■ 3～Gift 6.(積木 )

Gift7～ G乱 11.(板並べ
)
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木箸ノ置キ方

環ノ置キ方

剪紙

剪紙貼付

針画

縫画

石盤図画

織紙

畳紙

木箸細工

粘土細工

木片ノ組 ミ方

紙片ノ組 ミ方

第八恩物置箸法

第九恩物置環法

第十三恩物剪紙法

第十一恩物刺紙法

第十二恩物繍紙法

第十恩物図画法

第十四恩物織紙法

第十人恩物畳紙法

第十九恩物豆工法

第二十恩物模型法

第十五恩物組板法

第十七恩物組紙法

Gift 13.(棒 並べ
)

G乱 14.(環並べ
)

Clipping.(棒 並べ
)

Pattern Pricking.(刺 紙 )

Pattern Stitching.(繍 紙 )

Drawing。 (線画 )

Plating.(織紙 )

Folding.(折 紙 )

Pea‐work.(豆細工)

Clay modeling.(粘 土細工)

Slats for lnterlacing。 (組板 )

The lnterlacing ofPaper Bands.(組 紙 )

恩物以外の保

育子 目

計数

博物理解

唱歌

説話

体操

遊戯

3 「代紳録  二」にみ られ る教授 内容

(1)第八思物の教授

第人恩物は三角形で、この三角形は第五恩物より生じたものであると記されている。そして、前

述の三式の中でも美麗式の要素が大きいと解説 している。この三式は、活動内容を捉える視点と

もいえるものであるが、保拇はその活動内容を的確に捉えるために、自己の見識を高めるように

との言葉で結ばれている。

(2)第九思物の教授

第九恩物は正方形 2個から成る長方形である。また、直角三角形 2つから成立する長方形で、

いろいろな置き方があると説明している。松野は「修学式つまり、計数や幾何学から始めるとよ

い」 (「二」pp.18-19 図 25)と 述べて、エジプ トのピラミッドの話をたとえに出して、子どもが

遊んでいる時、自由に想像力や思考力を使えるように、工夫する大切さを松野は話 している。

(3)第十思物及びその他の教授

第十恩物は三角形で、何れも鋭角であると記されている。つまり、正三角形の板並べの遊びで

ある。正三角形で形を構成する時は、最初に修学式の幾何学的な目的があつて、次に営生式と摘

美式の目的が生まれる。正三角で六角形を構成 した形を書くように指導する際には、幼児に書く

ことを強制しないようにとの留意点も指導 している。これは算数の就学前教育の内容であること

を認識 し、将来理解できるようになればよいとの見通しを持つた指導方法と考える。(「二」P.20図

26 )

表 1の保育内容をみると、「貝ノ遊 ヒ」は 日本の伝統的な玩具の素材でもあるが、松野クララが

ゴルダマーの恩物の方法を教授 したことを考えるならば、ゴルダマーの十六恩物が取 り入れ られ
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図 25 ヒニ」pp.18-19

たといえる。幼稚園規則が正式制定された頃には、粘土や木箸などの恩物もそろい、目指してい
た二十恩物の保育内容に近い内容に整備されていった状況が窺われる。
正式制定の保育子日と共通点が多いのは、ゴルダマーの恩物の方である。前述したように、松

野がどこで二十恩物の存在を知ったかは不明である。引用したゴルダマーの著書にはケーラー

(Kbehler)に よる二十恩物が紹介されているが、ゴルダマーはケーラーを批判している。ケー
ラーの『幼稚園の実践』(1871)に は、遊具遊びと作業をあわせて恩物は二十種類と書かれてい
る。他に、二十恩物を紹介しているのは、モルゲンシュタインの『子ども時代の楽園』(1865)、

ザイデルの『実用的幼稚園教師の問答書』があった。10
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関信三と松野クララは、保育内容における二十恩物の導入という共通の目的を持つていた。二

人は伝習の最初の時期に、二十恩物の教授を目指していたが、附属幼稚園開園直後には、実際に

恩物が揃わなかった。また、伝習が開始された初期の頃であつたという理由から、フレーベルが

最初に教授した第六恩物までを教授 したと考えられる。仮定規則と伝習初期の頃の内容を併せて

みると、当時松野が第二恩物を重点的に教授 しているのは、附属幼稚園には第一恩物から第二恩

物までしかなかったことも考えられる。正式に規貝Jが 制定された開園後の一年をかけて、松野は

ゴルダマーの恩物の用法を教授している。それについては、次の章で保育内容における素材の種

類や、方法の拡充についてより詳細に検討する。

(4)第十一思物及びその他の教授

第十一恩物は二等辺三角形の板であり、摘美式の目的で使用することが記されている。幼児が

「園制に熟知したるとき」つまり、様々な形の構成ができるように熟練 した時は、むしろ幼児に

とつて「害があつても益はない」とい うことを保拇の留意点として教授 した。フレーベルの教え

として、保拇は幼児と共に「遊びの方向に至り」、幼児の表現することを「師」として注意深く取

り扱い熟考するようにと述べている。また、おとなと幼児の違いにもふれ、幼児が興味を持つた

ことを見逃さないようにとの保育の留意点について述べている。

それ以外の保育内容として、粘土模型法、濡糸を石盤上におき、様々な形を造る遊びや、置環

法について記されている。また、幼児にお話を多く語ることが幼児の理解力を育てる上で重要な

ことを示唆 している。

松野の幼稚園教育理論は、フレーベルの幼児教育理論を引用する時は、「フレーベル曰く」とい

うように明確に名前を出して教授 しており、フレーベルの幼児教育論であることを示していた。

それ以外に松野が伝習した幼稚園教育理論について、当時輸入されていたロンゲやウィーブ、ゴ

ルダマーの文献を比較検討 してみた。その結果、挨拶のしつけ以外は M.ビューローが角峯説 した「自

然を通して倉J造主である神に導くこと」、「平L児にとつての子守 り歌の重要性 と同様に、幼児にと

つて歌と遊戯を併用する教育効果について」、「対照の法貝Jや幼児期の重要性等」をM.ビ ューロー

と近似 した表現を用いて伝習していることが明らかになつた。

松野は、第一から第六恩物までの恩物の教授を重点的に行い、フレーベルの幼児教育理論を概

ね教授 している。第七恩物からは「形」を示すいわゆる「作業具」と呼ばれるもので、置箸法、

置環法、置板法、連板法、湿糸 (置き糸)の遊びであると松野は解説をしている。明治 12(1879)

年 1月 14日 の講義では、前述の五種類総ての作業具は揃つていないと当時の状況を述べている。

また、ゴルダマーの恩物の用法を教授 しているが、保育内容の整備がなかなか進まなかつたため、

第六恩物を重点的に教授 しつつ、入手しやすい二十恩物から整備を進めたと考える。(「 全」P.52-56

図 27)こ こでは「恩物」という言葉が使用されているが、フレーベルの原書によればこれらは作業

具に分類されている。この点については言葉の使い方が曖味な部分があるといえる。以上のこと

から、松野クララの伝習に使用されたテキス トは、M.ビューローの著書であつたといえる。
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図 27-① 「全」P.52-56

図 27-② 「全」P.52-56
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第 3章 豊田英雄の幼稚園教育の実践的展開

― 「代紳録」から「恩物大意」ヘー

前章では、松野クララの幼稚園教育理論から、豊田芙雄が学んだことを明らかにした。

本章では、これらをもとに豊田芙雄が実際に実践した保育について論述する。第 1節では、「恩物

大意」の構成と内容について検討し、この書が「代紳録」よりもさらに詳細に、ゴルダマーの恩物

の教授法について解説した書であることを明らかにする。

また「恩物大意」は、豊田芙雄が松野クララから伝習された内容以外に、お話や唱歌も記載して

いることから、『 幼稚園記』や『幼稚園創立法』等から学んだ事を実践した結果をまとめた書である

と言える。豊田筆記の「代紳録」と「恩物大意」を比較することで豊田芙雄が実践を通して、幼稚

園教育の理論形成をした過程を辿る。

第 2節では、豊田芙雄が独自の幼稚園教育理論の形成をするきつかけとなった、鹿児島県立女子

師範学校附属幼稚園の実践について検討する。豊田芙雄が、明治 12(1879)年に鹿児島に出張し開

設 した鹿児島女子師範学校附属幼稚園は、東京での豊田の実践経験の成果が反映されている。そし

て、鹿児島県立女子師範学校附属幼稚園での実践の成果が、再び東京女子師範学校附属幼稚園にも

影響を与えたという点において、鹿児島女子師範学校附属幼稚園は、幼児教育史上意義のある幼稚

園である。我が国で最初の附属幼稚園と二番目の鹿児島の幼稚園の保育を比較して、豊田芙雄の実

践の変容について考察した。

第 1節 「恩物 大意」の構成 と内容

1「恩物大意」の構成
この書は表紙に東京女子高等師範学校附属幼稚園の印が押してある、三十四葉からなる資料である。

明治 41(1908)年 に、女子高等師範学校が東京女子高等師範学校に校名が改称された。この時、豊田

は六十四歳になっており、茨城県教育功労者の表彰を受けているので、この時期に寄贈されたとも考

えられるが、保育内容は豊田が実践をしていた明治初期の内容である。書名は「恩物大意」であるが、

恩物の教育的意義や使用法だけでなく、保育内容全般に渡つて記されている。使用 されている用語を
「代紳録」と比較すると、次のような差異があつた。フレーベルは、幼児による表現遊戯を各系列で、
「認識の形」「美の形」「生活の形」の三種類の形に分けている。両書とも、営生式 (生活の形)と修

学式 (認識の形)は同じ表記であるが、「代紳録」では 「美の形」が「摘美式」と記されている。「恩

物大意」では「美麗式」と変更されており、明治 10(1877)年に制定された附属幼稚園規則の保育科

目の表記と同じであり、同規則の影響が見られる。

本章では 「恩物大意」の小見出しを、主な保育内容である①恩物、②遊戯、③お話、④唱歌、⑤そ

の他に分類し、その特徴について以下に記 した。また、表 1は 「恩物大意」の小見出しにそつて、そ

の概要を筆者がまとめたものである。 (表 1参照)

(1)思物
「恩物大意」の申から恩物に関する小見出しを挙げると、「恩物大意」 (―～五丁)、 「布別氏恩物組

み立ての基礎」 (六丁)「恩物用法の定則」 (六～七丁 図 1)、 「美麗式」 (人丁)、
「修学式」 (人丁)、



「営生式」(十一丁)、 「第五修学式」(十二丁)、 「豆細工」に 十六丁)、
「模型法」に 十七丁 図 2)、

「恩物と用法の差」 (二十七丁)である。

最初に、幼稚園教育の創′台者であるフレーベルの生い立ちが紹介され、次に「恩物組立の基礎」と
して、積木 (恩物)と 用法の二種類があると記されている (「布別氏恩物組み立ての基礎」六丁)。

図 1「恩物用法の定則」の続き

弄 夕茅

次に、恩物と用法の違いについて解説が記されている。恩物には、立体から面→線→点を抽出し

て各々の取り扱いに慣れるという目的があること、もう一つの目的は点→線→立体と構成 していく

ことであり、第一から第十六までの恩物が挙げられている (「恩物用法の定則」六～二十六丁)。

「美麗式」(美の形)、 「修学式」 (認識の形 )、 「営生式」 (生活の形)、 「第五修学式」 (第五恩物にお
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ける修学式―認識の形の意味と推定)について解説されている。
「豆細工」については、切 り紙とは異なり、豆細工の製作では全体的なデザインを考える力を育て

ると解説 している (二十六丁)。

「模型法」は、いわゆる粘土遊びである。フレーベルが、幼児にとつて絵をかくより粘土で製作す

る方が、物体の全体を捉える力を育成できると述べたことが記されている (二十七丁 図 2)。

また、粘上の遊び方だけでなく衣類を汚さないで、粘土を扱 う方法等も教えるように述べている

ことから、製作方法だけでなく清潔に関する生活習慣についても幼児に教授 していたことがわかる。
「恩物大意」の中では、恩物の片付け方についても丁寧に記されている。後で述べるボール遊びに

おいても、ボールの片付け方についての指導が記されていることから、子どもの生活習慣の育成に

関する指導を重視するようになったと考える。

(2)遊戯

遊戯に関する項目は、「遊戯の解」(二十人～二十丁)、 「球の遊び」(三十二丁)、
「手を動かす遊び」

(二十二丁)の項目である。「遊戯の解」は、子どもの遊びの意味や決まりを理解するために書かれ、

遊びの種類や遊び方も紹介されている。豊田は、フレーベルの教育の意図として、「遊戯は身体を動

かす体操だけをするのではなく、唱歌を用いて豊かな情操を育むために身体を動かして遊ぶ」(二十

九丁)と解説 している。遊びの紹介の中には、「ゴム球類の遊」と「球但し木」というように、同じ

球の遊びでも素材によって遊び方が異なる場合は、二種類にわけて解説 している。「ゴム球類の遊」

は現代のボール遊び と同じであり、年長児の遊び方の事例が三つ記載されている。それは、好きな

色のボールを幼児に選ばせ、色の名前を答えさせる遊び、丸くなって順番にボールを送る遊び、二

列に幼児が向かい合わせに並んでボールを渡す遊びである。豊田が書き留めた三つの遊び方は、『子

ども時代の楽園』1)で述べられた内容とほぼ同一である。豊田のボール遊びの指導法は、現代の幼

児のボール遊びと共通しているが、左右の手を識別することを重視して指導している点が異なって

いる (「 ボール遊びとしての第一恩物の使用方法の活動例」参照)。

図2「模型法」 (二十七丁)
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Iボール遊びとしての第一恩物の使用方法の活動例I

遊び終わつてボールを箱に片付ける時も同様に、幼児がボールの色と右手の識別ができる

ように繰 り返 し指導し、幼児たちが覚えてきたら、遊び始めに「今朝は、緑色、赤色、青色

のボールのどれで遊びたい ?」 と尋ねてみる。その際に、幼児が「青色をお願いします」と

い うように好きな色を答えられるように配慮すること。

同じことを繰 り返すことに退屈を示す幼児も現れるだろう。しかし、何事も正確に学ぶた

めに必要なのは、定期的な反復 と忍耐である。また、発達段階にある幼児の意識が、きちん

とした道理と規律の必要性を教わることは疑いなく重要だ。そして、幼児が間違えた時、教

師はそれを丁寧に教えて直させること。この方式の最も重要な特徴のひとつは、正確な習慣

を教え込むことなのである。

色が似ているボールはどれかと尋ねることは、幼児が色を覚えるためには良い方法だろ

う。幼児たちは色を覚えると、「ぼくのボールは葉つばみたいな緑色」、「わたしのは、血み

たいな赤だよ」等と話すようになる。活動の申での対話は、幼児たちが間違った話し方を訂

正するためにも、はつきりと正確に行 う。話す練習の機会をここで与えるのだ。幼児期はそ

の絶好の時期で、読むことを覚える前に、話すことをしっかり身につければ、抑揚のついた

読み方を特別に教わる必要もない。

次のボールを使つた遊戯は、いつも通 りに幼児たちにボールを渡し、立って十分な間隔を

空け両手を横に広げて円になってもらう。広げた両手がちょうど隣の人の手に触れるぐらい

に、そしてそれぞれ右手にボールを持ち、それを右隣の人の左手に皆同時に渡す。この時、

手は頭 より上で、右手で渡 して左手で受け取つた後は、また両手を横に広げて元の場所に戻

す。この活動をそれぞれ自分のボールが一週回つて戻つて来るまで行 う。

そして次は、逆向きに左手で左隣の人の右手に渡 し、また自分のボールが戻つて来るまで

行 う。この動きを、皆が丁寧に難なく出来るようになるまで行 う。

このような単純な活動も、幼児にとっては何度も失敗 したり、中断したりするように難し

いものである。これは、ボールを渡 して受け取る時、頭を回して手を見ないで、手の触れる

感覚だけでやると上手くできる。そしてこれが上手く出来るようになれば、今度は目を瞑つ

てやつてもらう。何も言わない状態で、初めか らこのように上手く出来たならばそれは責い。

三つめの遊戯では、幼児たちがお互い向き合 うようにして、二列に並んでもらう。片方の

列の人がボールを投げ、もう一方の列の人は受け取るだけである。まずは一組が行い、次に

二組が同時に、次は三組、とい うようにして最終的に全ぶの組が同時にボールの投げ渡 しを

行 う。

「第一恩物」『子ども時代の楽園』(Wiebe,E.)よ り抜粋 pp.8-9 (私訳)

「球の遊び」 (三十二丁)の遊び方は、「立方体 (積木)を机の上におき、球を投げて当てた場合

には、その子どもにご褒美を与える」(図 3)と いう遊び方であり、現代の「的当て遊び」に類似 し

た遊びである。
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「球の遊び」 (三十二丁) 図 3

「手を動かす遊びでは、「チークターク」という時計の音にあわせて、手を下に振る形にする遊戯

を紹介 している。 これは『幼稚園記』 (第 ■巻)に も掲載 されている遊 びであ り、原著は 動θ

府″iergarι
“

(ド ゥアイ)の Pendulum(ふ りこ)である。「恩物大意」には、この ドゥアイの原著

に掲載されている手遊び「巣の中のひな鳥」、遊戯 「うさぎ」「かえる」、輪になって遊ぶ「かたつむ

り」等が掲載されている。 (三十二丁)

(3)お話

幼稚園で幼児に話す短いお話の事例として、動物をテーマとした話や人FH3と :動物を比較 した話、

神仏や家族に関する話、学校に関する話、歴史の話等七種類の話を挙げている。具体的には、「猫と

針の話」、「太陽と風の話」、「星と谷の話」等教訓を含んだ昔話の事例が掲載されている。

(4)唱歌

唱歌には、「唱歌の要」(二十六丁)と 「布別氏の著述の歌に曰く」(三十丁)の項目が該当する。

ギリシャでは歌を重視 していたことを例に挙げて、朝夕歌を歌 うことは、健康によいこと等歌を歌

うことの教育効果について述べている。「布別氏の著述の歌に曰く」 (二十丁)の項目では、朝の歌

をとり挙げている。フレーベルが作った「朝の歌」は、「今日は気持ちもさわやかで一緒にみんなで

遊びを始めよう」という意味の歌である。以下、幼稚園から降園する前に歌 う「退園の時の歌」(三

十丁)が記されている。

(5)その他
「親の教育に二つあり」 (二十人丁)は、子育ての留意事項であつて、第一子は特に親に似るので、

親が優れた行いや言葉遣いをするように勧めている。
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表 1 「恩物大意」の概要

「恩物大意」の項目 概  要 ページ数

「恩物大意」 1782年 4月 21日 、フレーベルが ドイツに誕生 し、幼稚園教育の方法を

考案 したことについて書かれている。

―～五丁

「布別氏恩物組み立

ての基礎」

フレーベルの恩物の理論によると二種類ある。一つは、積木のように一

個の物体 として存在する恩物と、もう一つは用法と呼ばれる紙のように切

断して形を変える素材の恩物である。

六丁

「恩物用法の定貝J」 恩物は、立体から面→線→点を抽出して各々の取 り扱いに慣れること、も

う一つは点→線→立体と構成 していく作業である。第一から第十六までの

思物が挙げられている。次に、第二の順序は点から始め、形を為 し物体と

なる方法が記されている。

六～

二十六丁

「美麗式」 美麗式 (美の形)を、第二、第四恩物に用いる際の指導の説明がある。

「修学式」 修学式 (認識の形)の指導についての説明が記されている。

「営生式」 第五恩物を例に挙げて「営生式」(生活の形)の指導の説明が記されている。

「第五修学式」 第五恩物における修学式についての説明が記 されている。

「恩物と用法の差」 「恩物 と用法の差」についての解説の記述がある。

「唱歌の要 」 ギリシャでは歌を重視していたことを例に挙げて、朝夕歌を歌 うことは、

健康によいことや、歌を歌うことの教育効果を記述 している。

二十六丁

「豆細工」 豆細工 と折紙は、「切 り紙 とは大変異なつてお り、折紙は平面的であ り、

豆細工の製作においては、立体的なデザインを考える力を育てる」 と解説

している。

二十六丁

「模型法」 粘土遊びの重要性および、遊びの指導の留意事項 として、衣類を汚さな

いで、粘土をあつかう方法等も教えるように述べている。

二十七丁

T親 の教育に二つあ

り」

第一子は特に親に似るので、親が優れた行いや言葉遣いをするように勧

めている。

二十八丁

「遊戯の解」 遊戯は単に身体を動かす体操ではなく、唱歌を用いて豊かな情操を育む

ために身体を動かして遊ぶことに教育的な意味があるとフレーベルの教育

を解説 している。

二十八丁

「布別氏 の著述の歌

に曰く」 ”り

フレーベルの「朝の歌」とその解説、および幼稚園から降園する前に歌

「退園の時の歌」 (二十丁)力 記` されている。

三十丁

「玉の遊び」 立方体 (積木)を机の上におき、玉を投げてあてる遊びで、当たつた場

合には、その子どもにご褒美を与える等遊び方を紹介している。

三十二丁

「手を動かす遊び」 「チークター ク」という時計の音に合わせて手を下に振る形にする遊戯

を始め、運動遊戯を紹介 している。

一十二丁

「幼稚園の子女に為

す小話のこと」

動物をテーマとした話や人間と動物を比較した話、神仏や家族に関する

話、学校に関する話、歴史の話等七種類の話を挙げている。具体的には「猫

と針の話」「星と谷の話」「太陽と風の話」等教訓を含んだ昔話が掲載され

ている。

二十二丁
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2「代紳録」 と「恩物大意」の比較
「代紳録」は、第十一恩物までの使用法の解説で終わつているが、「代紳録」の記述は「恩物大意」

と共通した内容である。「恩物大意」では、その記述に続いて、第十二恩物が「組板」、第十二恩物が
「置箸」、第十四恩物が「置輪」、第十五恩物が「濡糸」であって、石盤を水に濡らし、濡糸の端に結
び輪をつくる、第十六恩物が碁石であって、立方体の角の人点を碁石或いは豆等にすると記されてい

る。「代紳録」の恩物に関する記述は、未整理で口述されたままを記録した状態であったが、「恩物大

意」では、豊田が独自に考案した項目として付けられている。その項目を検討すると、フレーベルの

幼稚園教育理論の主な保育内容全般、つまり恩物、遊戯、唱歌、お話について記されている。

恩物の指導法についての教授に関する記述を、『子ども時代の楽園』(Wiebe,E.)と 比較すると、ウ

ィーブの二十恩物は、第七恩物が四角と三角の形をならべる置板法、第人恩物が、棒状の図形を作る

置箸法、第九恩物が円と半円の図形をつくる置環法、第十恩物が絵を描く図画法、第十一恩物が刺紙

法、第十二恩物が刺繍する繍紙法、第十三恩物が紙を切つたりくっつけたりする剪紙法、第十四恩物
が織紙法、第十五恩物が細長い薄い板を組み合わせる組板法、第十六恩物が連板法であり、「代紳録」

や「恩物大意」と明らかに異なっている。つまり、「代紳録」と「恩物大意」の両書に記録された恩物
の用法は、松野クララが最初にゴルダマーの恩物の用法を教授したことを示している。

明治 12(1879)年 1月 までは、豊田はこの松野の教授した用法を附属幼稚園で実践し、見習生にも

教授していた。ここで注目したいのは豊田が「恩物大意」とタイ トルをつけながらも、その内容は恩

物だけでなく、唱歌やお話、遊戯について記述してあり、保育内容が充実してきたと考えられる点で

ある。第一恩物とは別にゴムボールを使用しての遊び方の事例が紹介されているが、三つのボール遊

びの指導例は、前掲『子ども時代の楽園』(Wiebe,E.)の 「ボール遊びとしての第一恩物の使用法の活

動例」と近似している。この比較検討の結果から、松野クララはウィーブの著書も参考として、保育

実践に取り入れたと推察する。また、明治 H(1878)年 2月 から8月 までの期間、大阪から保育見習
生として派遣 された氏原銀の手記 のには、『幼稚園』 (Goldammer,■ )に記載されていた庭に小さな穴

を掘つてボールを投入する遊びと同じ方法のボール遊びが記されていることから、松野はゴルダマー

の著書に記されたボール遊びも伝習したと考える。
「恩物大意」が遊戯における唱歌の大切さを説いているのは「代紳録」と共通しているが、唱歌の

教材例が多く示されている点が、「代紳録」と異なる点である。「代紳録」にも「家鳩」の遊びや「四

人の子ども」等いくつかの教副1話が記載されているが、比較すると「恩物大意」の方が、全体に占め

るお話や遊戯、唱歌の実践例が多い。

引用されるたとえや小話について言えば、「代紳録」ではエジプ トのピラミッドなど、日本の幼児に

とつて身近でない外国の話が用いられていたが、「恩物大意」には、幼児がイメージしやすい動物や自

然現象の素材が選ばれている。話の内容をみると、修身的な話から、物語性のある昔ばなしの教材例

に変容している。

以上のことから考察すると、「代紳録」に見る豊田の保育実践は、フレーベルの幼稚園教育学を基盤

としつつも、恩物と遊戯の各指導法に重点をおいたものであつた。しかし「恩物大意」の執筆の時期

においては、フレーベルの重視した歌と遊戯、お話、恩物などのそれぞれの活動を総合して、遊びを

構成し展開しようとする実践に変容してきたことが窺える。「代紳録」と「恩物大意」を比較した結果

としては、 日本の幼児にそった教材の開発や内容の改良を加えつつ実践したことを、この過程におけ

る附属幼稚園の保育の特徴として挙げたい。
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第 2節 鹿児島女子師範学校附属幼稚園の開設 と保育実践の特徴

1鹿児島女子師範学校附属幼稚園の開設
「鹿児島通信」(明治 12年 1月 19日 付)によると、鹿児島女子師範学校が県庁の北方百メー トルに新

築されると共に、隣接 して鹿児島女子師範学校附属幼稚園 (以下、鹿児島幼稚園と略す)が開設され

たことが報道され、「頗る上品」とその様子が伝えられた。豊田芙雄の着任以前に、既に園舎一棟 (遊

戯室)が完成 し、保拇見習生十名 と幼児三十九名が募集され、豊田の着任を待ちわびていた状態であっ

た。

豊田は 3月 13日 に、鹿児島県より「幼稚園開設に付き該当業務申し付く」の辞令を受けた。豊田は、

その開設当時の様子を「幼稚園新設以来之景況」と題 し、後に掲載 した保育時間割のように4月 1日

から二十恩物を使用 して幼児の保育を開始した。尚、開園式は4月 1日 に行なわれた。開園式の日の

保育参観では、第一開遊室 (五歳児)は 「第四積体法」と「事業科、体操」、第二開遊室 (四歳児)は
「六球法」と「鎖ノ連接」という内容であり、その後幼児全員が唱歌遊戯を披露している。この時に

は、東京女子師範学校附属幼稚園の開園式のようにピアノ演奏はなかった。

写真 1 鹿児島女子師範学校附属幼稚園園舎と正門
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2 東京女子lT範学校附属幼稚園 と鹿児島女子師範学校附属幼稚園の比較
(1)保拇数と園児数

明治 10年代の鹿児島幼稚園と東京女子師範学校附属幼稚園の園児数や保拇数および園数を比

較することで、鹿児島幼稚園の特徴について考察する。表 2に よると、鹿児島幼稚園の保拇数は開

設当初は豊田一名であったが、明治 14年 (1881)か ら三年間は保拇七名、明治 17年 (1884)は保拇
一名と準保拇五名の計六名、明治 18年 (1885)は保拇一名と準保拇四名の計五名であった。明治 13

年から 19年まで保拇数は平均して六名であり、園児数は継続して九十名の定員数をほぼ満たしていた

状況であつた。男女比は、多少女児が男児の数を上回つている年度もあるが、ほぼ同数である。

東京女子師範学校附属幼稚園の定員数は百五十名で、開園当初の園児数は七十五名であつたが、次

年度は百五十人名と約二倍に増加している。しかし、明治 12年 (1879)に は全国的なコレラ病の流行
に因り、園児数は九十九名 とかなり減少した 3、 このような社会状況を鑑みる時、東京女子師範学校

附属幼稚園規則 (明治 H年 3月 制定)力 改ヽ定され、「毎月第一土曜日二医師ヲ招キ全テ在園ノ幼稚ヲ

診察セシム」(第二条)の文章が加わったのは、集団保育における感染症の予防および園児の健康管理

が、園児数を確保するために必要であったためと考えられる。しかし、鹿児島女子師範学校附属幼稚

園規則には同様の記載はない。前述した『鹿児島県議会史』によると、当時の鹿児島県は明治 10年
(18771以降コレラ病の流行が激しかったが、西南戦争のため医学校は廃止されており、第一回県会

で医学校及び附属病院の設立が決定されたばかりの医者不足の状況であつたため、東京女子師範学校

附属幼稚園のような園児の健康管理はできなかったと考える。

男女比を比較してみた場合、鹿児島幼稚園は男女がほぼ同じ比率か、女児の在籍数が男児の在籍数

を上回つている年が多かつた。東京女子師範学校附属幼稚園は明冶 14年 (1881)に規則が改正され、

保育課目に「読ミ方」と「書キ方」が導入された。表 2をみると、その年から、男児の園児数が著し

く増加している。東京女子師範学校附属幼稚園の園児の男女比は、明治 13年 (1880)ま では著しい差
は認められないが、明治 14年 (1881)か ら男女比の差異が認められる。小西信人の手記によると、東

京女子師範学校附属幼稚園では多くの保護者から幼稚園では何も教えてもらわないとの不平があり、

保育課日に「読ミ方」と「書キ方」を導入し、小学校の二年に編入できる「つなぎの組」を新た1こ設

置したことが記されている 4)。

『文部省示諭』は「幼稚園ノ性質タル学校 卜同シカラス」と幼児教育の

独自性を説いている。これは当時学齢未満児の小学校入学が問題となっていたことが、背景にあつた

と思われる。鹿児島幼稚園と比較して、東京女子師範学校附属幼稚園の女児の在籍数が少ないのは、

附属小学校への転出等の理由もあつた。つまり、東京女子師範学校附属幼稚園においては、明治 14

年 (東京女子師範学校附属幼稚園規則改正)になって、読み書き教育を導入し小学校二年へ編入させ

るという保育内容と制度の変化が生じたことが、男児の在籍数の伸びに関連していると考える。
一方、同時期の鹿児島幼稚園では、規則の変更や統計上の変化は認められないため、倉J立当初の保

育内容を継続して実践していたと考える。以上のことから、両園の園児数の違いはそれぞれの幼稚園
の保護者の要望や、幼児教育に対する意識が影響したと考えられる。
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表2鹿児島女子師範学校附属幼稚園と東京女子師範学校附属幼稚園の保拇数と園児数の比較

鹿児 島県の公立

幼稚園数

鹿児島女子師範学校附属幼稚園

と保育見習科

東京女子師範学校附属幼稚園 と保

拇練習科

保拇および保育

見習生数

園児数

(計 )

保拇お よび保拇練

習生数

園児数

(計 )

明治 12

年

1園 保拇 1名

保育見習生 10名

男 37名

女 49名

86名

保拇 3名

開誘室手伝 2名

保拇練習生 11名

男  54名

女  45名

99名

明治 13

年

1園 保拇 5名 男 58名

女 57名

115名

保拇 3名

開誘室手伝 1名

保拇練習生 H名

男  51名

女  54名

105名

明治 14

年

1園 保拇 7名 男 32名

女 37名

69名

保拇 4名 男  60名

女  38名

98名

明治 15

年

1園 保拇 7名 男 46名

女 54名

100名

保拇 3名 男  96名

女  51名

147名

明治 16

年

1園 保拇 7名 男 53名

女 61名

114名

保女母3名 男 107名

女  69名

176名

明治 17

年

1園 保拇 1名

準保拇 5名

男 50名

女 63名

113名

保拇 2名 男  98名

女  74名

172名

明治 18

年

1園 保拇 1名

準保拇 4名

男 57名

女 60名

117名

保拇 2名 男  89名

女  78名

167名

明治 19

年

1園 保拇 5名 男 86名

女 65名

151名

保拇 4名 男 105名

女  61名

166名

(『文部省年報』第 7～第 14参照)

「鹿児.島女子師範学校附属幼稚園規則」 (1879(明治 12)年 11月 )

第一条 幼稚園開設ノ主旨ハ学齢未満ノ幼稚ヲシテ天賦ノ知覚ヲ開達シ固有ノ心思ヲ啓発シ身体

ノ健全ヲ滋補シ交際ノ情誼ヲ暁知シ善良ノ言行ヲ慣熟セシムルニ在 リ

第二条 幼稚ハ男女ヲ論セス年齢三年以上満六年以下 トス

但シ時宜二由り満二年以上ノ者モ入園ヲ許シ又満六年以上二出ルモノ ト雖モ猶在園ヲ許

スコ トアルヘシ

第二条 幼稚ノ未夕種痘ヲナサス或ハ天然痘ヲ歴サルモノ及ヒ伝染スヘキ悪疾二罹ル ト認ルモノ

ハ入園ヲ許サス 且既二入園スルモノ ト雖伝染病二罹ル トキハ快癒二至ルマテ来園スルヲ

得 ス
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第四条 入園ノ幼稚ハ大約九十名ヲ以テ定員 トス

但シ本校ノ都合ニヨリ増減スルコ トアルヘシ

第五条 幼稚ノ募集ハ予メ其期 日員数等ヲ広告スヘシ

第六条 幼稚ヲ入園セシメン ト欲スルモノハ第一号書式ノ願書ヲ以テ申出ツヘシユ入園ノ許可ヲ

受ケタルモノハ第二号書式ノ保証状ヲ出ダシ及ヒ玩器料 トシテ金五十銭ヲ収ムベシ

第七条 園中二在テハ保拇幼稚保育ノ責二任ス故二附添人ヲ要セス

但シ幼稚未夕保拇二慣剛1セサル間ハ附添人アルモ妨ケナシ且幼稚自カラ往来スル能ハサ

レハ附添人ヲ出タシテ送迎セシムヘシ

第人条 入園ノ幼稚ハ毎月金五拾銭ヨリ多カラス三拾銭ヨリ少カラザル保育料ヲ収ムヘシ

第九条 入園ノ幼稚ハ年齢二由り之ヲ分ツテ三組 トス

第十条 幼稚保育ノ時間ハ毎日四時 トス

但シ保育時間内 卜雖モ幼稚ノ都合ニヨリ其旨ヲ申出デ退園スルモ妨ケナシ トス

第十一条 幼稚在園ノ時ハ六月一 日ヨリ九月二十 日迄午前第ノヽ時ヨリ正午十二時二至り十月一日

ヨリ五月二十一 日迄午前第九時ヨリ午後二時二至ル 但シ当分都合ニヨリ午後一時二至

ル

第十二条 年中休 日ハ本校二準ス

但シ臨時休 日ハ其時々掲示スベシ

保育科目

第一 営生式

日用ノ器物即チ椅子机或ハ禽獣花果等二就キ其性質或ハ形状等ヲ示ス

第二 摘美式

美麗 トシテ好愛スル物即チ彩色等ヲ示ス

第二 修学式

観玩二由テ知識ヲ開ク則チ立方体ハ幾個ノ端線平面幾個ノ角ヨリ成 り其形ハ如何ナル等ヲ示

ス

右ノ三科包有スル所ノ子目左ノ如シ

第一恩物六球法 第二恩物三体法 第二恩物第一積体法 第四恩物第二積体法 第五恩物第

二積体法 第六恩物第四積体法 第七恩物置板法 第人恩物置箸法 第九恩物置環法 第十

恩物図画法 第十一恩物刺紙法 第十二恩物繍紙法 第十三恩物剪紙法 第十四恩物織紙法

第十五恩物組板法 第十六恩物連板法 第十七恩物組紙法 第十八恩物摺紙法 第十九恩物

豆工法 第二十恩物模型法  置糸 貝ノ遊 鎖ノ連接 計数 博物解 説話 唱歌 体操

遊戯 畢

※「鹿児島女子師範学校附属幼稚園規則」は『宮崎県古公文書鹿児島県布達』の写本より抜粋した (鹿児島県立図書館所

蔵)。

(2)園舎と園庭

園舎は、東京女子師範学校附属幼稚園の園舎をモデルとした擬洋風建築であつた。規則にも「入園

ノ幼稚ハ年齢二由り之ヲ分ツテ三組 トス」と記されていることから、開誘室 (保育室)は三歳～五歳

の幼児の年齢によって分けられた。『 文部省年報』に「同十二年五月更二幼稚園開誘室ヲ増設シ以テ幼



稚ヲ募集ス」Dと 園舎増築について記されている。つまり園児募集の見込みが立ち、五月に,開誘室が

二部屋設置されたと考えられる。開誘室の他に遊戯室、廊下などがあり、室内は幼児用の机 と椅子、
二十恩物などの教材が備えられていた。園庭には、保育科目に 「花果等二就キ其性質或ハ形状等ヲ示
ス」と記されていることから、園児が栽培活動をするための花壇があり、約二十名程度の幼児が園庭

で輪になって遊戯をする広さが確保されていたの。

また、豊田は鹿児島を去る時に、園庭に様々な樹木を植える大切さを「代紳」に書き残 しているつ。

これは様々な種類の樹木を植えることで、幼児が自然物に親 しみ、興味や関心を持つことを願っての

園環境に関する配慮と言える。

(3)保育内容

東京女子師範学校附属幼稚園との相違点の一つに、保育のねらいともいえる科目名に、「営生式・修

学式・摘美式」の表記が使用されていることが挙げられる。 しかし、科目の内容は、東京女子師範学

校附属幼稚園と全く同じ内容である。

具体的な保育内容を示す子目は、鹿児島女子師範学校附属幼稚園規則では、「遊嬉」は「遊戯」に表

記が変更して記された他、『幼稚園法二十遊嬉』に倣つた表記法が使用されている。子日の数を比較す

ると、鹿児島幼稚園は二十九子日、東京女子師範学校附属幼稚園は二十五子目であるので、鹿児島幼

稚園の方が二十恩物に,関する子目が三つ、二十恩物以外に関する子日では「置糸」の子目が一つ多い。
「置糸」という子日は、第一開誘室の保育時間表にのみ記載されている。「代紳録 二」をみると、豊

田は明治 12(1879)年 2月 1日 の講義で、「置糸」の遊びを紹介 している。「置糸」は、水で湿らした

石盤上に絹糸を初め輪状に置き、変形させて花や葉に見立てる遊びであり、年長児向けの保育内容で

あつた。「恩物大意」にも同様の「濡糸」という糸を使用した遊びの記載があり、ゴルダマーの思物の

用法である。この「置糸」に類似 した素材を使用した保育内容には、明治 29(1896)年 5月 の東京

女子師範学校附属幼稚園の分室で行われた「紐置き」力`あり、この 「紐置き」は大正時代の福岡県の

小倉幼稚園の資料を見ると、恩物として保育活動の中に位置付けられていため。

鹿児島幼稚園の園生活の流れを記載した保育時間表 (表 3)をみると、保育時間表は年齢別に三種

類あつた。東京女子師範学校附属幼稚園との主な相違点は、「遊嬉」を2種類の内容に分けて、いわゆ

る「自由遊び」にあたる「自由遊戯」と「体操」とフレーベルのilE動遊戯に相当する「遊戯」が同じ

時間帯に組み込まれ、一連の活動として両方併せて毎日行われていたことであるの。

先に引用した「蒐めた幼稚園史料 第一回幼稚園卒業生の思い出」の中で、第一回卒業生が思い出

として、「園庭で丸く輪をつくり、輸の中心にいる保舞を模倣 し、手足を動かして遊戯をした」ことを

語つている。鹿児島幼稚園では、遊戯の時間が増えただけでなく、フレーベルが ドイツのわらべ うた

を教育的に改良して「フレーベルのうたと遊び」を作成 したように、豊田も「ひらいたひらいた」等

の日本のわらべ うた遊びを積極的に保育に取り入れた。また、「ここなる門」、「風車」などの遊戯をす

る際に、ピアノを使用せず歌いながら遊んでいる点は、先のわらべ うた遊びと共通 している。「ここな

る門」の遊びはわらべ うた遊びの門くぐり遊びと同じ遊び方であつた。以上の保育内容の拡充から、

豊田が型を模倣することから始まつた遊戯を、歌詞や リズムを改良して日本の幼児に適 した遊戯に創

り変えて行つた様子を窺 うことができたσまた、「恩物大意」に記載されていたのは外国の昔ばなしで

あつたが、「すずめのおやど」「桃太郎」などの日本の音ばなしも取り入れ、説話に関する内容も豊か

にする工夫をした。

保育の時間配分は、東京女子師範学校附属幼稚園は、一つの活動が二十分間から四十五分間、特に

「遊嬉」は一時間二十分と幼児には長時間であつたと思われるが、鹿児島幼稚園では「室内会集・唱歌」

は二十分間、他の活動は三十分間と短い時間の設定になっている。また、鹿児島幼稚園は十分間の「放



課」という休憩時間を設定しているが、豊田が 「開誘の方法」に記 しているよう1へ 幼児の 「緊張」

と「発散」のバランスを考慮 してのことだった Ю)。

第二開誘室の保育時間表をみると、鹿児島幼稚園では第二開誘室 (満三歳以上満四歳以下)の一日

の保育時間が、他の二つの開誘室より三十分間短縮されていたことがわかる。このように、年齢によ

つて保育時間を変えたことは、東京女子師範学校附属幼稚園との相違点である (表 3(第二開誘室)

参照)。 また、第一開誘室 (満五歳以上満六歳以下)・ 第二開誘室 (満四歳以上満五歳以下)の活動内

容は「物品名、諸色、単語、説話、其他受持保拇ノ見込ヲ以五官ノ錬磨ヲナサシム」と記されていること

から、豊田は保拇が単なる知識の伝達をするだけでなく、幼児の感性を育てることを重視していたと

考える。規則に掲載された保育子目や保育時間表などから、豊田が東京女子師範学校附属幼稚園にお

ける実践経験を基に、幼児の年齢や発達に応 じた保育時間や内容に改変 しようと試み、鹿児島幼稚園

で保育実践を改善 していつた姿を知ることができた。

(4)その他

入園資格は、東京女子師範学校附属幼稚園に準じ、原則として三歳から六歳と定めているが、時期

や状況が適当であれば、満二歳の年齢に達 した幼児や満六歳以上の幼児も入園を許可することも記さ

れている。これは前述したように、明治 41(1908)年まで鹿児島幼稚園一園のみしか開設されなかつ

た鹿児島県の入園状況を、考慮したためであったと考える。

東京女子師範学校附属幼稚園には、幼児が保拇に慣れない場合のための員外開誘室が設けられたが、

鹿児島幼稚園には員外開誘室は設けられていない。付添人同伴の員外開誘室が設けられなかつた理由

については、豊田は特に言及 していない。鹿児島幼稚園の卒業生の回想録には、西南戦争直後の世情

の安定しない社会状況下にあつた幼児にとっては「無風地帯におかれて居まして至極心をやガヽでぁり

ました」
11)と いう環境であつた。このように鹿児島幼稚園では、豊田の指導によつて保育見習生たち

が幼児に適切な関わりをすることで、園生活への適応を促す方法をとつていた。

表 3 鹿児島女子師範学校附属幼稚園の保育時間表

(第一開誘室〉

月 火 水 木 金 土

20分 室内会集

唱歌

仝

　

仝

仝

　

仝

仝

　

仝

全
　
全

仝

　
仝

30分 第二 第二積体法 第二積体法 第四積体法 置板法 置箸法 剪紙法

10分 放課 仝 仝 仝 全 仝

30分 計数

脩身話

図画法 連板法

歴史上ノ話

組板法

置糸

博物角摯

置鏡法

豆工法

30分 体操*

遊戯*

仝
　
仝

仝

　

仝

仝
　
仝

全
　

仝

仝
　
仝

30分 織紙法

唱歌

刺紙法

仝

繍紙法

仝

摺紙法

仝

組紙法

仝

模型法

仝

30分 自由遊戯 仝 仝 仝 全 仝

30分 物品名、諸色、単語、説話、其他受持

保拇ノ見込フ以五官ノ錬磨ヲナサ

シム以下之二微ヘ

仝 仝 仝 仝 全
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(第二開誘室〉

月 火 水 木 金 土

20分 室内会集

唱歌

仝

　

仝

仝

　

仝

仝

　

全

仝
　
仝

仝
　
全

30分 第一積体法 第二積体法 第一 第二積

体法

第二積体法

剪紙法

置鏡法

計数

置箸法

10分 放課 仝 仝 仝 仝 仝

30分 小話

員ノ遊ヒ

図画法 画解

組板法

置板法 脩身小話

連板法

博物解

豆工法

30分 体操遊戯* 仝 全 仝 仝 仝

30分 鎖ノ連接

唱歌

織紙法

仝

刺紙法

仝

繍紙法

仝

摺紙法

仝

模型法

仝

30分 自由遊戯 仝 仝 仝 仝 全

30分 物品名、諸色、単語、説話、其他受持

保婦ノ見込ヲ以五官ノ錬磨フナサ

シム以下之二傲ヘ

仝 全 仝 仝 仝

(第二開誘室〉

月 火 水 木 金 土

20分 室内会集

唱歌

全
　

全

仝

　

仝

仝
　

仝

仝

　

仝

仝
　
仝

30分 六球法 三体法 第一積体法 第二積体法 三体法 置 板 法

/1ヽ話

10分 放課

30分 画解

計数

図画法 博物画解

置板法

員遊ヒ

計数

脩身話

組板法

置箸法

30分 体操遊戯* 仝 仝 全 仝 仝

30分 鎮連接

唱歌

貝遊 ヒ

小話  唱歌

織紙法

階梯  唱歌

鎖連接

唱歌

摺紙法

唱歌

豆工法

唱歌

30分 自由遊戯 仝 仝 仝 仝 仝

*体操と遊戯は、第一開誘室には別々に記載されているが、第二、第二開誘室では一つの子目名として続けて記載されている。

3鹿 児島女子師範 学校附属幼稚園の保育の特徴

両園の規則を比較して明らかになった相違点は、保育料の額、園における健康診断と員外開誘室の

有無である。幼児の健康管理においては、豊田が「保育の注意」1の で述べているように、保拇が幼児

の健康状態に留意するよう指導していたと考える。しかし、東京女子師範学校附属幼稚園の方が、健

康診断をする等鹿児島幼稚園より充実した健康管理をしていた。また、付添人の同伴を認める等、幼

児に対して保護的な傾向が強かったことが挙げられる。言い換えれば、鹿児島幼稚園においては、過_

度な大人の干渉をリト除し、自立した子どもを育てる教育方針であつたと言える。

東京女子師範学校附属幼稚園の規則と比較して明らかになつた鹿児島幼稚園の保育の特徴は、①子

目の種類が増えたことと、②「遊嬉」が「自由遊戯」と、「体操」とその後続けて「遊戯」を実施する
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二種類に分けて保育時間表に組み込まれたことである。保育時間表を見ると、東京女子師範学校附属

幼稚園よリー課の時間配分が短く、三十分以内に設定されている。これは、幼児の発達に即した時間
の配分であり、明治 14年 (1881)に 改正された東京女子師範学校附属幼稚園規則の第六条「保育時間
ハー課二付三十分間 トシ」との記述と共通点を見いだすことができる。両園の規則の比較を通して、

豊田が鹿児島幼稚園において、自分の保育経験を生かし、幼児の発達に即した保育や内容の充実を模

索した形跡を確認することができた。

豊田が帰京前に岩村にあてた建白書には、「幼稚ヲ教育スルハ外部皮相二拘泥セス 努テ真ノ稟性

ヲ暢発シ想像ノ勢カヲ拡充セシムルノー点ヲ以テ終始目的 卜為サシムル」B)と 記されている。つまり、

豊田は幼稚園教育の目的を、表面的な教育の成果にこだわらず、幼児の生まれつき持つている天性と

もい うべき資質や個性を伸ばすことと、幼児の想像力を広げることと考えている。豊田のこの言葉に

は、松野クララや関信三から教授 されたフレーベル主義の保育観の影響が現れていると言える。

また、豊田は前述の「代紳」に世界地図か日本地図を幼稚園に購入するように書き残 している。こ

のような環境構成を通 して、幼児に身近な地域への関心を育てるように配慮するだけでなく、より広

い世界への関心を日本地図や世界地図で培お うとした豊田の教育的意図にあったと考える。鹿児島幼

稚園の保育内容や方法は、豊田の先見性のある保育観が基盤にあり、東京女子師範学校附属幼稚園で

の保育経験を反映したものであった。

写真 2 鹿児島女子師範学校教員と園児 明治 13年 3月

慰
■1
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第3節 鹿児島女子師範学校附属幼稚園保育見習科における保拇養成

豊 田は保育と並行 して、幼児の保育に携わる保拇を養成する保育見習科の仕事も並行 して始めなけ

ればならなかった。保育見習科は、県下の幼稚園普及を推進するために設置されたため、保拇養成は

開園の要とも言える仕事であったからである。初代園長は鹿児島女子師範学校校長の島津珍彦が兼任

していたが、保育見習科は幼稚園内に併設され、実際には豊田の指導に任されていた。

鹿児島県では、豊田芙雄が帰京後のことを考慮し、明治 12(1879)年 5月 に本科生の櫻川以智と堀

ふみの二名を選び、保拇練習科に派遣 した。櫻川の回想録をみると、「豊田先生が鹿児島の御用が済ん

で、東京にお帰 りになると後が困るから、その代わりに、私が修業に出掛けた」
10と

保旭練習科に派

遣された理由を記 している。この記述から、鹿児島県では幼稚園開設当初から二つの目的を設定し、

各目的に応 じた保拇養成を構想 していたと考えられる。その一つが、豊田の後任として指導的立場に

立つ保拇の養成である。そのために、鹿児島女子師範学校の本科生を保拇練習科に派遣するという方

法がとられた。岩村は将来的な展望を持って、幼稚園の普及のための保拇養成を構想し、鹿児島県の

保拇養成の存続にも配慮していたと考えられる。そしてもう一つは、県内の幼稚園の普及を目的とし

た保拇を養成する保育見習科の開設であつた。

1保 育見習科規則か らみた保拇養成

(1)入学資格

鹿児島女子師範学校附属幼稚園保育見習科 (以下、鹿児島幼稚園保育見習科)の入学資格は、二

十歳以上四十歳以下の女性で、温厚かつ善良な人柄であり健康であること、学力の面では「普通

ノ書」を理解 し「略算術」を学んだことが条件で募集 された。この入学資格は、東京女子師範学

校附属幼稚園保拇練習科 (以下、保拇練習科 と略す)に準 じた資格であつたが、保育見習科では

入学試験を実施 していなかった。また、保証人が鹿児島県内に住んでいて身元が確実であること

が条件であり、生徒は通学することになっていた。

鹿児島幼稚園保育見習生募集に関する布達や新聞広告等を見出せなかつたため、入学試験を実

施 しなかった理由は、不明である。豊田が二月に着任 した当初十名在籍 していた見習生は、正式

に保育見習科が発足 した 7月 ■6日 には、七名に減少 している。これは、前述 した西南戦争後の

生活が厳しい状況も影響していると思われる。このような状況を考慮して、入学資格の条件をほ

ぼ満たしていれば、保育見習科の入学が許可されたのではないかと考える。

(2)修業期間と卒業試験

修業期間は、保拇練習科が一年間であるのに対し、鹿児島幼稚園保育見習科は修業期間が「仮
二六ヶ月」とその規則に記載されている。保育見習科は、当初は短期間の養成を予定していたが、

実際の保拇養成には明治 12(1879)年 3月 から翌年 5月 までの約一年間の期間を要している。東

京女子師範学校附属幼稚園に大阪から派遣された最初の見習生の修学期間が六 ヵ月であつたこ

とや、当時の師範学校の修業期間が四ヵ月に短縮されていたことも、最初の鹿児島幼稚園保育見

習科の修業期間の決定に影響を与えたであろう。「仮二六ヵ月」と修業期間に柔軟性を持たせた

ことは、多様な入学志望者に対応 しつつ、保拇練習科を指標 とした保拇養成をするためであった

と考える。豊田の滞在期間が延長され一年間の保拇養成が実施された理由は記されていないが、

結果的には計画時より保拇養成の内容が充実したものとなった。
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規則の第十一条によると、毎月末に試験が実施され、得点により席次がつけられた。第十二条に「全

科熟達」の後に「大試験」を行ったと記されているように、卒業試験をしたことは保婦練習科と同じ

である。このように、保育力の確認をするために試験を実施したことが、保畑養成の質の向上に寄与
したと考える。

(3)授業時間

鹿児島幼稚園保育見習科は、 日課は五時間でその内三時間が授業であつた。「科外時間」は二

時間であり、生徒各自が自由に手記の清書や授業の復習をする時間としていた。保育見習科は、

保拇練習科 と比較 し、授業時間が一時間短く、逆に自習時間が長い。土曜日は三時間が科内時間

であり、科外時間は一時間設定されていた。保婦練習科も、同じく土曜 日は三時間であつたが、

科外時間はなかった。生徒たちは、毎 日の保育に参加 した後、授業を受けるわけである。教員が

豊田一人の鹿児島幼稚園保育見習科は、授業時間が保拇練習科に比較 して少ないのは無理 もない

ことである。しかし、地方における保拇養成の普及の視点からみると、この日課は実際的な養成

方法のモデルを示すことになったと考える。

(4)学科課程  〔科日と時間数〕

表 4に鹿児島幼稚園保育見習科と保拇練習科の学科課程を示した。鹿児島幼稚園保育見習科の

科目内容は、当初の構想において保婦練習科 と修業期間の違いがあるため、簡略化されてはいる
が、科目の種類はほぼ同じである。

保拇練習科との相違点を拳げると、保拇練習科では 「教育論」が一週間に二時間設定されてい

るが、鹿児島幼稚園保育見習科では「幼稚園教育ノロ授」と名称が変更され、時間数も一週間に
一時間に削減された。同じく「物理学ならびに動植物学」は「物理書及博物書」に変更され、時

間数も減 リー週間に一時間 となった。また、「人体論」が「生理書」に変更され、三週間に一時

間と削減された。「古今小説」は「古今会話」に変更され、三週間に一時間と削減された。「修身

学」も「修身書 諸物指教」に変更となり、授業時間外に三十分ずつとられた。以上のように名

称が変更された科 目は五つであった。変更された科目の一例を挙げると、「物理書及博物書」は、

簡易な書物を使用 してその概略を教授 したことが記されている。同様lへ 「生理書」も「簡易な

生理書」を使用 して、教授 されたことが記されている。このように名称が変更された科目は、時

間数が削減され、簡易で実際的な内容に変更されたと考える。

鹿児島幼稚園保育見習科では、「布列別伝」 (フ レーベル伝は原書について口授 し、生徒が手記

する)や「幾何学」 (平面幾何の大意を口授 し、間答する)、
「図画初歩」 (幼稚園法の縦横線から

始め諸物体の形を模写する方法の教授)の三科 目は開講 されなかった。 しかし、「園制の大意」
の授業では、『幼稚園記』やその附録を使用して授業が行われており、『幼稚園記』の中には「図
画」の項目がある。よつて、「図画初歩」力`不開講でも、その科目の内容が全く教授 されなかっ

たというわけではない。また、「布列別伝」も同様に科目としては開講されなかったが、『幼稚園

記』および「代紳録 全」にはフレーベルの紹介が記載されているため、フレーベルの生い立ち

等の紹介は生徒に伝えられたと考えられる馬)。

鹿児島幼稚園保育見習科における豊田の教授方法や内容について、「学科課程」と「幼稚園保育井
ヒ保拇博習時間慨表」を対比照合してみたい。「保育見習科規則」の第十三条に「保育見習日課
表別二掲ケス」と記載されているが、豊田は 「幼稚園保育井ヒ保拇博習時間慨表」を作成して
いる。それをみると、保育終了後には、一週間に二回 (一時間ずつ)の恩物講義と、三回 (一時

間ずつ)の恩物用法を教授している。そして
‐
一週間を通して、「当分の内」という但し書き付き

で「唱歌偉習」 (一時間)を教授している。この「当分の内」という記載により「保育見習科規



則」とは教授内容が異なった 「時間慨表」が、開設当初の教授計画を示す資料であることがわか

る。つまり、開設当初は恩物講義と恩物用法、唱歌を優先的に教授 していたと言える。

また、「時間慨表」の幼稚園保育時間の中に「唱歌」と「唱歌運動」の二種類があることから、

保育の中で唱歌を使用する頻度が高かつたため、唱歌の授業を優先的に実施する必要性があつた

と考える。豊田の教授は 1870年代のアメリカの幼稚園教員養成所でも、実践にすぐ役立つよう
な恩物の使用法や、遊戯 と唱歌が教授 されたことと共通点がある“

)。

以上のことから、鹿児島幼

稚園保育見習科では、幼稚園の保育内容と実地指導を核 とした授業計画が組まれていたと言える。

表4 学科課程の比較

鹿児島女子師範学校附属幼稚園保育見習科 (「鹿児島
県布達」180号 に掲載された規貝1第十三条より)

東京女子師範学校保拇練習科 (『文部省日誌』明治 11

年第 8号より)

学

科

課

程

学科ノ課程ヲ定ムルコト左ノ如シ

但シ保育見習 日課表別二掲ケス

幼稚園教育ノロ授  一周一時間

但シ生徒ヲシテ其要義ヲ手記セシム

物理書及博物書  ―周一時

但シ簡易ノ書二就キ其概略フ解習セシム

園制ノ大意  一周一時

幼稚園記及ヒ其附録二就テロ授ス

音楽 一周二時間

弾琴唱歌フ授ク

恩物用法   一月六時間

二十恩物ノ用法並二園用書法ヲ授ケ殊二製造品

ノ貯蔵スヘキモノアル トキハ検査ノ上縦覧室二陳列

スヘシ

生理書  二周一時

簡易ノ生理書二就キ講習セシム

古今会話 二周一時

幼稚園適当ノ会話ヲ記憶セシメ且其話法ヲ練習

セシム

嫌

実地保育 一周六時

修身書 諸物指教

比二書ノ如ハ授業時間外ヲ以テ三十分間ツツロ授
ス

学科ノ課程ヲ定ムルコ ト左ノ女ロシ

前期 九月十一日二始 り二月十五日二終ル

ー 教育論 (一週間二時)其大意ヲロ授シ其要義ハ生

徒ヲシテ手記セシム

ニ 物理学井動植物学 (同二時)其 大意ヲロ授シ或ハ

実物経験フ以テ之フ示メシ以テ生徒ヲシテ其概略フ

解了セシム

三 幾何学 (同一時)平面幾何ノ大意ヲロ授シ或ハ之

ヲ問答ス

四 図画初歩 (同一時)幼稚園法ノ縦横線ヨリ始メ略

諸物体ノ形状ヲ槙写スルノ法ヲ知ラシム

五 園制大意 (同一時)幼稚園記及ヒ其附録二就テロ

授ス

六 二十恩物大意 (同一時)当 分原書二就テロ授シ生

徒ヲシテ手記セシム

七 音楽 (同 二時)唱 歌、遊戯ヲ授ク

八 恩物用法 (同 六時)二十恩物ノ内前十号ノ用法ヲ

授ケ殊二製作品ノ貯蔵スヘキモノアル トキハ検査ノ

上縦覧室二陳列スヘシ

九 体操 (同 一時)

十 実地保育 (同 六時)

後期 二月二十一 日二始 り七月十 日二終ル

ー 修身学 (一週間二時)其 大意ヲロ授シ其要義ハ生

徒ヲシテ手記セシム

ニ 人体論 (同 二時)口 授或ハ間答法二依テ人体解剖

ノ大意生理ノ概則及ヒ養生ノ法ヲ理会セシム

三 幾何学 (同 一時)立体幾何ノ大意 ヲロ授シ或ハ之

ヲ間答ス

四 古今小説 (同一時)幼稚園適当ノ小説ヲ記憶セシ

メ且ツ其話法ヲ練習セシム
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五 布列別伝 (同一時)当 分原書二就テ ロ授シ生徒ヲ

シテ手記セシム

六 二十恩物大意 (同一時)教 授法前期二同シ

表 5「鹿児島女子師範学校附属幼稚園保育井ヒ保拇博習時間慨表」

月 火 水 木 金 土

従午前九時

至同三十分

室内集会

唱歌

室内集会

唱歌

室内集会

唱歌

室内集会

唱歌

室内集会

唱歌

室内集会

唱歌

従九時二十分

至十時

唱歌運動 唱歌運動 唱歌運動 唱歌運動 唱歌運動 唱歌運動

従十時

至十時三十分

六球法及

計数

三形体及

説話

第二積体法 第四積体法 置形法 博物図解及

木箸

従 十 時 二 十 分

至十一時

遊 戯 遊 戯 遊 戯 遊戯 遊戯 遊戯

従十一時

至十一時三十分

鎖

操

連

体

法紙

操

織

体

図画法

体操

pll紙法

体操

繍紙法

体操

摺紙法

体操

従十一時三十分

至十二時

自由遊戯 自由遊戯 自由遊戯 自由遊戯 自由遊戯 自由遊戯

従十二時 至十

二時三十分

午飯 午飯 午飯 午飯 午飯

従十二時三十分

至午後一時

名詞及貝ノ遊 置鎧及脩身話 組 紙 連板 及 木 片

及名詞

剪紙及貼付

従一時 至二時 恩物講義 恩物用法 恩物用法 恩物講義 恩物用法

従二時 至三時 当分 ノ内唱歌

博習

当分 ノ内唱歌

博習

当分 ノ内唱歌

博習

当分 ノ内唱

歌偉習

当分 ノ内唱

歌博習

2 豊田芙雄の保拇養成の特徴

以上、本章では、鹿児島幼稚園保育見習科開設当初の保拇や園児数、保育内容や豊田の教授内容な

ど全容を具体的にたどり、鹿児島幼稚園保育見習科の特徴即ち草創期の保拇養成の特徴に迫つてみた。

前述したように、その後の東京女子師範学校附属幼稚園の保育内容や時間配分は、鹿児島幼稚園の実

践の影響が窺われるものである。この点において、最初の日本人保拇が指導し開設 した鹿児島幼稚園
の日本保育史上の意義は大きい。また、鹿児‐島幼稚園開設の意義と豊田の果たした役割として、九州

地方に遊びによる想像力の育成を重視したフレーベルの幼稚園教育を伝達したことを挙げたい。

最後に、鹿児島幼稚園保育見習科の一回目の卒業生と、その後の鹿児島幼稚園保育見習科について

触れておきたい。鹿児島幼稚園開設の明治 13(1880)年 5月 に、鹿児島幼稚園保育見習科一期生六名

が卒業し、その内の五名が鹿児島幼稚園に就職 したが、それ以降は、鹿児島幼稚園保育見習科には生

徒数の記録がない。明治 14(1881)年に保拇数が五名から七名に増えているのは、保拇練習科に派遣

した二名が卒業し、保拇として着任したためと考えられる。また、同年に男女師範学校が合併された
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ため「鹿児島師範学校附属幼稚園」と園名を変更した。明治 17(1884)年には保拇は櫻川以智一名に

なり、準保拇を五名新 しく採用している。翌年 (1885年)には、準保拇が一名減少 し四名になってい

る。保拇数の推移を見ると、鹿児島幼稚園保育見習科への志願者がいなかったため準保拇を採用 した
こと、準保拇は約二年間の現場経験の後、保拇に昇格させたことが考えられる。同年、「鹿児島幼稚園」
と改称 し独立した際も、園長は師範学校長が兼任 していたことから、師範学校との関係は継続 してい

た。鹿児島県においては、明治 42(1909)年 になって始めて私立幼稚園が三園開設 され、総計二園と

なった。これは県内の幼稚園の普及が困難であったことを示すものと言える。幼稚園の草創期の多難
な時代において、鹿児島幼稚園保育見習科は、自園の継承のための保拇養成に終始せざるを得なかっ

たと言えるが、保拇 と準保拇の明確な区別等から、鹿児島県の実情に合わせ形を変えつつも、最初の

保拇養成のガイ ドラインを保持しようとしたと考えられる。

豊田は東京に帰つて後、明治 19(1886)年まで、東京女子師範学校および附属幼稚園の職務を続け

ている。明治 13(1880)年 8月 には、同校保拇練習科が廃止された。翌年には、保拇の名称が廃止さ

れ、幼稚園教員 と改称された。また、東京女子師範学校附属幼稚園の保育科目等の見直しがなされ、

保育課程が制定されるなど草創期の日本の保育の整備は続けられた。

最後に、鹿児島幼稚園と豊田に縁のあった数人について付言すると、鹿児島女子師範学校から派遣

された桜川以智は、明治 14(1881)年 2月 に保拇練習科を終了した後、鹿児島幼稚園で約二十年間勤

務 した。その後、桜川以智は台湾に渡つて幼稚園教育を通 して、内地人と本島人との融和に全力を注
いだ篤志家として、『 日本幼稚園史』に名前を残 した。鹿児島幼稚園で豊田の助手をつとめた古市静子
1つ が、再び上京 し私立時習女学校を設立したのも、明治 14(1881)年であつた。その後、古市静子は

本郷区東片町にて駒込幼稚園 (現  うさぎ幼稚園)を 開園し、幼児教育に一身を捧げた。文部省の統

計をみると、彼女たち以外にも鹿児島幼稚園に縁のあった多くの女性たちが、幼児教育や保旭養成に

従事 したことがわかる。豊田が、鹿児島と東京の女子師範学校附属幼稚園でフレーベル主義保育を教

授 した女性たちは、豊田にならつて子どもを育てることに使命感を持ち、日本の保育や教育に貢献し

た。

::L_

1)Wiebe,E.   動θ  PaFaごゴsθ  οF  のゴfabοοど  a17″  θどゴdθ  ιθ  Kinaer―物rl17erS.  ″リゴιaJ7  Fra″ θ/
物́ ∂、.ノ∂δa pp.8-9

"氏原銀「幼稚園方法」は『幼稚園教育と健康教育』(ひかりのくに昭和出版 1960年 )の中に所収。
⇒井上久雄『近代日本教育法の成立』風間書房 1969年 pp.2H-213
→小西信人「私の監事時代」1929年『幼児の教育』第 29巻第 1号 p.22
0『文部省第 8年報』1880年  P.415
の「蒐めた幼稚園史料 第一回幼稚園卒業生の思い出」1956年 『幼児の教育』23巻 7号 日本幼稚
園協会 pp.11-13
つ高橋清賀子氏所蔵 明治 13年 5月 18日 半紙の四分の一の用紙に鉛筆にて筆記。
め「紐置き」については『東京女子高等師範学校六十年史』 (東京女子高等師範学校 1934年  p.81)
と『無終一大浦キミ先生と語る会』 (大浦キミ 天地堂印刷製本所 1969年 p.11)を参照した。

"フ レーベルの運動遊戯については湯川氏の『 日本幼稚園成立史の研究』 (風間書房 2001年 )

pp.149-152,190-192,199,200,205を 参照した。
Ю)豊 田芙雄 「保育の栞」14丁
lD前掲 「蒐めた幼稚園史料 第一回幼稚園卒業生の思い出」 pp.H-13
1"前掲 「保育の栞」9-10丁
10樫

村勝『茨城女子教育百年の歩み』りll田 プリント 1976年 pp.61=62
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1の 倉橋惣三, 新庄よしこ『 日本幼稚園史』1956年  p.130
1"関信三『幼稚園記』3巻 「図画課フレーベル氏の法制に係る」を参照。
16p白 川蓉子「フレーベルの『母の遊戯と育児歌』の教育的意義とアメリカ、日本での受容の検討―そ
の 1 その教育的意義とアメリカでの受容―」 1997年 神戸大学発達科学部研究紀要第 4巻第2巻
p.107
17)古

市静子の自伝 「我が生涯」によると、古市静子は種子島の出身で、東京女子師範学校に第一期
生として入学。その後、病気のため退学したが、明治 12(1879)年 11月 末に種子島に帰つていた時
に、鹿児島幼稚園で豊田の助手を勤めた。その後、古市は東京で駒込幼稚園 (現・ うさぎ幼稚園)を
開設した。
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第 4章 豊田英雄の幼児教育理論の形成

鹿児島での幼稚園開設の任務を終えて、明治 13(1880)年に帰京した豊田芙雄は、その後東京女子

師範学校で保育・教育活動に従事 した。本章の第 1節では、鹿児島での幼稚園開設の任務を終えて帰

京した豊田芙雄のその後の保育・教育活動について論述した。

第 2節では、「代紳録」と「保育の栞」。
(口 語訳 野里房代)の比較を通して、豊田芙雄が保拇養

成期間に受けた当時の保育観 と、保育の実践経験を積み、イタリアの教育施設の視察 (明治 20年代)

等を通して形成された豊田芙雄の幼児教育理論について考察した。さらに、草創期の幼稚園教育の保

育内容と方法の拡充についても言及 した。

第 1節 イタリアでの教育・保育調査と視察

1 イ タ リアヘの渡航 と滞在記

明治 18(1885)年 3月 、豊田は幼稚園保育法と家庭科教員免許状を修得し、東京女子師範学校助教

諭の辞令を受けた。同時期、豊田は東京女子師範学校の旧教員と共に、女子職業学校 (現・共立女子

学園)の発起人となり、嘱託として舎監を任された。豊田にとつて、女性の自立のための職業学校に

関与することは、新 しい分野の教育活動への取り組みであつた。ちょうどその数年後の明治 20(1887)

年 10月 に、旧水戸藩十二代当主徳川篤敬がイタリア公使として渡欧することになり、豊田はその夫人

総子の教育係 として随行しないかとの誘いを受けた。同時に、豊田はイタリア公使の随行人としての

仕事だけでなく、文部省から「滞欧中女子教育事項取調べ」の辞令を受けることになった。

ここでは、豊田の 1887(明 治 20)午～1890(明 治 23)年に至るイタリア視察の内容を中心に明ら

かにし、その後の教育活動への影響について考察することを課題としたい。豊田が残した視察に関す

る資料「学校視察覚書」によると、視察した学校は、女子職業学校、普通小学校及び幼稚園、 伊太利

羅馬府高等女学校、伊太利女子師範学校、 羅馬府下女子職業学校、救児院など女学校から福祉的な幼

児教育施設まで多岐に渡る。

最初に、豊田が報告のため作成 した 「学校視察覚書」から、女子教育や幼児教育の内容について検

討する。次に、豊田が書いた講演原稿 「母の役 日・子女 (小児)教育」を中心に考察を進め、イタリ

アの教育視察から受けた影響について付言 しまとめとする。この 「母の役目。子女 (小児)教育」の

資料については、「豊田芙雄―教育と関わつたその軌跡一 (そ の七)」 (保育史研究会 2007)の 中で、

フランス語の筆記も残されていること等から、豊田がイタリア視察中に執筆したとの考察が記されて

いる。

2 女子教育施設 の視察報告

豊田の関心は、女子の職業学校の設立に関わつた経験のためか、イタリアの女性の職業の種類や組

織内での役割に向けられている。女性の服、装飾品、帽子等の製作販売は、すべて女性の手でなされ

ていること、大きな店を構えて、売買する責任担当者や女学校の校長等管理職が女性であることにつ

いて、当時の日本の状況と比較し「我が国も早くかくありたきもの」と羨望の眼差 しでみている。 日

本の女性の進出について 「今少し社会が女子に信任」して、男子のように管理職の仕事を女子に任せ

るようになると、有能な女子が真に力を発揮できると、日本の女子教育の今後の展望に思いを巡らし

ている記述もある。また、「女子は善良なる女子を標準として初めて善良なる」のと女子教育における



女性モデルの果たす役割の重要性についても述べている。

豊田は視察時のイタリアの学校関係者から歓迎を受けた様子について、次のように記している。「女

子師範学校においては H月 27日 、余、羅馬を発途に先立ち、ビヤテルミネ女子師範学校校長より、

懇切なる信書及び本校の規則一包を贈 られ、外に諸日録あれども当時改正中なるを以つて送付せず

云々。其信書に曰く、日本より女子営伊太利女子師範学校へ参観せ しは、本校之を以つて始めとす。

此れ本校の名誉のみならず伊太利国の名誉なる」と、日本からの最初の見学者 として 「本校だけでな

くイタリアの名誉」と歓迎されたことや、学校の規則等渡された資料の概要を「学校視察覚書」に書

き留めている。中でも、この師範学校は予備科と本科から構成されてお り、生徒が十二、十三歳から

予備科に入学し、ほとんどの学生が二十歳まで在学するため、教育内容が確実であるとの感想を記し

ている。

他に豊田が見学した女子教育施設は、「女子職業学校」、「伊太利羅馬府高等女学校」、「伊太利羅馬府

女子商業学校」と多様であった。また、それほど詳しい記録は残 していないが、「唖女教育院」、「盲女

教育院」、「サンミシェール貧女教育院」等の福祉的な女子教育施設の視察をしたことが記されている。

豊田は、多様なイタリアの女子教育施設を視察し、当時の日本の女子教育が一部の富裕層の女子だけ

のものであったことについて問題意識を持ったことが窺われる。

3 幼児保育施設お よび小学校 の視察報告

(1)イ タリアの幼年期の教育状況

当時のイタリアの幼年期の教育事情について述べると、明治 19(1886)年 2月 にコッピーノ公教育

大臣が、「小学校の目的」に関する通牒をだしている。それは、「小学校の目的は、十分な教養を身に

つけながらも、何よりもまず正道かつ勤勉で家族にとつて役立ち、祖国と国王のために献身的に働く

国民の育成にある」のという内容であつた。この通牒によリカ トリックの教義問答が廃止され、「科学」

は以前のように敵視されなくなった。その六年後 (1992年 )、 アガッツイ姉妹がモンピアノに新方式

の幼稚園を開いた。イタリアがこのような状況下にあつた時、豊田は普通小学校や幼稚園の視察およ

び福祉的な幼児保育施設も見学している。記録には 「救児院」および 「棄児院」という用語を使用し

ているが、記録の内容をみると、日本の「簡易幼稚園」に類似 した施設である。明治 15(1882)年 12

月 5日 に、文部卿は簡易幼稚園に関する示諭を出し、生活のために仕事に追われ、子どもの養育を顧

みることができない親に代わつて保育する施設の開設を奨励 した。日本では当時経済界の不況のため、

国民の生活は困窮し、幼児教育の対象を貧困層に拡大することが社会的ニーズとなつていた。豊田は

日本の幼児教育のニーズを考え、福祉的な役割をする幼児教育施設を視察する必要性を感 じていたの

ではないだろうか。豊田が視察した 「救児院」では、子どもたちは午前九時に登園し、夕方仕事が終

わつた後、父母が子どもを迎えに来ると記されている。三歳から、七,人歳までの三百人の子どもが在

籍 してお り、読み方、習字 (「書き方」と同じ)、 数え方等を教え、保育内容としては、「玩器、唱歌等

のことは、単にフレーベル氏のシステムに因る」と記録 していることから恩物を使用していたと考え

られる。

当時のイタリアの幼児保育方法は、1869(明 治 2)年に最初の本格的なフレーベル主義幼稚園が、

三園開設された。それ以前には、カ トリックの司祭であつたアポルティ (Aporti,F)が 始めたアポル

ティ・メソッドによる慈善的な幼児院が普及 していた。。豊田が滞在 していた 1889年 には、イタリア

にある二千二百二十四園のうち三百二十人園がアポルティ 。メソッド、百八十九園がフレーベル 。メ

ソッド、千人百七園が混合メソッドと報告されていた。つまり、当時のイタリアの幼児教育は、体育、

知育、徳育面で調和がとれた教育を重視 し、イタリア語での祈 りや讃美歌を主張する伝統的なアポル
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ティ・メソッドが依然優勢であった 0。 その一方で、豊田がイタリアに滞在した 1887～ 1890年 の時期

は、フレーベル 。メソッドが実証主義教育者たちによつて、科学的なメソッドとして受け入れられて

きた時期であり、実証主義者的教育者は、フレーベルの遊びや作業を、生活における経験として評価

していたと言われているの。

以上のように、豊田が 「救児院」という用語で表現した施設は、前述した当時の状況からの推定に

なるが、この救児院は、「子どもの物質的、道徳的側面を援助する、どちらかというと慈善院に近い性

格」つの施設で、アポルティ 。メソッドとフレーベル・メソッドの混合メソッドの幼児院と言える。

(2)視察した幼児保育施設の概要

「普通小学校及幼稚園」は、イタリアの「皇后」の援助を受けて学校の基礎づくりをし、「一大普通

小学校」となった後に、「貧人生徒教育」と「幼稚園」を設置した小学校で、月謝は通常は一ヶ月六フ

ランであるが、貧人の場合は半額の三フランにしている。幼稚園は 「フレーベル氏のシステムを其の

まま用いて些少の変換をも見ず」と記されていることから、フレーベル・メソッドの園であることが

わかる。豊田は視察した恩物を「第一六球より三形体、人個の長方体及大長方体、長方体及び大長方

体、置板、箸並べ、紙組、縫い取 り、針さし (ん )、 組板、置環、豆細工、紙摺、罫引、石版画等」と

丁寧に書き残 している。この恩物を鹿児島女子師範学校附属幼稚園で使用した恩物と比較すると、「罫

引」の有無が異なっている。また、豊田は室内の環境構成についても「壁面に家畜動物の画図」があ

つたことや、室内に遊戯玩具用の戸棚がおいてある以外に他の品を置いていないのは、子どもの 「気

を散らせぬ」ためと、環境構成上の配慮について自分の考察を述べている。

4 豊 田芙雄 がイ タ リア視察か ら学んだ こと

イタリアの女性の社会進出の姿を見たことで、豊田は当時のイタリアと日本の社会を比較 し、日本

でも女子の力を信頼 し、もつと責任のある仕事を任せるように社会の認識が変わる必要性を感 じた。

日本では明治 25(1892)年に東京女子高等師範学校校長によって、貧 しい子どもたちを無料で保育

するために附属幼稚園の分室が設置された。後年、豊田が記した 「保育の栞」では、昼食を幼稚園で

準備するのは貧しい家庭の子どもには特によいことと、食堂は別に設置するとよいと記されているの。

これは視察した救児院の報告と類似点が見られ、視察の影響と考えられる。

以上、豊田が見学した施設について述べてきたが、最後にこの時期に豊田が書いた「 母の役 目。子

女 1/Jヽ児)教育」から、イタリア視察が豊田の保育観に与えた影響について総括する。この「 母の役

目・子女 1/1ヽ児)教育」の原稿は、最初に古代ギリシャの大学者や大芸術家の言葉の引用から始まり、

乳幼児を育てる母親の役割の重要性について述べたものである。 日本より進んだイタリアの女子教育

および幼児教育のシステムを視察したことと、イタリアの母親が家庭で担 う役割等文化的な違いを知

つたことにより、豊田はフレーベルが重視 した母親教育を再認識 したと考える。
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第 2節  「代紳録」から「保育の栞」ヘ

1 保 育内容 と方法の拡充

豊田が講義ノー トとして使用 した「代紳録 一の浄写 」の内容を分析すると、次のような指標とな

る項目を設定することができた。「子ども観及び幼児への教育方針」、「子どもの遊びと援助方法」、「神

への畏敬の念」、「祖先、父母への敬愛の念」、「幼稚園教育の役割」、「子どもの発達の捉え方」、「幼稚

園での保育内容と方法および留意点」、「恩物用法」、「フレーベルの教育理論」の九項目を設定し、記

述内容を分析 した。それによると、「子ども観及び幼児への教育方針」、「子どもへの関わり方や留意点」、

に関するものは九つであり、豊田が番号を付記した第二十一則までの約半分を占める。「子どもの遊び

の見方」は四つであり、記述内容は幼稚園での子どもの遊びについての事例が挙げられている。この

事例は松野クララの口授か、豊田自身の経験かは不明であるが、幼児の土遊びを奨励する記述で、現

代の子育てにも通 じる内容である。第九貝Jと 第十二則は、幼稚園教育に期待される内容である。また、

第六則と第十三則には、「これを証す」という豊田の経験に基づく一文がみられる。豊田は、松野クラ

ラから口授されたフレーベルの理論について、自分の保育実践を通 して実証 した箇所に、後 日このよ

うに書き加えた。ここには、幼児理解を深めて、保育の質の向上を図り、実践と理論を統合 していっ

た豊田の保拇としての育ちをみることができる。

第十五則から第二十則は、幼稚園における保育方法および内容に関することであるが、前半部に集

中して記述された「子ども観及び幼児への教育方針」の内容は、「保育の栞」の中の「保拇の心得」と

共通 していることが明らかになった。第二十一則以降の内容には、「フレーベルの説による」というよ

うに、フレーベルの教育理論および恩物の意味や用法に関する記述が多いので、「フレーベルの理論お

よび恩物用法」と分類 したが、その解説のために豊田の実践経験と思われる具体的な事例も記されて

いる。また、特記しておきたいことは、第人則には 「真神は常に守護 して安泰な り」 とのフレーベ

ル特有のキリス ト教的な保育観の記述が見られることである。

次に、「代紳録 一の浄写」と「保育の栞」を比較し、共通点のある記述内容と相違する記述内容の

二つに分けた。共通点のある記述については、豊田の保育理論の変容を明確にするため、さらに比較

検討 し考察を試みた。共通した記述内容は、幼児の個性を尊重することや、発達に応 じて保育するこ

となど、保育の基本および保育者の留意事項に関する内容であつた。以下に両書の記述内容を引用す

る。

(1)共通する記述内容

① 子どもの成長と保育の基本 一 「代紳録J第一則と「保育者の心得 一、二J(「保育の栞」)

(考察)

両書共、子どもの主体性や自主性を大切にするフレーベルの幼児教育思想がよく表れている。特

に 「保育の栞」では「子どもはその年齢と発達に応 じて保育しなければなりません。間違っても子

どもをおとなだと思ってはなりません」 (「保育の栞」保育者の心得一 図 1)と いうルソーの教育

思想と近似の内容が記され、「子どもを導くにあたつては決 して急いではなりません。保育の仕事

はみな遊びを通 してであると考えていれば大きな誤 りはないものと思われます。」 (「保育の栞」保

育者の心得 二 図 1)と いうフレーベルの提唱した子どもの遊びの教育的意義を認め、その方法

が明記されている。これは現在の幼稚園教育要領にも明記されている保育に対する考え方である。
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図 1「保育の栞」保育者の心得 一、二  「代紳録」第一則

一 子どもはその年齢 と発達に応

じて保育しなければなりません。間違

つても子 どもをおとなだと思っては

なりません

二 子 どもを導くにあたっては決

して急いではなりません。保育の仕事

はみな遊びを通 してであると考えて

いれば大きな誤 りはないものと思わ

れます。

子どもはみんな、その子どもに備わつた性

質によって導くようにし、子どもの性質をま

げて、急によくしようとしてはなりません。

最も大切に育むべきことは、子どもが自主

的、主体的であって穏やかに発達し、特に乳

児はゆつたりと教育することを、第一の目的

とすることです。 この二つが欠けるときは

保育者の資格がないといってもよいのです。

②挨拶の指導一 「代紳録」第二則 と「保育者の心得 三」 (「保育の栞」)

(考察 )

挨拶の指導については、フレーベルの幼児教育書や他のゴルダマー、ロング、ウィープの書には

書かれていない。しかし、両書共、挨拶の指導について触れている。特に「代紳緑」には、人間と

動物の違いを述べ、幼児期から身につけさせるべき大切なことと捉えている。前述 したように、こ

れは松野クララの独自の考えであるが、豊田はこれを継承 し「保育の栞」の中で、挨拶の指導は幼

児期に身につけるべき生活習慣 として重視するように述べている。

図 2「保育の栞」保育者の心得 三    「代紳録」第二則

保育室の内外に関係なく、挨

拶をする場合はよく注意して、

幼児に挨拶させなければなり

ません (例えば園長、あるい

は他人であつても挨拶 しなけ

ればなりません。)

幼稚園の保育室やその他の場所にいる時

でも、関係の長官その他の客が出入 りする

時、幼児に必ず立礼をさせなさい。礼は、

万物の霊長である人間だけがするもので

す。もし礼をしないならば、鳥や獣とどこ

が違 うでしょうか。それ故、幼児が生まれ

てすぐに、この貴重な道理を知らせること

です。 しかし、一朝一夕にはこの礼儀を身

につけるのは難 しいことです。徐々に導く

方が、かえってや りやすいのです。だから、

母や保育者は、毎 日この目的を忘れないよ

うにしなさい。
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③幼児への話し方一 「代紳録J第十則と「保育者の心得 人 |(「保育の栞 |)

(考察)

子どもの年齢に応 じて、理解できる言葉で話すように留意することを挙げている。フレーベルが

子どもの発達を重視 したのは、その子どもにより適切な関わりをするためであり、「代紳録」では

具体的な話 し方の事例を示 している。

図3 「保育者の心得 人」 (「保育の栞」)    「代紳録」第十則

④片付けや整頓の習慣― 「代紳録」第十二則と「保育者の心得 十一」 (「保育の栞」)

(考察)

恩物の取り扱い方と教材を整頓する習慣をつける大切さについて、共通して述べている記述であ

るが、「代紳録」は幼稚園教育の成果をより具体的に説明している。

図4「保育者の心得 十一」 (「保育の栞」)   「代紳録」第十二則

保育者はなるべ く子 どもにふさ

わしい言葉で話すのがもつともよ

いのですが、中途半端なことを言

ってはなりません。

恩物 を与 えていつ も物の整頓 をす る

くせをつけなければなりません。

どの人もみんな祖先がいたので、存

在するのですか ら、心や手足を使っ

て、勉強をしなければ、生活すること

はできません。このように簡単な言葉

で、しかも幼児の耳にとどまるように

話 してきかせなさい。

事物 (教材)は一つとして、位置が正し

くないようにすべきではありません。位置

がもし間違っている時は、事物をよく整頓

していないのです。事物が正しい位置にあ

る時は、清浄潔白を好む気持ちや寛大さ、

慈愛の心が芽生えます。

世間一般の幼児と、幼稚園に来てすでに

教育を受けた幼児とを比較し、このことに

ついて論じてみましょう。まず一般の幼児

は、人個の木片を出しても、「これは何のた

めに使 うのですか」と訊ね、その使い方が

わかることは稀です。入園した幼児は、「家

や門、扉を創るものです」と答えます。思

考力が持続しなければ、この答えが言えま

せん。これはいわゆる画工が絵の具を分画

してぬるように、入園した幼児は、他の幼

児よリー歩思考力が進んでいることがわか

ります。
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⑤子どもへの配慮 ―「代紳録」第十三則と「保育者の心得 二十四J(「保育の栞J)

(考察)

幼児の教育環境の重要性について述べている箇所である。「代紳録」には、恩物で遊ぶ子どもの姿

と教育的意義に加えて、豊田自身が自分の保育実践の中で実証できたと付記 している。

図 5「保育者の心得 二十四」

(「保育の栞」)          「代紳録」第十三則

幼児の目に入るものすべては、決 してそ

の心を疎かにするべきでありません。大人

にとっては些細なことといっても、幼児に

とっては、大切な知的発達の機会です。そ

れ故、丁寧に導き、注意する時は、楽 しみ

つつ新 しい発見や発明もできます。

例えば、正方形の積木、或いは長方形の

積木など並列に並べることを学ぶ時、後に

自分が好む面白い様々な物体を造 り出しま

す。その時こそ、幼児の遊びの意味があり

ます。これは取 りも直さず、考えようとす

る気持ちが一歩進んだということです。私

芙雄は、自分の経験によってこれを証明し

ます。

唱歌はなるべく歌の内容がわかりや

すく、抑揚がやさしいものを歌わせな

ければなりません。おとなにとっては

おもしろい歌であっても、子どもはお

となと違いますから、四拍子のなるベ

く勢いのよい歌をえらぶべきです。

唱歌は必ず用いなさい。旋律が正し

いことが必要です。一般に乳母は、乳

幼児を快く寝かせるために、子守唄な

どを歌いますが、気持ちよく手L幼児が

ねむることは、自然の理にかなってい

ます。よつて、保育中に運動遊戯をす

る時は、必ず唱歌を用いなさい。

保育者はことに細かいと

ころにも注意をむけなけれ

ばなりません。

⑥唱歌の必要性― 「代紳録 1第十七日||と 「保育者の心得 九 I(「保育の栞 |)

(考察)

フレーベルは「′blTtや心情の陶冶に役立つような歌の調子」のを用いることの意味について述べて

いる。「代紳録」では、先に述べた歌のもつ教育的意味を踏まえ、具体的な保育場面を例として挙げて

いる。「保育の栞」は、豊田自身が保育唱歌の導入に関わつた経験から、子どもに適した歌について具

体例を挙げて述べている。

図6「保育者の心得 九」 (「保育の栞」)    「代紳録」第十七則
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(2)相連する記述内容

二つの幼児教育書を比較して、相違が見られる記述内容は、「幼稚園教育の役割」に関する点であ

る。「代紳録」は、幼稚園に入園すると幼児の「器用さや敏捷性」が身につき、思考力が発達すると述
べている。「保育の栞」では、幼稚園は幼児の「健康と幸福を保障し」、良い習慣を身につける「楽し

い園」という表現で、幼児期の保育の特性を示している。幼児の自発性を重視し、遊びによる教育を

提唱している点は同じであるが、松野が唱えた「五官の作用が敏捷になるように遊戯を有効に計画」

することを豊田が重視し、幼稚園における教育効果を具体的に伝えようとしたと考える。

また、「保育の栞」には、「子どもの病気と対応法」や、「クラスの定員数・保育時間」、「昼食」、「幼

稚園のディリー プログラム」に関する記述があるが、「代紳録」には書かれていない。これは、豊田

が鹿児島での幼稚園開設やイタリアでの幼児教育施設の視察の成果を書き残すことが大切であると考

え、記述した箇所であると考えられる。

恩物の用法については、「代紳録」と「保育の栞」両書とも二十恩物の重要性について記述されてい

る。しかし、「代紳録」は実際には『幼稚園』(Goldalllnler,H.)を参考にして教授された内容である。「保

育の栞」の二十恩物は、『幼稚園法二十遊嬉』 (関信三)の影響を受けて、鹿児島女子師範学校附属幼

稚園で実践した豊田の経験から書かれている。前掲『幼稚園法二十遊嬉』は、『子ども時代の楽園』

(Wiebe,E。 )を基に書かれたものであるので、両書の指す二十恩物は同一のものかどうかは不明であ

る。しかし、「保育の栞」の記述を見ると、二十恩物の教授は明治 20年代頃まで日本の保育の中で中

心的な位置を占めていたと考える。

両書の特徴について総括するならば、「保育の栞」には、保育内容と保育上の留意点が、具体的事例

と共に付け加えられている。「代紳録」は、具体的な関わり方の事例を多く含む保育の入門書ともいう
べきものであるが、「保育の栞」は、幼稚園教育の方法、内容や保育者の資質、保育の留意事項等が多

岐に渡つて記述されているという特徴がある。

①重花や小動物との関わり方― 「代紳録」第五則と「保育者の心得 五J(「保育の栞」)

(考察)

「代紳録」は土遊びを例にとり、子どもが自然と触れあい、学習する意味について記 している。

子どもが、小動物や草花に対してあまりに乱暴な態度で関わる時には、その結果を子どもが理解す

るように話すことは、両書共同じであるが、「代紳緑」は「万物の創造主である神」についても触

れ、キリス ト教の世界観を子どもに伝えている。
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図 7「保育者の心得 五、六」 (「保育の栞」)   「代紳録」第五則

五 園庭を散歩するとき花を折っ

たり、草木の芽をつみとるのが子ども

は好きですけれども、やたらにこのよ

うなことをさせると、きれいな花を見

ることができなくなるだけでなく、鳥

がこれにとまってさえずったり、蝶々

がこれに舞った りする場をなくした

り、おいしい果物が実を結ばなくなる

ので、このようなことをしないよう

に、子どもたちに言いきかせなければ

なりません。

六 おもちゃを壊 し、めずらしい草

木をみると枝を折 り、花を摘むという

子どもにありがちな特徴は、心身や知

能が発達するにつれて出てくる行動

なので、やたらに止めるべきことでは

ありませんが、いましめてはおくべき

で、何かに害がないときにだけ容認す

るにとどめるべきであります。

幼児が、園庭で土遊びを喜ぶのは、普通のこ

とです。 しかし、多くの父母は、これを危険と

考えたり、悪いこととして子 どもがしたがるの

を制止 します。制止する理由もわかりますが、

かえつてよくないのです。なぜなら、幼児は知

識を得たり、理解を深めたいと願つて、土を掘

つたり草木を折ったりする時、石や草木の性質

を発見します。これは、最初の知覚を開くと言

つてもよいのです。このように幼児の思 うよう

に楽 しませ、この時にこそ、草木の性質や種か

ら芽を出すことなどを教えます。但 し、幼児が

草木果実などをとつたり、壊 したりするのを勧

めなさいとい うのではありません。あえて、こ

のような行動をとめず、その時の状況に応 じて、

動植物にも命があり、人間と同じだと諭すので

す。だから、むやみに摘んだり壊 したりするベ

きではない理由を言つて聞かせ、もしどうして

も壊 したいとい う幼児には 「あなたはこれを創

ることができますか」と諭 して、「(神 の)創造

の御業」のすばらしさを話すべきです。このこ

とを繰 り返 して言います。幼児が美 しい庭を損

なうようなことをする時は、「あなたが自分でつ

くってごらんなさい」と言って、その大変さを

知らせるようにするとよいです。
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2「保育の栞」にみる豊 田芙雄の保育者論

「保育の栞」の中の「保育者の心得」で書かれている二十五条のうち、約半分は「代紳録」と同じ内

容である。「保育の栞」は、保育者の資質や保育の留意事項等が多岐に渡つてまとめられているので、

豊田の保育者論として総括してみたい。

保育者の姿勢としては、「慈愛深く、親切でなければならず、えこひいきなどをしてはならない」

(「保育の栞」十六)こ とや、「爽快で生き生きとしている」 (「保育の栞」十九)こ と、そして「子ど

もが乱暴な言動をとることなく」 (「保育の栞」十人)、 「他児とつきあうときは友情の念をもつて接す

る」 (「保育の栞」二十)よ うに指導する等子ども集団の指導において留意することを記している。

図8(保育者の心得 十六、十人、十九、二十「保育の栞」)

また中には、「子どもは年上の人のいうこと

に決して逆らつてはいけないことを教えなけれ

ばならない (「保育の栞」二十二)」 というよう

に、集団の規律の面では、長幼の序を守ること

が重視されており、明治という時代を反映している指導内容と考えられる。しかし、「道徳とか自然物

の話は一番簡潔で理解しやすく、例え話が良心を育てるのに適している」 (「保育の栞」十三)な ど指

導の方法は、幼児の発達に即したやり方を具体的に記している。下記の例え話は、豊田の幼稚園での

実践経験を基に作成されたと推測できる内容である。友達のまねをしてふざけて、自分の行動を改め

ようとしない男児に、主体的に行動するように話して聞かせた時、その男児が後にとても反省して謝

ったという内容であるが、その男児の姿から、保育者も学んだという考え方を示している。これは保

育実践を通して子どもと共に育ち、省察することで保育実践を豊かにしていく姿勢につながる。豊田

は「子どもはおとなの先生」という表現をしているが、現代の保育にもつながる普遍的な保育者の姿

勢を示すものである。
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[例え話]

かつてある幼稚園で降園の際に、子どもたちが喜んで群れをなして帰ろうとするとき、一人

の子どもがふざけながら帰りかけました。ある子どもは行儀よくして帰りました。保育者は子ど

もを見送るにあたり、あまりに度をすぎてふざけているその子どもをいさめました。ところが、

その子どもは、自分はA男のやることをまねているのだというではありません力、

それをきいて保育者はいいました。「あなたは A男の品行をまねているといいますが、それで

は私はあなたに何も教える必要がありませんね。どうしてかというと、私は毎日あなたたちを教

え導くために、あなたたちと一緒に喜んだり楽しんだりしているのです。それなのにあなたがあ

の悪い子の行為を学んでいるのだとしたら、私はあなたに何を教えても無駄なことです。」

このようにいさめたところ、その子どもは大変恥じた様子で帰りました。その夕方、お手伝い

さんに連れられてその子どもは保育者のところに来て謝り、「以後このようなことは決してしま

せん、許してください」といいました。これによつて保育者もまた大いに学ぶものがあったとい

います。これはいわゆる子どもは大人の先生でもあるという一例ともいえましょう。

(「保育の栞」より)

図9(保 育者の心得 十三、二十二、二十二「保育の栞」)
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図 11(保育者の心得 二十五「保育の栞」)
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豊田は、子どもの持っている「正直、温和、純真などのよい資質が現れた場面を、保育日誌に記録

しておくとよい」 (「保育の栞」二十三)と 子どもを見る視点を具体的に提示し、子ども理解が深まる

ような方法も書き残している。

最後に、豊田が「諺にもあるように、今日の子どもは明日のおとなである」 (「保育の栞」二十五)

と述べて、子どもを一人の人間として尊重し、関わることの重要性について記している点に注目した

い。この言葉は、関信三が『幼稚園二十遊嬉』の中で「幼稚園ノ始祖布列別氏ノ語二日ク、稚児ハ大

人ノ父ナリト」1の と記している言葉に影響を受けたと考えられる。以上が、筆者が捉えた豊田芙雄の

保育理論の特徴である。豊田の場合、保育実践の期間が約十二年という短期間であり、女子教育に従

事した期間の方が長かつた。そのため、保育方法は十二年間の期間に実践していた二十恩物の方法か

ら脱皮できなかったと言える。しかし、豊田にとつて二十恩物の導入が保育内容を豊かにする一つの

手段であり、目的ではなかった。このことは、豊田の保育者論とも言える「保育者の心得」 (「保育の

栞」)の記述内容から窺い知ることができる。

註
⇒詳細については、『豊田芙雄と草創期の幼稚園教育』(前村晃 高橋清賀子 野里房代 清水陽子『豊
田芙雄と草創期の幼稚園教育』建串社 2010年 2月 )の 「第七章 手記「保育の栞」をめぐる謎と現
代保育との繋がり」(高橋清賀子 野里房代)を参照。尚、本章で使用した「保育の栞」(国 語訳 野
里房代)は同書から引用した。尚、「保育の栞」は、執筆年が記されていないが、1928(昭和 3)年 8
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月に、倉橋惣三が水戸の豊田芙雄を訪問し、幼稚園草創期の話を聞いて資料提供を受けた後、豊田か

ら倉橋に送られた当時の保育について書き留めた原稿であったと、解明されている。

"本稿で使用した資料は、高橋清賀子氏が所蔵 している資料約五十点中の、本人自筆の履歴書 や、
「伊太利渡航 日記抄」、「巴里 日記」、「イタリー談」、視察した学校の記録 (「 学校視察覚書」)、 講演原

稿 「母の役 目。子女教育」等である。「伊太利渡航 日記抄」は、明治 20年 10月 8日 朝の天候から書き

始められ、イタリアヘ到着後明治 22年 3月 23日 までの滞在記録、同じく「巴里日記」は、パリに滞

在 した時の日記風の滞在記録である。「学校視察覚書」は、豊田が明治 23(1890)年 1月 に帰国後、
同年 10月 16日 に、「渡欧中女子教育事情取調べ」という報告書を、文部省に提出するために書き留め

た視察記録である。尚、文部省―芙雄間の書簡類、公使徳り||―芙雄間の書簡類も参考にした。

"梅根悟「第11章 社会変化と民衆教育」『世界教育史大系 13 イタリア・スイス』p.202
→小林虎五郎 「第六章 民間教育運動の展開」『世界教育史大系 13 イタリア・スイス』pp.H9-121
0オムリ慶子『イタリア幼児教育メソッドの歴史的変遷に関する研究一言語教育を中心に―』(風間書
房2007年 p.91)の ジョーダ報告書から引用した。
6)同

上   pp.85-87
の上野慶子 「イタリアにおけるフレーベル法受容についての一考察」日本ペスタロッチー・フレーベ

ル学会紀要『人間教育の探求』第 4号 1991年
の前掲『豊田芙雄と草創期の幼稚園教育』「保育の栞」 (国 語訳/野里房代)の全文 pp.265-266
9)「幼稚園教育学」フレーベル全集 第四巻 玉川大学出版部 1981年  pp.71-72
1の 関信三『幼稚園法二十遊嬉』明治保育文献集 第二巻 日本らいぶらり 1879年 p.1
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終章 豊田芙雄のフレーベル幼児教育理論の受容と展開

本研究は、草創期の幼稚園教育における豊田芙雄の実践と理論の形成過程を実証的に明らかに

することを課題として考察を進めてきたが、この終章では豊田芙雄を通して見た明治初期のフレ

ーベルの幼児教育理論の特徴についても論じ総括としたい。

第 1章では、明治 7(1874)年 に文部大輔田中不二麿が女子師範学校創立の伺書を提出した

ことから附属幼稚園開設に至るまでの経緯を記すことから始め、開園当初の中心的な役割を

担った中村正直、関信三、松野クララ、豊田芙雄 と近藤浜について述べた。本研究で着目し

た豊田芙雄については、その生い立ちから日本人保拇第一号としての特筆すべき働きとその

後の女子教育へ志を抱くようになった概要について記 し、その教育者 としての足跡を辿つた。

豊田が松野から伝習された幼稚園教育理論は、本研究で検討の対象とした三冊の豊田芙雄

筆記 「代紳録」に記されている。豊田芙雄筆記 「代紳録」の分析を通 して、松野は第六恩物

までを重点的に教授 し、ゴルダマーの恩物用法を伝習したことを解明した。

明治 9(1876)年 11月 に制定された幼稚園規則 (以下、仮定規則 と略す)と 明治 10(1877)

年 7月 に制定された規則とを比較 した時に、仮定規則にはなかった乳児向けの第一、第二恩

物が翌年 7月 制定の規則に導入されたことは、松野が年少児向けに色の名前を教授 し幼稚園

で実践 した伝習との影響 と考えた。つまり、7月 制定の規則は、松野が第六恩物までの教授

を伝習したことに影響を受け、結果 としてフレーベルが手L児用に考案 した第一恩物及び第二

恩物が幼稚園教育に導入 された。その後、「六色球」と呼ばれていた第一恩物が「五彩球の遊

び」という日本的な名称に変更されるが、第一恩物及び第二恩物が規則の中に位置づけられ

たのは、松野が関わつた附属幼稚園開設当初の数年であった。

第 2章では、豊田芙雄が筆記した「代紳録」に見られる松野クララの幼稚園教育論の特徴を論

述することによって、草創期の幼稚園教育の実態を解明した。「代紳録」を見ると、第五恩物の B

が揃っていなかったことや、明確には第十一恩物までしか教授されておらず、それ以降の恩

物の教授は曖味な記述で終わっていた。その理由として、伝習当初から松野は二十恩物の導

入を目指 していたが、第五恩物 Bや第十一恩物以降の恩物が準備できなかったとい う状況が

あつたことが挙げられる。松野はフレーベルの幼児教育理論に基づいて、幼児期の捉え方と

発達の順序性を尊重 し、保拇の関わり方や遊びの援助等幼児教育の基本事項を伝習の初期の

段階で教授 していた。松野の幼稚園教育理論の特徴は、マーレンホルツ・ ビューローが『幼児

と幼稚園教育の意義』(The Kindergarten and The lmportance of Children's Play)に 書いた

内容と近似した表現を使用し、自分の体験的な子育てや保育から得た知見をカロえ書いている点に

ある。特に、マーレンホルツ 0ビューローの影響と思われる内容は、キリス ト教に基づいた宗教

教育と自然との関わりや子どもと遊びに関する事項であった。以上の検討を通して、本研究の目

的の一つであった松野クララが伝習の際に依拠したテキス トは、ゴルダマーの『幼稚園』及びそ

の著書の序文として書いた『幼児と幼稚園教育の意義』 (マーレンホルツ 0ビューロー)であった

と考える。これはその著書をそのままテキス トとして豊田芙雄たちに教えたというより、松野の

86



幼稚園教育理論の基盤となった著書と考える。

第 3章では、豊田芙雄が学んだ幼稚園教育の内容・方法と実践への展開という課題のもとに、

以下の二つの事項に着日し検討した。一つは、明治 12(1879)年 に入つて、豊田芙雄が著わした

と推定される「恩物大意」を「代紳録」と比較することにより、以下のことを明らかにした。こ

の書は、「恩物大意」という書名を使用しているが、恩物だけでなくフレーベルの幼稚園教育の主

な内容である唱歌、遊戯、お話にかなりの比重を置き、具体例と解説を加えて記述しているとい

う特徴がある。豊田は、幼児の情操を育てるために、遊戯には必ず唱歌を伴 うよう配慮すること

を述べ、個々の活動を総合化して遊びを構成し、実践への展開を視野に入れた内容や方法に言及

している。

本章で着日したもう一つの豊田の教育活動は、鹿児島での幼稚園開設である。この章では、豊

田が鹿児島県から要請され出張して開設した幼稚園と保拇養成を、最初の東京女子師範学校附属

幼稚園との比較において論じた。鹿児島女子師範学校附属幼稚園の保育内容は、関信三の『幼稚

園法二十遊嬉』や『幼稚園創立法』の影響が強く、同時期の東京女子師範学校附属幼稚園の保育

内容と詳細において異なっている。検討の結果を次に記すと、豊田は二十恩物以外に置糸の遊び

を保育内容に取り入れている。つまり、豊田は松野から伝習されたゴルダマーの恩物用法をとり

入れ、内容の拡充を図つた。遊戯の内容にも日本のわらべうた「ひらいたひらいた」や新しい遊

戯「ここなる門」を取り入れるなど、保育内容についても独自の試みをした。幼児の生活につい

ても理解を深め、保育時間や一日の保育の計画も東京女子師範学校附属幼稚園時の実践と比較し

て、より幼児の実態に即した方法をとっていることを明らかにした。

第4章で豊田芙雄の幼児教育理論の確立について、イタリアでの教育・保育調査をした後、明

治 20年代終わり (推定)に著わした「保育の栞」と「代紳録」を比較し、豊田芙雄の幼児教育理

論の形成過程を辿った。「保育の栞」の特徴は、保育内容と保育上の留意点が具体的事例と共に付

け力日えられたことである。そして、保育者の留意事項や「保育者の心得」という表現で保育者の

要件が多岐に渡つて記述されていることに特徴が見られる。

以上、豊田芙雄の教育活動を通して、草創期の保育方法や内容の拡充及び展開について述べた。

幼稚園教育草創期には、附属幼稚園開設当初の状況が示すように具体的な教材であった恩物や遊

戯、唱歌などの内容理解と導入に重点が置かれていた。そして、実践の蓄積により幼児に適した

内容や方法に変容していく過程において、保育に携わる保育者の配慮や関わりの重要性の認識が、

浸透していったことが確認できた。それは一概にフレーベルの幼児教育理論の深まりと表現すべ

きものではないが、フレーベルの幼稚園教育理論を、実践を通し自分自身の保育理論として形成

した豊田芙雄が、鹿児島女子師範学校附属幼稚園を指導し開設したことは日本保育史上大きな意

義を持つ。豊田の果たした役割は、鹿児島女子師範学校附属幼稚園一園の開設に止まらず、九州

地方に遊びによる想像力の育成を重視したフレーベルの幼稚園教育を伝達したことを挙げたい。

豊田芙雄は、東京や鹿児島での保育実践の中で、子どもが持つ素直さや純粋さから生まれる行

動に目を注ぎ心に留めて記録した。保育者としての成長を目指したこの豊田の姿勢は、時代を超

えて保育者に要求されるものであり、豊田の幼児理解に努めた姿勢に学びたいものである。豊田

は幼児教育の目的を、表面的な教育の成果にこだわらず、幼児の生まれつき持つている天性とも
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いうべき資質や個性を伸ばすことと、幼児の想像力を広げることと考えていた。豊田のこの言葉

には、松野クララや関信三から教授されたフレーベルの保育観の影響が現れていると言える。豊

田は「今日の子どもは明日の大人」という言葉を繰り返し使用している。これは、フレーベルの

言葉ではないが、人間を育てるというフレーベルの教育を理解して、豊田が幼児の将来を見つめ

幼児教育に携わった一つの証しと見ることができる。

今後の課題 として、豊田芙雄が明治 12(1879)年 に鹿児島において開設 した幼稚園が、そ

の後九州においてどのように伝播 していったか、明治後期から大正期にかけてどのように保

育内容や方法が変容 していったかについて解明したい。
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「豊田芙雄の研究(人卜綱 本初の官立幼稚園誕生時の景況―」(第 61回大会、2008年 )

「豊田芙雄の研究(九トー日本初のフレーベル理論の伝習記録『代紳録』一」(第 62回大会、2CX39年 )

「豊田芙雄の研究(十卜 日本の幼稚園創設 133年後豊田芙雄文書 1472点 が語ること―」(第 63回大

会、 2010年)

(英文 )
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Goldnmmer7H.コ ″

―

ドイツ語第 3版の英訳第 2版(1895年版)1877 BERLIN SoWを

参照 した。尚、同書の ドイツ語版¢ERLIN 187の は、輸入 されて明治 10年 3月 に、文部省受付 とな

つている。
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91



あとがき

本研究のきっかけは、修士論文の際にお世話になった故平田宗史先生(福岡教育大学名誉教授)

のご助言によるもので、九州に日本で二番目に幼稚園が開設されたことと、東京から見知らぬ

九州の地にたつた一人で幼稚園開設のために出張した豊田芙雄という保育者に魅かれたからで

あった。

2002年に宮崎県古文書から完全な「鹿児島女子師範学校附属幼稚園規則」を見つけたことに

より、『鹿児島女子師範学校附属幼稚園開設期の一考察』(保育学研究 第 44巻 2号 2006年 )

を発表することができた。鹿児島県の調査だけでは、資料的な限界があつた。その数年後、幸

運にも豊田芙雄のご子孫であり、豊田芙雄研究をライフワークとしていらした高橋清賀子先生

からご教示と共に資料提供をして頂いた。このことにより、高橋先生と共著で『豊田芙雄の講

義ノー ト「代紳録」にみる明治初期の保育内容』(清水陽子 高橋清賀子 西南女学院大学紀要

Vol.12 2008年 )を まとめることができた。

筆者自身も保育者養成校を卒業し、保育者として働き、保育者養成にも携わつてきた経緯か

ら、保育者が実践と理論をどのように統合し「自立した保育者」になっていくのかを豊田芙雄

を対象とした研究を通して知りたいと考えたことが、今回の直接的な研究動機となつた。

2007年から一年間、福岡教育大学への国内研究でお世話になつた北野幸子先生から、甲南女

子大学大学院と幼児教育研究の第一人者の自川蓉子先生をご紹介いただいたことも幸運であり、

改めて北野幸子先生に感謝の意を表したい。

甲南女子大学入学後は、「教育学演習」を通し、指導教官の自川蓉子先生をはじめ、副査を担

当して頂いた村上博光先生、小野寺律夫先生、他ご出席頂いた多くの先生方に厳しくも暖かい

ご指導を受けることができた。大学院博士後期課程一年次に「豊田芙雄と鹿児島女子師範学校

附属幼稚園保育見習科に関する一考察」(乳幼児教育学研究 第 17号 2008年 )に掲載して頂い

たことは、甲南女子大学の先生方のご指導の賜物であり、先生方に心からお礼を申し上げたい。

特に、指導教授の自川蓉子先生には、ご執筆中のフレーベルの幼稚園の世界的な広がりに関

するご研究の成果をもとにご教授頂いたことは、忘れられない一生の思い出となった。自川先

生にご指導頂いたことで、約十年間行きつ戻りつした研究が、一つの形になったことに改めて

感謝申し上げたい。

卒業の約一年前の二月に出版した『豊田芙雄と草創期の幼稚園教育』(建吊社 2010年)では、

執筆代表の前村晃先生(佐賀大学)に様々なご教示を頂いた。また、共著者の高橋清賀子先生と野

里房代先生(元青山学院大学教授)に も多くのご助言を頂いた。共同研究の楽しさを教えて頂いた

お二人の先生方に感謝の意を表す。

本著の校正の際には、松本裕司先生(西南女学院大学)と 余公裕次先生(九州大学大学院博士後

期課程)のお二人から、亡き恩師の平田先生のご指導が偲ばれるご助言を頂き、返しても返しき

れない学恩を感じている。最後に筆者の研究を支えてくれた甲南女子大学と西南女学院大学、

筆者の家族にも感謝を申し上げる。

92



豊田芙雄に関する年表

平号 (芙雄の年齢 豊田芙雄に関する事柄 日本の幼児教育に関する事柄

18454「(111) 1021.桑原治兵衝を父、雪子 (藤田東湖の妹 )を母
に蘇娠町で証牛^冬と命名される^

1846`「 (2月露) 父治兵衛 、蟄居を命 じられ る。冬 2歳より手習 いを
始めス ^

18481F(4廊菱) 秋、フレーベル、ドレスデンに保拇養威講習会を開く。

850■
「

(511) フレーベル、シュワイナに保職養成FJTを 設工。

18514F(71邑 ) 3.7プ ロイセン政府、幼稚園禁止令を発布。

18524「 (8月置) 7.21.フ レーベル、マリエンタールで没。フレーベルの

保母養成所 カヽイルハウに移る。

18534F(911) 3.2.クララ・チーテルマン、誕生。

855■
「

(111証 ) 藤田東湖(母雪子の兄)が大地震のため老母の代
hし l:「 F7_

フレーベルの教え子、カール・シュルツ、米で初の独
語動維園葬開く̂

18561F(12月 晏) 冬の弟政、誕生。  819母 冒子、没。

1858■F(14月1) 父に和漢の字を字ぷ。

1860年 (16歳 ) プロイセン政府、幼稚園禁止令を解く。

エリザベス・ピーボディー、ボストンでアメリカ人のた
めの幼群 固弁開く̂

18624「(18月尋) 冬、豊 田天功 の子 小太郎 (29歳 )と結婚 。冬 、l武尿
な請 全 :葬

=す ^

18644F(20寄 1) 豊田天功 、没。小太郎 はス警を相続 し、彰考館 総
掛代葬姜ね る ^

1866年 (22歳 ) 勤皇開国派の夫小太郎は、京都で暗殺される。(大
nT魯

=雄
ル請名ォス^ヽ

10.26中 村正直ら、英国留字。

1867■
「

(23富露) 豊田尿は、芙雄一人となつたため、桑原スに移り笹
ナ}^キの第の嶺 県小松伴葬品ヨ子ルする^

1868年 (24歳 ) 自宅で塾を開き、漢学、国学、塚歴の業務などを教
日十 ス ^

〕中村正直、帰朝。

1871年 (27歳 ) 11岩倉具視遣外使節団と共に文部省理事富、田中
不二麿、海外の教育事情調査に出かける。

18721F(28富 1) 2冨立東京女字校設立。

18734F(29廊 覧) 水戸の発桜女字校教師となる。

1875■F(31歳 ) 東京女子師範学校の読書教員に任命され、漢学・

歴史・地理を受け持つ。

5鹿児島に小学校正則講習所設立。 鹿児島市に小

学校正則女子講習所を設立。
77_文部大輔田中不二麿、幼稚園開設伺い。

8.松野、ドイツより単身帰国。
B.2.幼 稚園設置の件、不許可。
B.17東京女子師範学校生徒100名 募集告知
820.田 中不二麿、幼稚園開設の儀、再伺い
1129.東京女子師範学校開業式。

8764F(32廊邑) 附属幼稚園保拇の辞令を受け、松野クララより保
育の伝習を受ける。「代紳録一の浄写」の作成〈～

日本国婦人会議で「母親の心得」の講演をする。
(於東京女子師範学校内)

1桑田親五、l幼稚園 巷上賢 翻訳。

9.26松野クララ、この日より10ケ月間の約束で、東京

女子師範学校で英語を教えるが、附属幼稚園が開認

されると主席保婿となる。
1114附属幼稚園開設を布達。
1116東京女子師範附属幼稚園開園。
1118日 々新聞雑報に中村正直訳の「ドウアイ氏幼署

園論の慨旨」掲載。
1124.日 々新聞雑報「フレーベル氏幼稚園論の概旨」

12_17松野 クヽララの結婚披露宴。精養軒。

1877 1「 代紳録 全」の作成に取りかかる (～ 1878年 3月 )。 貢女子師範学校附属幼稚園規則撰定。7桑 田
・那珂通高・飯島半十郎校正「幼稚園 巻中」。



「松野久良々口授聞書 (元稿 )」 「恩物大意 (松 |

久良々口授聞書 )」

1127.幼稚園開業式。

芙雄の実兄桑原力太郎少佐、田原坂に近い木留
の戦闘にて戦死 (西南戦争 )^

巻中は明治11年 6月 翻訳の部分もある。

1012.松野クララ、女児文を出産。
116式部寮伶人、保拇らに唱歌指導開始。
11.27.東京女子師範学校附属幼稚園正式開業式。

8784「 (34富1) 見習い生に幼椎園記及び保育法の講義をする。
412.第 一、第二恩物について講義。
[12.24保拇見習生終業証書授与式)

6桑田親五役。飯島半十郎校正 l幼稚園 巷下」発

行。
6.10.東 京女子師範学校、保拇練習科の設置及び模

範幼稚園への改構を文部省へ伺う。
6.27.東 京女子師範学校保拇練習科の設置クララ、

「小県春吉宙瞼之説 lを暮く(代筆 )。

1879年 (35歳 ) 122.「 代紳録 二」を作成する。

3.13鹿児島県より幼稚園開設に付該当業務申し付
け辞令を受ける。(3.11に鹿児島県到着。)

5.幼 稚園遊室の増築

6.幼 稚生70名 を追加募集する。

118鹿児島女子師範学校山下町に建築移転。同時
に幼稚園を設くの記述。
関信三、木村末に1月 付けの「幼稚園創立法」の筆写

を与える。
25.鹿児島女子師範学校本科生両名を東京女子師

範学校保拇練習科に留学させる(桜川以智・堀フミ)。

213.東京女子師範学校第一回卒業式。15名 。

3東京女子師範学校、保栂練習を開始する。

3鹿児島幼稚園新築竣功。文部省第八年報(明治13

年。内容は12年 )。 幼繹39名 保拇見習生10名 の記

述。
41.鹿児島女子師範学校附属幼稚園開園。
11.4訓 導(幼稚園監事)関信三、没。

880fF(36月 1) 531.保拇見習生修了証書授与式

〕1鹿児島県より帰京申し付けにつき御請書
菫児島幼稚園に代紳録を書いて残す。

228松野クララ、東京女子師範学校附属幼稚園を辞

任。
3.1.クララ、幼稚園員外保拇となる。体操伝習所のピ

アノ奏者に就任。
8童東女子師節学校俣岨績習科廃止ハ

881f「(37月露) 7.18.幼 稚園教員勤務に付、雇の辞令を受ける。(保

婿の名称廃止 )

12.23.東京女子師範学校助教諭及び幼稚園教員兼
落の基令葬81tる ^

7.18.小 西信人、幼稚園監事となる。

1883fF(39月 晏) 6.14大 阪模範幼稚園廃園。

18844「 (40自1) 2字齢未満の幼児の小字校入字票上通達。百rF静

子、時習女学校を廃し、桜井女学校の幼稚園に勤務

する(矢島揖子のすすめ)。 受洗。

18851F(41冑 1) 325.女子 帥範字校初権 園保 育法 、ス収 科教 員免
杵状葬亭 lfス ^

3.飯 島半十郎著 l幼稚園初歩」。

1889■
「

(43月員) 10.6.旧 藩主徳川篤敬(イタリア全権公使)の総子夫
人に随行し渡欧する。

2.第 二火曜日、松野クララ、獨逸學協曾婦人懇親曹

にて演説 (4回の 1)

4第二日曜日、松野クララ、獨逸學協會婦人懇親會
にて演説 (4回の2)

6第四水曜日、松野クララ、獨逸學協會婦人懇親會
にて演説 (4回の3)

10第四水曜日、松野クララ、獨逸學協會婦人懇親會
にて蒲説 (4回の4)

1889年 (45歳 ) 1212.徳川篤敬の総子夫人に伴い帰国する。

1894f「 (501露 ) 牛.寄宿含万式の翠芳字舎を開く。

895f「(51月露) 3.1文部大臣 (西園寺公望)の懇請により、宇都宮
葛等女学校の教頭の任につく。
年12栃木県尋常師範学校教諭兼任の辞令を受け
る̂

897年(53歳 )

~心
の栞(栃木県高等女学校卒業生に与ふ)」 を書

栃木県尋常師範学校教諭及び舎監を辞める。



18984F(54廊 邑) 130.日 本赤十字正社員となる。

1900fF(56月 晏) D幼稚園保育及び設備規定。

1901年 (57歳 ) 3.10『女子尿歴 ]‖ (上下 )』 出版

903`「 (59月露リ 320.愛国婦人会通常会員の認定状を受ける。

茨城県立水戸高等女学校教諭兼茨城県女子師範
学校教論に任ぜられる。

19081F(64富 置) 畑事より茨城 県教育功労看表彰。 4.1.女 子高等師範学校を東京女子高等師範字校に働
詭 ^

1909■
「

(65月晏) 牛.10茨 城 県教 育含戴縫講 習会講 Ell。

19134「 (691屁 ) 除野クララ、孫二人、姉と共にドイツヘ帰る。

1922年 (78歳 ) 水戸高等女字校講 EIF解職の辞令を受ける。

1925f「 (81扇露) 1129.東京女子高等師範字校五十年記念祝興に沼

待。
1217.「 新聞いはらき芙雄号 (3頁 )」 が出る。

i926■F(821露 ) 122.幼稚園令公布。

1.22幼稚園令施行規則 (第二条幼稚園ノ保育項 目′

隣戯 _唱歌 _観察 _談話 手ヽ拮 トス)_

1936f「(92月露) 10保育問題研究会結成。

1937`F(93月 尋) 7.日 中戦争始まる。

9384F(94寄邑)

`国
民総動員法公布。

941 lF(97月員) 2.1.午後7時20分、近親者に見守られて逝去。 3国 民学校令公布。



資  料

現代 語 私訳 と資料 1「 代紳 録  一 の浄 写」
資料 2     「代 紳録  全 」
資料 3     「代 紳録  二」



「 代 紳 録 」 一 の 浄 写 幼 稚 園 教 育 理 論

(現 代 語 私 訳 )

松 野 久 良 々氏 口授 聞書

第一則

子 どもはみ ん な、そ の子 どもに備 わ った性 質 に よって導 くよ うに し、子 ど

もの性 質 をまげて、急 に よ く しよ うと して はな りませ ん。 最 も大切 に育むベ

き こ とは、子 どもが 自主 的、 主体 的 で あ って穏 や か に発 達 し、特 に乳児 は ゆ

つた りと教育す る こ とを、第一 の 目的 とす る こ とです。 この二つ が欠 け る と

きは保 育者 の資格 が ない とい って もよい のです。

第 二則

幼稚 園 の保 育室や そ の他 の場所 にい る時 で も、 関係 の長 官 そ の他 の客 が 出

入 りす る時 、幼 児 に必 ず 立 礼 を させ な さい。 礼 (挨 拶 )は 、万物 の霊 長 で あ る

人 間 だ けがす る ものです。礼 を しない 時 は、鳥や獣 と どこが違 うで しょ うか。

それ 故 、幼児 が生 まれ てす ぐに、 この貴重 な道理 を知 らせ る こ とです。 しか

し、一朝 一 夕 に は この礼儀 を身 につ け るの は難 しい こ とです。 徐 々 に導 く方

が返 ってや りや す いの です。 だか ら、母 や保 育者 は、毎 日この 目的 を忘れ な

い よ うに しな さい。

第 二則

幼児 が 、生 まれ てす ぐ手足 を動 かす の は、 自然 の摂 理 であ り、知覚や 身 体

の発 達 に伴 い、援 助す る こ とが発 達 の順 序 に あってい ます。 従 つて、母や保

育者 が この機 会 をま ちが えず 、教 育 の心 を持 ち、子 どもの世話 をす る時 は、

必ず 目的 を達 す るこ とが で きます。

第 四則

幼児 が、遊 ん だ り、物 を壊 した りす るの は、普 通 の こ とです 。 も しこの二

つ を しない時 は、 も しか した ら、病 気 で はないか と考 え るべ きです。

第五則

幼児 は、 園庭 で どろん こ遊 び を喜ぶ の は、普通 の こ とです。 しか し、多 く

の父母 は、 これ を危 険 に思 った り、悪 い こ ととして子 どもが したが るの を制

止 します。 制止 す る理 由 もわか ります が 、返 って よ くないです。 なぜ な ら、

幼児 は知識 を得 た り、理解 を深 めた い と願 つて、 土 を掘 った り草木 を折 つた

りす る時 、石 や 草木 の性 質 を発 見 します 。 これ は、最 初 の知覚 を開 く とい っ

て もよい のです。 この よ うに幼児 が思 うよ うに楽 しみ、 この時 に こそ 、草木
の性 質や 種 か ら芽 を出す こ とな どを教 えます。 但 し、幼 児 が草木果 実 な どを

とつた り、壊 した りす るの を勧 めな さい とい うの で はあ りませ ん。 あ えて、

この よ うな行 動 を とめず 、その時 の状況 に応 じて諭 し、動植 物 に も命 が あ り、



人 間 と同 じです 。 だか ら、むや み に摘 ん だ り壊 した りす るべ きで はない理 由

を言 つて聞かせ 、 も しど うして も壊 した い とい う幼児 に は 「あなたは これ を

つ くる こ とがで きます か」 と諭 して、「(神 の )創 造 の御 業」のす ば ら しさを話

すべ きです。

これ を繰 り返 してい い ます。 幼児 が美 しい庭 を損 な うよ うな こ とをす る時

は、「自分 でつ くって ご らんな さい」と言 つて、そ の大 変 さを知 らせ る よ うに

す る とよい です 。

第 六則

幼稚 園 で遊 んだ り遊戯 を した りす るこ とや 、物 を使 用 して幼児 に見 た り触

れ た りさせ る こ とは、五官 の機 能 を刺激 す る こ とです。 例 えば 「家 ば と」 の

遊戯 をす れ ば、 その遊 戯 に内包 され る基本 とな る心 は、必ず子 ども心 に起 こ

つて きます。これ は不 思議 な こ とです。(保 育実践 の 中で私 は確 認 しま した。)

唱歌 を歌 えば、子 どもの心 が歌 の 中に入 るよ うに導 き、尤 も大切 な五 官 の作

用 を敏 捷 にな る よ うに、遊戯 を有効 に計画 し、夫 々 の発 達 の領 域 にお い て楽

しませ 、遊戯 が成 り立 つ 中に子 どもが 目的 を発 見す る よ うに援 助 す る こ とが、

母や保 育者 の 目的 です 。

第 七則

子 どもが遊 び の 中で 、 自然 に 目的 を見 つ け るよ うに導 きな さい。

第人則

真 実 な る神 さま はいつ も私達 と共 にい て、学 ん でい る時 も遊 んでい る時 も、

私 達 をいつ も守 って くだ さるので安 心 です。 人 間 と して、神 さま を尊 敬す る
べ き こ とを諭 して きかせ な さい。

第 九則

子 どもはみ ん な、い わ ゅ る器 用不器 用 とい われ る性 質 を持 っています。 こ

の こ とに と らわれず 、幼稚 園 に入 園 した以上 は、 どの子 どもも器 用 さや敏捷

性 を身 につ ける こ とを、 目的 と しな けれ ばな りませ ん。

第十則

どの人 もみ ん な祖 先 がい たので、存在 す るのです。 です か ら、心や 手足 を

使 って、勉 強 を しな けれ ば、生活す る こ とはで きませ ん。 この よ うに簡 単 な

言葉 で、 しか も幼児 の耳 に とどま る よ うに話 して きかせ な さい。

第十 一則

遊戯 を楽 しむ 中で、五官 を使 って見 た り触 った りす る こ とで 、そ の事物 を

通 して、思 考 を深 め る よ うに導 くこ とを大切 に しな さい。

例 えば、小型 の船 の 図 を見 る こ とも、説 明だ けで大 きな蒸気 船 の船 の話 を

聞 くこ とも、万 国 に共 通す る真 理 を支 え る社 会 に関係 す る、 は るかか なた を



想像 す る力 を喚起す る こ とにな るのです 。

第十 二則

事物 (教材 )は 一 つ と して、位 置 が正 しくない よ うにすべ きでは あ りませ ん。

位 置 が も し間違 ってい る時 は、事物 を よ く整 頓 してい ないのです。 正 しい位

置 に あ る時 は、清浄潔 白を好 む 気持 ちや寛 大 さや 慈愛 の心 も芽 生 え させ ます。

世 間一般 の幼 児 と、幼稚 園 に来 てす で に教 育 を受 けた幼児 とを比較 し、 こ

の こ とにつ い て論 じてみ ま しょ う。 まず 一般 の幼児 は、8個 の本 片 を出 して

も、「これ は何 の た めに使 うの です か」とたず ね、大体 の使 い方 がわか る こ と

は稀 です。入 園 した幼児 は、「家や 門、扉 をつ くる ものです」 と答 えます。思

考力 を保 ち得 な けれ ば、 この答 えを よ くで きませ ん。 これ はい わ ゅ る画 工が

絵 の具 を分 画 してぬ る よ うに、入 園 した幼児 は、他 の幼 児 よ リー歩 思 考力 が

進 ん でい るこ とが わか ります。

第十 三則

幼児 の 日に入 る ものす べ ては、決 して そ の心 を疎 か にす るべ きで あ りませ

ん。 大人 に とって は些 細 な こ ととぃ って も、幼児 に とっ ては、大切 な知 的発

達 の機 会 です。 それ故 、丁寧 に導 き、注意す る時 は、楽 しみつ つ新 しい発 見

や発 明 もで きます。

例 えば、正方形 の木 、或 い は長方形 の木 な どを並 列 に並 べ るの を学ぶ 時、

後 に 自分 が好 む 面 白い様 々 な物 体等 を造 り出 します。

そ の時 こそ 、幼 児 の遊 び の意 味 が あ ります。 これ は取 りも直 さず 、思 考 し

よ うとす る心 が一歩進 んだ とい うこ とです。私 芙雄 は、 自分 の経験 に よって

これ を証 明 します。

第 十 四則

幼児 が も しわが まま をい うな らば、たび たび教 えて、それ で もや めない時

は、戸外 に出 した り、遊戯 の 中に入 れ ない よ うに した りす る と、子 ども 自身

が反省 す る もの です。

第十五則

事毎 に説 明 し、丁寧 に関わ りな さい。 しか し、活 動 内容 が細 かす ぎて、幼

児 が飽 きて しま うよ うな時 は、害 が あって も益 が あ りませ ん。 そ のた め、保

育者 は よ く注意 を して、幼児 に適切 な言葉 で、簡 単 に話 しな さい。

第 十 六則

事物 にはすべ て元 素 が あ り、郷音 が あ る こ とな ども示 しな さい。

第 十七則

唱歌 は必ず用 い な さい。 旋律 が正 しい こ とが必 要 です。 一般 に母親 や 乳母

は、乳幼 児 を快 く寝 かせ るた め に、 いわ ゆ る子 守 唄 な どを歌 い ます。 乳 幼児
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が気持 ち よ くね む る こ とは、 自然 の理 にかな って い ます 。 です か ら、保 育 中

に運 動遊戯 をす る時 は、必ず 唱歌 を用 い な さい。

第十 人則

事物 はす べ て元素 か ら成 立す る こ とを教 えな さい。響 音 を保 有す る元 質 も

また 同 じです。

第十 九則

物 質 はす べ て 中立質 あ る理 を教 え な さい。 極 岡1極 弱反 対物 が第 一 です。 そ

の 中立質 は柔質 です。 極厚極 薄 の色 が あ ります。 其 の 中分 を得 た色員Jち 中媒

です。数 は一 二 三、二則 中媒 又天地 間 に 山 と渓谷 とは大 き く反 対 にあ る もの

です。 どこへ行 くに も、 中分 を経過 しな けれ ば よ くで きませ ん。 これ に よっ

て幼児 を導 き、 その理 を理解 させ るには、 まず短 く簡 単 に、みやす く して、

幼児 が もて あそ ぶ に適 してい るの は第 二恩物 です。 その木 の球 は立方 体 の よ

うに、い わ ゅ る反対 で、 中間 の性 質 を持 ち、 円長 体 です 。 此 の物 体 につ い て

事物 の 中立 で あ る形 を覚 え させ な さい。 諸線類 もまた 同 じです 。斜線 は平 直

の 中だ ち とな ります。

第 二十則

保 育者 は終始 小児 の心意 を持 つべ きです。 ここに掲 げ る項 目に よ く注意 を

し、一つ の事柄 とい って も、い い加 減 に過 ご して はな りませ ん。

第二十一則

神 は 日々私 達 の父母 をは じめ、私 た ち をいつ も守 り平安 を与 えます 。 そ の

た め、人 間 と してそ の無上 の恩 に報 い よ うとす る心 か ら、常 に離れ ない よ う

に と丁寧 に諭 しな さい。

フ レーベル 氏 は、子 どもが生 まれ て約 二 ヶ月 を経過す れ ば、母親 は この教

育 に着 目 し、幼 稚 園 に入 るまで教 育す る こ とを待 つ こ とはない とい ってい ま

す。

す で に 2,3ヶ 月 を過 ぎた幼 児 は、 フ レーベル氏 のいわ ゆ る 自然 の理 に よっ

て、糸 製 の六色 球 で幼 児 にあそ ばせ ます。 7,8ヶ 月 を過 ぎる頃 には、六色 球

に換 え るの に、 それ は 関連 が あって、多少 異質 の物 に します。 つ ま り、第二

恩物 の木 球 、立方 体 、長 円形 が これ です。つ ま り、球形 は同形 で異質 な もの、

方 形 は、球 とは全 く相反 す る もの で、長 円形 は球 と方 体 の 2つ の性 質 か ら成

立 した 中分 質 です。 フ レーベ ル の教 育 の意 図、い わ ゆ る反対 一 致終始 結合 の

理 の一分 をまず 示す もの です。 そ してお ょそ百般 の事 、宇 宙 間 の物全 て は反

対結合 の理 にあて はま らない もの はな く、終始異 変す るのです。

フ レーベル の説 に よ る と、幼児 は生後 三 ヶ月 の 頃 よ り、耳 で 聞 くこ とが で

きます。この時 に こそ幼児 の五 官 の働 きを、理解 す る こ とが で き るで しょ う。



幼 児 はす で に説 明 した球 や 日用器 具 玩器 等 に対 し、愛 す べ き小 さな声 で たず

ね る こ とが あ ります 。 この 時 に母 親 は、 最 も注 意 を しな けれ ば な らな い大 切

な時 です 。 なぜ な らば 自分 で物 の形 を観 察 し、音 に も聞 き入 る か らです 。 こ

の よ うに 、 即 ち五 官 に よ る動 作 が だ ん だ ん発 達 し、知 識 を え て啓 発 され る要

因 とな る こ とを 、母親 が確 信 しま し ょ う。

前 章 に既 に述 べ た よ うに、 生 後 人 九 ヶ月 の 頃 に は 、 も う耳 で 聞 くこ とが で

きます 。 物 の形 を既 に確 認 しで き る た め 、 六 色 球 の玩 具 にか え て第 二 恩 物 を

使 用 して 、短 い 歌 あ るい はお 話 を添 えて誘 導 を しな けれ ば な りませ ん。 これ

は 、 自 ら感 じた り五 官 の働 き を助 け る一 つ の 良い 方 法 です 。 しか し、 過 度 に

な る時 は よ くな い の です 。 簡 単 で短 い お 話 、 あ るい は歌 をま じえな が ら遊 ぶ

と、最 も よい の です 。

そ こで 、 前 に も言 つ た よ うに、 有 生 無 情 を知 らな い で 、 問 い か け る よ うな

時 は 、 これ は最 も有 用 な物 体 教 科 の 一端 を聞 い て い るの で 、 つ ま り幼 児 の 心

の発 達 は こ こか ら始 ま ります 。 この よ うな理 由 に よ り、 一 つ の 小 さな ボ ー ル

とい つ て も、 あ え てお ご る よ うな言 葉 で話 して は な りませ ん。 そ の言 葉 は 、

幼 児 の記 憶 に と どま り、 生 涯 忘 れ な い こ と とな るか らです 。

す で に幼 児 は満 2歳 か ら 3歳 の 頃 に教 育 す るの に、第 二 恩 物 8個 の木 片 を

使 っ て 、 手 で遊 ぶ こ とが きま りです 。 そ して 、 この年 か ら、幼 児 は幼 稚 園 で

保 育 を受 けて 、 社 会 の悪 習 に染 ま る こ とな く、 さ らに人 類 が最 も愛 し、身 近

な社 会 にお け る年 齢 別 の集 団遊 び に よっ て 自分 自身 を発 揮 し、 かつ あ らゆ る

活 動 を一切 の遊 戯 中に含 む 方 法 につ い て 、 各 自の個 性 に応 じて そ の後 どの よ

うな活 動 にお い て も、 目的 をみ つ け る こ とが で き る よ うに、学齢 満 6歳 に な

るま で保 育 し、 卒 園後 小 学校 に入 学 しま す 。 フ レー ベ ル 氏 が 考 案 した 法 則 で

は、 二 十 の恩 物 が必 要 です 。 この方 法 の よ うに、 第 一 に 自然 の 法 則 に基 づ か

な い もの は あ りませ ん。 い わ ゅ る 自然 の 法 則 と称 す る も、本 当 に侮 る こ とは

で きな い の です 。

フ レー ベ ル 氏 の説 に よ る と、 お よそ 幼 稚 園 の教 育 は、大 き く別 けて 2つ の

科 か ら成 立 して い ます 。 そ の一 つ は、「物 体 教 科 」 で 、 も う 1つ は 「事 業 教

科 」です 。「物 体 教 科 」 とは一 切 の物 体 に 関す る こ とです 。例 え ば左 右 に あ る

椅 子 や 卓 等 の類 は 、そ の成 り立 ち を観 察 す るの に、 まず 1つ の箱 を選 ん で 考

え を要 す る時 は 、 平行 にお け ば 、 直 列 に反 対 の形 をつ く る よ うに 、 ほ とん ど

の物 は総 て この理 を持 つ て い な い もの は あ りませ ん。 そ の よ うに、 この反 対

一 致 の想 像 をす る心 を 喚起 し、 そ の反 対 に あ る もの の原 理 と結 合 し、 同 じ理

に な ります 。 す な わ ち知 恵 を磨 く基礎 とな ります 。

「事 業 教 科 」 とは何 で し ょ うか。 諸 事 業 諸 工 芸 に よ っ て 百般 百物 の模 型 を



つ く り、つ ま り工作 工業 の練磨研 究 の基礎 とな る こ とを 目的 と します。

の よ うに教 育 し、そ の 目的 を誤 らず 導 きな さい。 そ の恩物 の使 用法 は、

に述 べ ま しょ う。使 用法 につ い て は、い くつ か の約 束 が あ ります ので、

にあげます。

第 一則

第一 号六 球 の作 用法

まず 、直径 二寸 (1寸 は約 3.03cm)の 六色 の球 で、一 つ 目は赤色 、二つ 日は

青色 、三つ 日は黄色。 この三色 を基 本 の色 と言 い ます。 四つ 日は柑色 と言 い

ます。 五 つ 目は緑色 と言 い ます。 六つ 目は紫色 と言 い ます。最 初 に幼児 に赤

球 を見せ ます 。そ の二寸 (約 6,06cm)の 直径 の球 は、幼 児 の手 には最 も保 ちや

す く、かつ 大 き過 ぎず また小 さ過 ぎませ ん。 そ の ため幼 児 は時 に、 日の 中ヘ

入れ る こ ともす るので、教 えて入れ ない よ うにす れ ば、本 当に幼児 に適 して

い ます。 っ ま り、赤色 は太 陽 を表 してい ます。 次 に黄色 は大地 の球 です。 色

は大土 (黄 土 )で す。

青色 は則 ち私 達 の生活 す る空 間 を表 してい ます。 つ ま り、赤色 と黄色 を混

色 して柑色 がで きます。 黄 色 と青色 を混 色 して緑色 がで きます 。 赤色 と青色

が混色 して紫色 が生 まれ ます 。 この よ うに、色 を示 して 、そ の他 色 につ いて

の説 明が必要 です が、他 の所 で説 明 しま しょ う。 この よ うにあ らゆ る物 の形

を比較 し、様 々 な比較 に よって説 話 を通 して、想 像力 を喚起 させ な さい。 球

は幼稚 園 にお い て は、最 も幼 い学年 に与 え、色 のみ を 示す こ とに用 い な さい。

しか し、今 わが 国 にお け る完全 な幼稚 園 は稀 なので、恐 らく一般 の家庭 で も、

球 を用 い て遊 ぶ こ とは めった にない こ とで しょ う。 です か ら、初級 の小児 に

は、球 を使 って遊 ば させ 、丁寧 に説 明 をす るの も、大変 よい こ とです。

幼児 は次 第 に成 長 して く形や 色 等 を認 知 で きるよ うにな る頃、人 、九 ヶ月

に至 る頃 で、六色 球 に換 るの に、 これ が縁 固あ る同形 の物 です 。 第二 恩物 は

木 の球 、立方 体 、長 円体 です。円体 はす な わ ち形 が 同 じで質 が異 つてい ます。

立方 体 は全 く球 とは反 対 です。 長 円体 は球方 二体 が生 じた もの で、つ ま り反

対物 の 中分質 に様 体 とも含 まれ てい ます 。 終始結 合 の理 由に よ ります。

すべ て反 対 0-致 、終 始・ 結 合 の理 由は、 ここにい くつ か の例 をあげて言

い ます。 た とえば、 こ こに五 十斤 の 目量 の石 が あ ります 。 また 、十斤 量 の 同

質 の石 が あ ります。す なは ち、大 き く反対 の量 です 。この 中間 には、三十斤 、

二十斤 量 の 同質 を見つ け る時 は、双 方 が結合 し、つ ま り中立 とな るの です。

また、 これ を物 の色 にた とえ る時 は、 自 と黒 は反 対 です 。 この 中間色 はねず

み色 です。 た とえば 山の頂 と渓谷 とが反 対 で あ る こ とも、両方 へ行 くべ き中

道 が あ るで しょ う。 た とえば、 自昼 と暗夜 とは、 この 中間 には薄暮 黄 昏 が あ

ン」

次

次
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ります 。 ま た 、色 で反 対 を知 る こ とは 、 最 も簡 易 (や さ しい)で す 。 赤 色 を 日

光 にか ざ して 見 る時 は 、 黒 質 です 。 薄 赤 は 、 す な わ ち 白色 黒 色 とも、殊 に反

対 色 にみ え る も結 合 一 致 は、 必 ず 証 が あ ります 。 この法 則 は天 地 間 自然 の理

です が 、 これ を発 見 す る こ とは難 しい と言 え ます 。 これ を発 見 す るに は 、 充

分 な注 意 力 が必 要 で な けれ ば で き ませ ん。 三 形 体 で もつ て これ を追 求 しよ う

とす る時 、簡 単 に そ の 共 通 した理 由 を知 る こ とが で き るの は他 に あ りませ ん。

他 の物 に 由 っ て 、 そ の反 対 と一 致 の理 由 を求 め よ うとす れ ば 、 返 つ て煩 わ し

く、 ま た幼 児 が 理 解 す る こ とが難 しい の で 、 この 第 二 恩 物 を使 用 す る と、 簡

単 に そ の 一 端 を知 る こ とが で き ます 。 これ ゆ え、 諸 動植 物 家 什 器 具 に 至 るま

で 、 そ の成 り立 ち を考 え る時 は、 こ の理 論 が あ ります 。 教 育者 は 、意 図 的 に

よ く この理 由 を記 憶 し、恩 物 を もつ て幼 児 を導 く時 は 、「脩 学 」「営 生 」 等 人

間 に 関せ る学 事 は こ こ に発 感 し、製 作 物 等 を も要 す る時 は、 小 児 は脳 力 軟 弱

な る故 、 返 っ て倦 怠 し益 が あ りませ ん。 故 に教 導 者 は殊 に注 意 し、楽 しみ つ

つ 発 明す る こ とを 目的 と します 。

球 は い つ も揺 れ 動 い て い ます 。 立方 体 は い つ も同 じ位 置 に あ り、動 か な い

もの です 。 立方 体 の 三 面 を手 で覆 い 、一 方 を幼 児 にみせ る時 は 、一 平 面 の 四

辺 をみ せ ます 。 少 し斜 め にす る と二 面 とや や 六辺 もみ え ます 。 この よ うに し

て 、 ど こに 向 け て も順 次 同 じで す 。

立方 体 は 、 六 面 が あ ります が 、 四 面 あ る い は五 面 以 上 は み え ませ ん。

立 方 を測 量 す る時 は、 中心 の 直径 と辺 の 中心 と角 か らの 中心 直 径 はそ れ ぞれ

長 短 が あ ります 。 この よ うに 三 ヶ所 の 中心 の 直径 へ 、木 線 を通 し、 ま た は 圏

旋 や 糸紐 をつ け て た らす 時 は 、長 円形 とな り、車 輪 或 い は独 楽 或 い は 二 重 独

楽 とな ります 。 これ は そ の よ うな性 質 を もつ て い るか らです。 長 円体 ま た は

円柱 体 は 、一 つ の 円の 面 と二 つ の 平 面 を持 つ て い ます 。円の 面 は球 に比 較 し、

二 つ の平 面 は立 方 体 と比 較 で き ます 。 これ は 中分 つ ま り中だ ち とな っ て 、反

対 を一 致 させ や す い 中 間 の物 です 。

そ して 、 円体 の長 さは 平 面 の 直径 と同 じで 、 立 方 体 とも同一 で す 。 長 円体 の

直径 の 中心 へ 糸 を垂 ら しめ ぐ らす 時 は 自 の形 をな し、 さ らに一 辺 につ け る時

は独 楽 の形 に な ります 。

球 は形 体 の基 本 とな る もの です 。 長 円体 に至 っ て は 、 それ ぞ れ が 固有 の性

質 を もっ て い ます 。それ 故 、幼 児 に示 す の に は簡 単 で 、しか も幼 児 の手 に は、

全 く障 りが な い の で よい の で す 。 次 に、 立方 体 を手 で掴 む 時 は 、 球 とは異 な

る感 じを知 り、 反 対 の性 質 が あ る こ とを知 ります 。 次 に 、球 と立方 の 各 性 質

を持 つ 長 円体 に 至 る時 は 、先 の 二 体 の性 質 を益 々知 る こ とで 、 数 句 を刻 ん で

胸 の飾 りと して 、 いず れ に して もひ と 日で幼 稚 園保 拇 で あ る こ とを知 る こ と



がで き、 これ が幼稚 園保拇 が最 も優れ て い る点 です。

第 二恩 物 第一積 体法

この恩物 は第 二恩物 と反対 の性 質 です 。 立方 体 の よ うに縦 に切 れ ば直線 を

有 し、横 断すれ ば横 線 を有 します。 つ ま り細 々 した部 分 よ り成 立す る とい う

自然 の法則 に よる立方 体 です。

この恩 物 は、満 二歳 か ら満 三歳 の幼児 に遊 ばせ る とい う規則 が あ ります。

以前 に も言 つた よ うに、幼児 はみ ん なお もちな どを もて あそぶ 時 は、壊 して

み よ うとい う気 持 ちを持 ってい るた め、 まず人つ の立方 体人個 よ り成 る一寸

六分 の立方 体 で、様 々 な模型 をつ く り、物 体教科 の主 な遊 び と します。

また全部 の恩 物 用法 三則 が あ ります。この三則 は楽 しく遊 ぶ 中で、「教誨 を

寓せ る (教 え を寓話化 す る)」 最 も主要 な二則 とな るので 、保 婦 は よ く注意 す

る必要 が あ ります。

この三つ の方 式 を以 つて恩物 の主眼 と します。 つ ま り、営生式 とは幼 児 が

日常生活 の 中で よ く熟 知 した 品物 、 た とえば、椅 子や机 そ の他 、家 の 中にあ

る物 と想 定 して親 しみ 、間答や 会話 を してそ の概 略 を知 覚 させ るのです。

脩 学式 とは、想 定 した物 品 を以 つて、計数や 幾何 学術 上 に関係 す る体角形

線 を始 め、総 て学 問的 な理 由か ら来 る こ とを説 明 します 。

摘美 式 とは、 日常、私 た ちがみ る もの を美 しい と感 じ、 これ を敬 い慕 い、

醜悪 な もの を 自然 に避 け させ 、 この反対 にあ る美 は、人 が好 ま しい とす る知

覚 を起 こ させ ます。

付 け加 えて言 い ます 。 この 三号つ ま り第一積 体 は、物 品 を想 像 して会話 を

す る こ とが主 とな ります。

フ レーベル の説 に よる と、 この第 二恩 物 は、積 体 と置形 の二筒 の規則 が あ

ります。 まず 、積 体法 は これ を幼児 に示 す よ うに立方 体 の箱 を、少 し蓋 を明

け机 の上 に倒 し、一 二 三 と指 さ して 呼び そ の蓋 を引 き抜 き、つ ま り箱 か ら一

の立方 体 を出 して、初 めは立方 体 の概 略 を説 明 し、 しば らく熱 心 に習 つてい

る時 は、幼児 は質 問 を します。 まず 最初 に、たて 半分 に分 けて 、そ の三分 の

一個 を示 し、 ま た合 わせ 、横 半分 に分 け、数 にお い ては 同数 で 半分 に なって

も、そ の縦横 の差異 が あ る こ とを知 り、 また合 わせ て 中央 半分 に分 けます。

また、 同数 とい え ども、形 が異 な る こ とを知 らせ 、そ の後 4分 の 1ま た は 8

分 の 1と し、 4個 を さ らに合 わせ て長方 形 と して 、縦横 或 い は一箇ず つ積 ん

で 、方柱 と して しだい にその形 体 を破壊 しないで 、種 々 の物体象 門等 をまね

てつ く り、お話 や 会話 を専用 と し、物 体 教科 脩 学営 生 の 二式 をあわせ 持 ちま

す。この方 法 は十 五條 の約 束 が あ ります。そ の一条 は、人個 の木 片 をもつて、

一つ も残 さず 物 体 をつ くる こ とです。
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そ の二条 は、 た とえば一つ の物 体 を、次 に他 の形 に変 える時 は、 これ を壊

し、 あ らか じめ造 るこ とを しませ ん。 も し、幼児 が 自らこれ を破壊 し、 あ る

い は保 拇 の命 令 をきか ないで 、思 い のま ま に物 体 を造 る等 をす る幼児 がい ま

す。 これ は よ く矯 正す べ きです。 この よ うな性 質 は、 自負傲 慢 の心 を養成 す

る こ とに近 い です。 注意 を怠 って はい けない ところです 。

そ の三條 は

幼児 を、教科 に取 り組 ませ る時 は、必ず規則 を整頓 しな さい。 この よ うに

言 う時 は、幼児 に どの よ うな考 えが あって も、規 則 に適 うこ とは 自然 だ と言

えます。 故 に規 則 はつ ま り所謂 自然 なの です。 そ の一例 を言 い ま しょ う。 た

とえば置 形 をなす 時、左右 の差別 が な く、位 置 が錯 乱す る時 は、何 を もつて、

置形 とす るの です か。 あ るい は、教 育者 が、我 が ままな子 どもの気持 ちに抗

す るこ とを嫌 って、規 則 通 りに しな くて も、賞賛 す る こ とは大 きな非 が あ り

ます。 た とえ幼 児 とい って も決 ま りを守 らず 、わ が まま な こ とをすれ ば、善

悪 がわか るよ うにな るで しょ うか。 それ ゆ え、適 切 な説 話 を用 い て、気 づ か

せ る よ うに教 えな さい。

そ の 四則 は

ここに一箇 の井 戸 を掘 つて、そ の井戸 が六箇 の立方体 か ら構 成 され てい ま

す。 この よ うな時 は二箇 を余 します。 不用 に属す 、 この よ うな もの を不用視

しない で、返 つて これ を必 要 な もの を仮 設 し、益 々そ の眠 りか ら呼び 起 こす

べ きです。 世界 に存在 す る物 と して、独 立 して役 に立つ もの は大変稀 です。

それ 故 、六個 か ら成 る井 戸 を造 る時、残 りはつ ま り左 右 に並列 に置 き、或

い は手桶 つ るべ 、或 い は汲 み水 の人 な ど と適 当に関係 の あ る名 をつ けて 、問

いか けな が ら会 話 をす る時 は、大変 想像 力 がか きたて られ絶 妙 なお も しろ さ

が あ ります。

そ の五條 は

時 と して は、教 師 は人 箇 の方 形 を以 つて 自ら物 体 の規模 を制 し、幼 児 に模

倣 して作 らせ ます。

あ るい は 、短 く簡 単 な もの は、幼児 に さ らに造 らせ る こ ともで きます 。 し

か し、年齢 にふ さわ しい級 に入 るまで は教 師 が 自 ら物 の形 をつ く り、 この方

法 を示す こ との他 はあ りませ ん。 そ の作成 した もの に就 いて、様 々な説話 を

す る こ とが、教 科 中最 も重要 な要 点 です 。

そ の六則 は

幼児 は最 も幼 い年齢 で あれ ば、簡 単 でわか りやす い言葉 を使 つて繰 り返 し、

さらに年長 の幼 児 には、 さ らに一層 適 当な教育 的 な話 を し、 また、 さ らに年

長 の幼 児 には、大 い に教 育 に関係 した言葉 をま じえて解 説 を しな さい。 た と



え ば、 一 つ の物 体 につ い て も、簡 単 な言 葉 を もつ て し、 さ らに した 時 は幼 児

の物 体 が起 る解 を用 い 、 ま た さ らに年 長 の幼 児 に は、 そ の物 質 の作 用 や 変 換

な どそ の物 質 等 の概 要 を説 話 しな さい 。

そ の七 條 とは

物 体 教 科 の 時 、 教 師 まず 一 、 二 の 物 体 をまね して造 らせ た る時 は、 幼 児 は

既 に倦 怠 心 を生 ず る も の で あ るの で 、 そ の後 は 自意 気 随 の物 体 で あれ 、形 で

あれ 、 造 らせ な さい。 この幼 児 の 心 に、 倦 怠 心 が 生 まれ る時 は 、返 つ て保 育

上 害 が あ っ て も益 は あ りませ ん。 これ は す な わ ち一 番 の教 育 法 です 。

そ の 人條 は、

幼 児 に人 箇 の本 片 で 、 いず れ の物 品 を模 倣 して造 らせ る時 は 、 そ の説 明 は

もち ろん 必 要 とい つ て も、 そ の物 に就 い て小 話 を交 え、 用 い る こ とは一 つ の

方 法 です 。 幼 児 が さ らに 良 く品物 を造 つ た 時 は 、 これ を賞 す る に、 面 白 く、

しか も適 した るお 話 で 子 ど もの心 を喜 ばせ な さい。 あ るい は幼 児 の 中 、教 師

の命 令 も きかず 、勝 手 に不 正 な る物 体 等 を造 つ た 時 は 、 そ の罰 と して 再 び 造

る際 の補 正 等 を させ 、 よっ て懲 ら しめ る こ とを よい こ と と します 。

そ の 九條 とは 、

幼 児 の能 力 が不 充 分 で あ る こ とは 、 自然 の理 で あ るで 、 これ を温 良優 長 に

導 き諭 しな さい 。

そ の十 條 は 、

幼 児 が事 業 科 に従 事 す る時 は 、 自然 に充 分 にで き な い こ とが 、 前條 に述 ベ

た よ うに た く さん あ ります 。しか し、傍 らか ら教 師 が これ を援 助 す る こ とは 、

大 変 よい こ とで す 。 なぜ な ら、幼 児 は怠 け心 が 生 じ、事 々物 々 み な依 頼 心 が

増 幅 し、 自主 的 な創 造 へ の意 欲 を伸 ばす こ とが で き ませ ん。 そ れ 故 、 で き る

だ け励 ま して誘 導 し、 幼 児 が 自 らそ の 心 境 に入 る よ うに しな さい。

そ の十 一 條 は 、

教 師 まず は、 人 箇 の木 片 で家 を造 りな さい指 導 る時 、 それ ぞれ の幼 児 が 思

い 思 い の 家 作 りを します 。

これ は あ えて妨 げ て は い け ませ ん。 しか し、異 質 な形 を造 る時 は悪 い とみ な

します 。

そ の十 二 條 は、

幼 児 が 自分 の物 体 の作 成 を完 全 に しよ う と して 、 隣 りの幼 児 の 本 片 を と採

っ て補 作 す る こ とを禁 じな さい。

そ の十 三 條 は 、

人 箇 の木 片 で物 体 を造 る こ とに成 功 した 後 は 、 必 ず 木 具 の整 頓 を幼 児 に さ

せ な さい。
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そ の十 四條 は、

幼児 が木 片 で物 体 を造 る時、 さらに整 頓 せ ず 、 ば らば らな形 を表現す る時

は、そ の子 どものた め に一 つ の教 訓 を含 んだ話 を説 い て諭 しな さい。 た とえ

ば、 こ こに 甲乙丙丁 の 4人 の子 どもがい ます。 甲児 は、まず 、一つ の家 を造

りま した。乙児 は一つ の井戸 を造 りま した。丙児 は一 つ の園庭 を造 りま した。

丁児 は一 つ の机 椅子 を造 ります。 そ の時 、 甲児 の家屋 は大変弱 くて、大風 で

壊 され て しまい ま した。 四人 の子 どもが い ま した。 よい天気 で暖 か く、散歩

に適 した よい 日で した。 四人子 どもは、 心 をあわせ 、野 を歩 き、草 をつ んだ

り花 をみ た りしま した。 そ して、 四人 は楽 しみ の あま り帰 る こ とを忘れ 、そ

こで楽 しんでい る真 っ最 中で した。 北方 に一 帯 の黒雲 と風 が生 じ、光 が 目を

遮 り、暴 雨 は獅 子 の よ うで した。 四人 の子 どもは とて も こわが つて、 ど うし

た らよい か わか らな くな りま した。 四人 の子 どもは茅葺 きの小 さな家 が あ る

の を見つ けま した。

これ は天 が与 えた もの と四人 の子 どもは立 ち寄 り、雨 を避 け よ うと しま し

たが、 これ は本 当に粗 悪 な茅葺 きの小屋 で した ので、す で に雷 雨 のた めに屋

根 が壊 れ 、今す ぐに崩 れ 落 ちそ うな状況 で した。 そ のた め、大 変 が つか りし

て、疲 れ たので 自分 の家 に帰 ろ うと しま した。 み な さん も注意 しま しょ う。

これ は、み な さん と関係 のない話 で は あ りませ ん。この よ うに家 を造 る時 は、

堅 固につ くれ ば、雷や 風 雨 を こわが るこ とは あ りませ ん。 しば らくこ こに と

どま つて、雨 が止 み風 が穏 や か な るの を待 って、帰路 につ け る よ うに、今 み

な さんが してい る家作 りは、 ほ とん どこれ と似 て います 。 よ く注意す る こ と

が大切 です。

※ この資料 の一 部 は清 水 陽子・ 高橋清 賀 子 「豊 田芙雄 の講義 ノー ト「代紳

録 」にみ る明治初期 の保 育 内容 」西 南女 学 院大 学紀要 Vol.12 2008に 掲載 。
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